
        
            
                
            
        

    






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ごうごうと風が唸うなっていた。

『ああ。電車も止まって、今日は帰れそうにない。由ゆ仁にさんとは合流できたから──』

『結ゆ女めと一緒にお留守番よろしくね、水みず斗とくん！』

　わかった、と答えて、僕は通話を切る。

　庭を見ると、横殴りの雨がしたたかに窓を打ちつけていた。

　六月も後半。夏が近付くということは、台風が近付くということでもある。学校や仕事に気を遣ったかのように夕方からやってきた台風は、瞬く間に人間から移動の自由を奪ってしまった。つまり──

「……お母さんたち、どうだった？　帰ってこられそうなの？」

「いや……今日はビジホに泊まって、明日帰ってくる、って」

　義妹・伊い理り戸ど結女からの質問に、僕は振り返らずに答えた。

　ごうごうと唸る風の音だけが、僕たちだけのリビングに響く。

　まあ、そういうわけだ。

　今夜は丸々、僕たち二人だけで乗り切らなければならないらしい。

「……とりあえず、晩飯だな。冷蔵庫、何があったっけ」

「……そうね。冷凍食品がいくつかあったと思うけど。お米は炊かないと──」

　ん？　たかが自宅で二人きりになった、その程度のことで、まさか僕らが平静さを失うとでも思ったか？

　もう同居生活が始まって三ヶ月近くにもなるのだ──家に二人きりになったことなんて数え切れないほどあった。一晩丸々となると確かに初めてではあるが、結局は今まで経験してきたことの延長でしかない。

　人間は成長する生き物であり、適応する生き物である。

　今の僕たちにとっては、この程度のこと、もはやトラブルとも言えはしない──

　──と、思っていたんだが。

「きゃあああっ!?」

　晩飯を食べ、風呂にも入り、あとは寝るだけとなった夜更けに、甲高い悲鳴が轟とどろいた。

　すわ殺人事件か。

　僕は眉をひそめながら自室を出る。夜中に何を騒いでるんだ、あの女──

　直後、長い髪の女に抱きつかれた。

「うおわっ!?」

　一瞬、貞さだ子こ的なものかと思ったが、それは僕の義理の妹だった。

　結女は僕の肩にぐっと顔を押しつける。二本のお下げにまとめた長い黒髪からフローラルなリンスの香りがしたので、努めて意識から閉め出した。

「ど……どうした？」

　平静かつ冷静かつ泰然と僕が尋ねると、結女はかすかに身体からだを震わせて、ドアの開かれた自分の部屋を指差す。

「あ……あいつが……あいつが……！」

「んん？」

　あいつ？　名前くらい言えよ。まさか部屋にヴォルデモート卿きようが出たわけでもなし。

　結女の部屋を覗のぞいた僕は、しかしその例えがあながち間違いでもないことを悟る。

　カーペットの上だった。

　名前を言ってはいけないあいつ──世界を恐怖に陥れる漆黒の帝王。

　小さな、真っ黒な残像が、高速で横切るのが見えたのだ。

「ど、どうにかしてよっ……！　殺虫剤！　殺虫剤どこ!?」

　現状を正確に把握した僕は、即決即断で、採り得る最善の行動を採る。

　すなわち、すり足でゆっくり部屋に近付き、開かれたドアに手をかけて──

　──ぱたん、と静かに、部屋を閉め切ったのだ。

「…………封印、完了」

「誰の部屋に封印してるのよ!?」

　僕は警戒を解かず、じりじりと封印の地から距離を取る。

　そんな僕を見て、身を離した結女がすっと目を細めた。

「もしかして……あなた、虫苦手なの？」

「…………そういう言い方もあるかもしれないな」

「そういう言い方しかないでしょ！　情けないとは思わないの!?　百年の恋も醒さめるわ！」

「せいぜい一年の恋だし、とっくに醒めてるだろうが」

　自分の部屋に戦略的撤退を試みた僕だったが、結女が僕の腕をがっちりと摑つかんだ。

「いいからさっさと殺虫剤取ってきてよ！　私、場所知らないんだから！」

「処理まで僕に任せるつもりだろ！　こんなときだけか弱い女気取りか図ずう々ずうしい！」

「情けない男よりマシよ！」

　仕方なく一階から殺虫剤を取ってきてやると、結女は案の定僕の背中に隠れて「よろしく」とほざきやがった。ああくそっ、いつもは父さんに任せてるのに、なんで今日……！

　僕はスプレー缶を手に、意を決して結女の部屋のドアを開いた。

　先ほど目撃したカーペットの上を中心に、床に視線を走らせる。結女の部屋は本が多い割には片付いている。僕の部屋のように床に物が置いてあることはなく、三桁にもなる蔵書は本棚や段ボール箱の中に几き帳ちよう面めんに収納されていた。

　だから死角が少ない。……はず、なのだが。

「……どこ行ったかわからなくなっちゃったじゃないっ……！」

　ヤツは、そのおぞましい姿どころか気配すら消してしまっていた。

　僕は苦渋の思いで歯は嚙がみする。

「……こうなったら飽和攻撃だ──部屋全体に充満させるタイプの殺虫剤を焚たいてやる」

「え？　じゃあ私、今日どこで寝ればいいの？」

「父さんたちの部屋が空いてるだろ？」

「はあ……!?　けっ、結婚したての夫婦のベッドで寝ろってこと!?」

　……その考えはなかった。実の親のことだからな……無意識に思考から外していた。

「リビングのソファーならどうだ？」

「……やだ」

「はあ……。だったら僕がソファーで寝るから、君がベッドを──」

「やだ」

　強い声で言いながら──きゅっと、結女の手が、僕の寝間着の袖を引っ張る。

「またあれが出てきたら……どうすればいいかわかんない……」

「……………………」

　僕がいたところで一緒に怯おびえることしかできないんだが、わかってないのか、この女？







　結女の部屋に殺虫剤を焚き（パソコンがない部屋だったのは幸いだった）、さらにドアの隙間にスプレーを吹きつけて、完全な封印を施した。

「これで逃げ場はない……。ヤツも生きてはいられまい」

「逆に生きてそうに聞こえるんだけど」

「しまった」

　そして僕の部屋に移動する。

　ガチャリ、と僕がドアを閉めると、結女は床に積んだ本の山をそろそろとした足取りで避よけながら、眉根をかすかに寄せた。

「こっちの部屋のほうがずっと汚いのに、どうして私の部屋に出るの……」

「僕の部屋は冬の間に換気してるからな。部屋を冷やして、奴やつらの卵を殺してるんだよ。……でも、そういえば、君の部屋はこの前まで空き部屋だったから、換気なんて全然しなかったな」

「ああもうっ！」

　ぼふっと、寝間着姿の結女が僕のベッドに腰を下ろす。

　長い黒髪を白いシュシュで二本に束ね、お下げにして胸の前に垂らした、（不本意ながら）懐かしい姿に、僕は何度目ともわからない問いを投げた。

「……なあ、本気なのか？」

「何を心配してるのよ」

　じろりと、視線が僕を射い貫ぬく。

「そんなに……自信がないの？　私に何もしない自信が」

　逃げも隠れもしないという風に、結女はお尻の後ろに手をついた。

　薄っぺらい寝間着一枚の、頼りない装備。

　他人にはほとんど見せない──家族か恋人くらいにしか見せることのない姿。

　それを堂々と、胸を張って見せるのには、そこそこの勇気を要するはずだ。ならば僕もまた、勇気と理性をもって、それに応えるべきなのだろう。

　寝間着のときは、ブラを着けるものなんだろうか。

　反射的に浮かんでくるそんな疑問も、今は封印する。虫のように。

「……そんなわけないだろ」

「ふっ。そうよね。中学の頃ですら何もできなかったんだものね」

「うるさい……」
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　僕はベッドの縁に片膝を乗せて、布団をめくった。

「ほら」

「……私が壁側？」

「ダメなのか？」

「…………いえ、そうね、別に大丈夫」

　結女がもぞもぞと布団に潜り込んでから、遅れて気が付いた──壁側じゃ、もしものとき逃げられないじゃないか。

　……まあ、『もしものとき』なんて来ないから、問題ないな。

　僕も続いて布団に潜り込み、リモコンでライトを消した。

　視界が闇に満ちると、耳元に響くような息遣いと、背中側に感じる体温だけがすべてになる。

　自然と距離を取ろうとして、ベッドから落ちかけた。

　なので少し戻ると、お尻がむにりと柔らかいものに当たり、ビクンッと跳ねて逃げていった。

　足の可動域もあまりに狭い。少し背中側に動かしただけで、すべすべしたふくらはぎらしきものに当たる。そのたびに慌てて離れて、また触れて、慌てて離れて──繰り返しているうちに、どちらともなく諦めた。

　かかとが、触れている。

　それを放置していると、向こうが位置をずらして……僕の足に、自分の足を乗せた。

　それが不服だったから、僕がさらに位置をずらすと、向こうもさらに抵抗して、両足で僕の足を挟んできた。

　解放を求めるべく、足の親指で向こうの足の甲をつつくと、同じく親指で反撃が来る。足の甲をつうっとなぞった後、僕の親指と人差し指の間にねじ込んできた。痛いな。僕は指に力を込めて、向こうの親指を締めつけてやった。

　すると、ついに手が来た。

　どうしようと思ったのか、僕の背中をぐいぐいと押す手を、左手で摑んで押し返す。

　細い指と指とを、押して、挟んで、なぞって──やがて、指と指の間を埋め合った状態で、膠こう着ちやくする。

　──ごうごうと唸うなる風が遠くに聞こえた。

　今日は、父さんも由仁さんも、物理的に、帰ってこられない。

　だから──

　今ここで。

　僕たちが何をしようとも。

　──いつものように、父さんたちに見つかりそうになることは、ないのだ。

　……何を考えてるんだか。

　今ここで、僕たちが何をするか？　睡眠だよ。それ以外にはない。

　だって、そう、ベッドという家具は、僕たちにとって、ただそれだけのためにあるのだから。

　他の用途なんて。

　たったのひとつもないのだから。

　だから、今、この家に僕たちしかおらず、一晩、何時間にも亘わたって、他の誰も立ち入ることがないなんて状況設定は、まったく、まったく、まったく、考慮する必要なんかないのだ──




　二本の腕が、僕の身体からだを後ろから強く抱き締めた。




「……っ!?」

　愕がく然ぜんと、僕はその感触を確かめる。

　後ろから脇の下を経由し、僕の胸の辺りを摑む手。

　肩甲骨の辺りに押し当てられる、薄い布越しの柔らかな感触。

　そして、うなじにかかる湿った吐息。

　う……噓うそだろ？

　釘くぎを刺したのは、君のほうじゃないか。

　自分であれだけ挑発しておいて──

　バクンバクンバクン、と鼓動の音がうるさく耳についた。

　それは僕のものかもしれなかったし──背中に押しつけられた胸から伝わる、彼女のものかもしれなかった。

　ああ、違う。

　ダメだ。

　これは、抑えろ。

　手で左胸を押さえようとしたけど、すでにそこには彼女の手があった。

　だから、もう、どうしようもない。

　僕は、身体を後ろに──

「──ね、ねえ……」

　そのとき、うなじの辺りから聞こえたのは、怯えて震えた声だった。

　……んん？

「今……何か、音がしなかった……？」

「……は？」

　僕は無言になって耳を澄ます。

　──カサッ。

「ッ!?」

　急速に脳が冷め切る。

　鼓動が違う理由で高鳴る。

　ま、まさか……封印が足りなかったのか!?

「で、電気！　電気！」

「わかってる……！」

　枕元に置いてあったリモコンでライトを点つけた。

　素早く部屋全体に視線を走らせると、床に積んだ本の間に、漆黒の影が佇たたずんでいる！

「うわっ!?」

「きゃあっ!?」

　僕たちは布団をはねのけた。

　おのれえっ、封印を破ってきたか!!

「殺虫剤！　殺虫剤！」

　結女が僕の背中にへばりついたまま叫ぶ。ええい、動きにくい！　戦意はないのか、戦意は！

　万が一を考えて、殺虫剤のスプレーを手元に持ってきておいてよかった。この部屋は物が多い──見失ったら再び発見できる確率は低い。

「……やるしかない……ここで……!!」

　僕はスプレー缶を握り締めてベッドを降りた。

　刺激しないよう、そうっと、すり足でそいつに近付く……。

　しかし。

　コイツには、殺意を感知する器官でもあるのだろうか──僕がトリガーに指をかけたその瞬間に、恐るべき瞬発力で走り出した！

「逃がすかッ!!」

　僕史上、最高クラスの反射速度だった。

　照準を即座にソイツの行き先に合わせ、殺虫剤を噴霧する。プロゲーマーもかくやというドラッグショットは、過あやまたず漆黒の身体を捉え、あっという間にその運動能力を奪い取った。

　動きを止めた後も、僕は引き続きスプレーを吹きつけ続ける。

「うげえ……まだ生きてる……」

　マジでキモい。ほんと無理。

　あまりの生理的嫌悪に女子高生になりつつも、僕はソイツがピクリとも動かなくなるまで、オーバーキルを続けた。

　何度痛めつけても立ち上がる主人公を前にした敵キャラってこんな気分なのかな。そりゃ言葉責めの一つもしたくなるよな。

　何十秒もの噴霧を終えると、後ろから結女がおずおずと訊きいてくる。

「……死んだ？」

「たぶん……」

　断言すると復活しそうな気がした。なんなんだこの生き物は。変身するタイプのボスなのか？

　殺したはいいが、死体をそのままにしておくわけにもいかない。

　人間の死体にそうするようにティッシュを被かぶせて姿を覆い隠すと、ちりとりで掬すくい取って何重ものビニール袋に封印する。

　今度こそ、完璧だった。

「……はあ……」

　僕がビニール袋の口を固く縛るのを見て、深い安あん堵どの息をつく結女。

「君なあ、ちょっとくらい手伝えよ……」

「……い、いいでしょ。あなたに頼ることなんて、たぶんこういうときしかないんだから」

「僕はＧ処理係かよ」

　僕が大きな溜ため息をつくと、結女はばつの悪そうな顔をして、か細い声で呟つぶやいた。

「……ありがと」

「言うのが遅い」

「ひっ、人のお礼に文句付ける!?　普通!?」

　はっ、と僕は鼻で笑う。

　結女は不服そうに唇を尖とがらせると、籠城していた僕のベッドから降りる。

「ヤツが消えた以上、この部屋にいる理由もないわね。私の部屋を換気すれば──」

「……台風だぞ？」

「……………………」

　横殴りの雨が、窓をしたたかに打ちつけている。

　窓を開けたりしたら、充満した殺虫剤の代わりに大量の水が入ってくることになる。大量の本が置いてある、あの部屋に。

「それに、一匹いれば三十匹いるって言うしな──あの部屋は完全に浄化しておきたいところだ」

「…………それじゃあ」

　ふいと顔を逸そらして、結女は言う。

「仕方ないから…………今日の、ところは」

「『ありがとう』は？」

「うるさいっ！　そっちこそ光栄に思え!!」







　雨の音も、風の音もしなくなっていた。

　代わりに、耳元で穏やかな寝息が聞こえた。

「……すう……」

　眠りから意識を浮上させた僕は、ぼんやりとしたまま、反射的に音の方向を見る。

　長い睫まつ毛げをぴたりと閉じた、可愛かわいらしい女の子が、そこにいた。

　……君の顔を、これほど間近で見るのは、いつぶりのことだろうな。

　昔から、目鼻立ちだけはきっちり整っていて……僕が何度そう言っても、君は信じようとしなかったよな……。それが今は、才色兼備の完璧超人を気取ってるんだから……ああ、もう、まったく……。

　僕は、彼女の前髪を、指でさっと横に除よけた。

　その顔が、もっとよく見えるように。

　……僕にくらいは、ちゃんと見せてくれてもいいだろ？　綾あや井い……。

　湿った息遣いが、唇に当たった──

　──カサッ。

　脳にビリリと電撃が走って、僕は跳ねるように起き上がった。

　今の音はまさか!?

　……というか、僕、今、何をしようとした……!?

　寝起きの頭が混乱でオーバーヒートした、そのときだった。




「うえああっ!?」

　今の今まで寝息を立てていたはずの結女もまた飛び起きて、僕に抱きついたのだ。




「……えっ」

　──カサリ。

　音に振り返ると、積んだ本の上に置いてあったプリントが、床に落ちている。

　あれの音だったのか。

　となると……問題はむしろ、今しがた僕の胸に飛び込んできた、この女のほうにあった。

「……き、君……」

「……………………」

「お……起きてた、のか？」

「……………………」

　気付いてた、のか？

　僕が寝ね惚ぼけてやらかしかけた、さっきの行動に？

　結女は僕の胸に自分の顔を押し当てた──表情を隠すように。

「…………黙秘します。寝てる女の子に勝手にキスしようとするような男に言うことはありません」

「気付いてたなら──」

「時間っ！」

　急に叫ぶと、結女は僕を突き飛ばすように身を離して、ベッドを降りた。

「ゆっくりしてたら遅刻するわよっ！　台風、明らかにもう過ぎてるしっ！」

　一方的にそう告げて──ぱたぱたと逃げるように、結女は僕の部屋を去っていった。

　閉じたドアを睨にらんで、僕は呟く。

「……気付いてたなら──」




　──逃げるなり、拒むなり、しろよ。




　その言葉は、喉の手前のところで留とどまって……そのまま、散り散りになって消え失うせる。

　まるで嵐が過ぎるように。
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　今となっては若気の至りとしか言いようがないが、僕には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼女というものが存在したことがある。

　本来は恋人なんて作るガラじゃない僕たちが、どうしてそういう運びになったのか？　それは、とある共通項が僕たちの間を繫つなげてしまったからに他ならない。

　人類史上最大の発明。人間の霊長たる証明。文明社会の根本基盤。

　すなわち、本である。

　小説を読むこと。その共通の趣味が、生来のソロプレイヤーだった僕たちをうっかりひとくくりにしてしまった──その功罪についてはここでは論じないが、とにかくそんな風に結びついていた僕たちが、普段、どういう風に交流していたかは明白だろう。

　読んだ本について感想を交わし。

　読んでいない本について希望を語らい。

　そして、互いの蔵書を貸し借りした。

　……実は、この辺りの交流については、恋人から義理のきょうだいへとクラス・チェンジを果たした今も、地味に続いていたりする──まあ、今の僕たちの場合は、

　読んだ本について批判を応酬し。

　読んでいない本について文句をぶつけ合い。

　そして、互いの蔵書を勝手に持ち出しては罵倒を交わす。

　……といった具合なのだが、そこはそれ、読書家としての付き合いという点では何の違いもないだろう。忌き憚たんなく意見をぶつけるようになった分、むしろ進化していると言える。

　閑話休題。

　お金のない中学生だった僕たちにとって、本の貸し借りは大切なことだった。タダで本を読めるわけだし、何より、相手も同じ本を読んでいるというのが重要だ──読んで楽しめるだけじゃなく、感想を語り合うことまでできるのだから、一石二鳥では収まらない。

　僕らにとっては小説こそが、ＳＮＳをも超えるコミュニケーションツールだったのだ。

　が、こんなやり取りをしたことがある。

　──そのシリーズ、全部うちにあるな

　あの女と──当時の綾あや井い結ゆ女めと一緒に、古本屋を巡っていたときのことだ。

　ある古い推理小説のシリーズを探していると語った彼女に、僕はそう言ったのだった。

　──えっ、ほんと？

　──うん。よかったら貸すけど……

　──ありがとう！　本当に見つからなくて……

　──それじゃあ

　僕は、何気なく──本当に何の気なしに、こう言った。

　──これから、うちに寄っていこうか

　──……うえっ？

　綾井は、歯車が狂ったかのように急に固まった。

　──い……伊い理り戸どくんの、お家うち？

　──……？　うん

　──えっ……と。えっと、えっと

　急に前髪をくしくしと手て櫛ぐしで梳すきながら、綾井は顔を伏せて身を固くする。

　この期に及んで、愚かなる僕はようやく気付いた──自分が、彼女を家に連れ込もうとしたという事実に。

　──あっ……あー。えっと……

　──うー……ん、と……

　古本屋の狭い通路で、意味のない呻うめき声を繰り返す中学生男女。

　思い返すだにいたたまれない無様を一分以上にも亘わたって晒さらし続けた末、僕らはちらりと視線を交わし合い、どちらともなく愛想笑いを浮かべた。

　──……あ、明日、学校に持ってくるよ

　──……う、うん。ありがと……

　認めよう。

　現在の、この僕をして認めよう。

　綾井結女と同じ部屋で、何を話すでもなく好きな本を読んで過ごすのは、きっと楽しい体験だったに違いない。

　にも拘かかわらず、僕たちは尻込みした。なぜか？

　恋人だったからだ。

　恋人と同じ部屋で過ごす、という状況設定には、別の意味が籠もってしまうからだ。

　だから、もし、恋人でさえなければ。

　中学生らしい思春期に目を眩くらまされずに、読書友達として程良い関係性であったなら。

　僕たちはまだ、あの頃のままでいられたんじゃないだろうか……。

　……そう思うこともあった。

　東頭ひがしらいさなに出会うまでは。





◆






「水みず斗と君の本棚が見たいです」

　放課後の図書室──いつもの定位置である、窓際の空調機。

　なんだかんだで女友達に落ち着いた東頭いさなが、不意にそんな発言をした。

「……は？　僕の本棚？」

「ほら、わたし、水斗君にフラれたじゃないですか？」

「あ、ああ。自分で言うのかそれ」

「フラれたってことは、脈ナシが証明されたってことじゃないですか。だったら、女子であるわたしが男子である水斗君の部屋に入ってもセーフじゃないですか？」

「うん。うん……？」

　じゃないですか？　と言われたら、確かに、と返してしまいそうになる。

　こいつの言うことにはいやに説得力がある。口下手のくせに話の筋道だけはすっきりと通っているというか。

「……いやいや、待て東頭。その説明と本棚が見たいという話がどう繫がるんだ？」

「見たいのはただの欲望で、別に理由とかないんですよね。ただ見たいんです。強いて言えば、どのラノベのどの挿絵のページに癖がついているかを確認したいですね。中学生、または小学生の水斗君の性を目覚めさせたのはどのヒロインなんだろうってね」

「『ってね』じゃないんだよ。それを確認してどうするつもりなんだよ」

「嫉妬でもしたら萌もえてくれますか？」

「萌えないよ。萌えるって言い方が古いよ」

「嫉妬でもしたらシコいですか？」

「恥じらいどこ行ったんだ女子！」

　巨乳下ネタ系女子の東頭いさなは、わざとらしくしなを作って目をぱちぱちと瞬まばたいた。

「えー？　シコいの何が恥ずかしいんですかー？　シコいってネットでみんな使ってるじゃないですかー。シコいの何がダメなのか説明してくださいよー」

「君、以前にもましてめんどくさくなったな……」

「そのげんなりした顔、シコリティ高いですね！　激シコです！　今夜はこれで決まり！」

「マジでやめろ。友達やめるぞ」

「ごめんなさいごめんなさい冗談ですもういやらしい目で見ません！」

　ぼっち女・東頭いさなは涙目になってすがりついてくる。その拍子に、自己申告ではＧカップだという巨乳がむにむにと二の腕に当たるが、この間とは違っておそらく無自覚だろう。慣れない誘惑をしていたあの頃より、今のほうが一億倍厄介なんだが。

「ますます嫌になってきたな……。君を家に入れるって思いっきり貞操の危機だろ」

「ご安心ください。賢者モードになってから行きます」

「さっきから聞きたくないことしか言わないな君は」

「まあ単純にですね、水斗君ってすっごい古いラノベも持ってそうなので、その辺りちょっとお借りしたいな、と」

「古いって、どの辺りから古い判定なのか微妙だが。君、この前ハルヒ読んでたよな」

　僕らの世代からするとハルヒは充分古典の範囲なんだが。

「まあ別に、それだけならいいけどさ……。でも、君のほうは大丈夫なのか？」

「はい？」

「一応は男子の家に、一人で上がり込むってことに、こう……警戒とかしないのか」

「はぇ？」

　まったく意外なことを聞いたという風に、東頭は首を傾かしげた。

「この前フラれたのに、何を警戒することがあるんです？」

　その瞳は、純真な、何も疑っていない輝きを宿していて。

　僕はもう、それ以上は何も、反論を思いつかなかったのだった。







「ほほう。ここが水斗君のお家ですか……わたしの『初めて』の場所……」

「意味深に言うな思春期」

　他人の家の前でわざとらしくもじもじと膝を擦すり合わせる東頭を、僕はビシッと肩にチョップして正気に戻らせた。東頭が『それじゃ、ちょっくら賢者に転職してきます！』と別行動を取ろうとした事件があった直後のことである。

「水斗君のせいですよ。わたしを遊び人のままにしておくから」

「僕も不安になってきたが、いざとなったら男としての本領を発揮するよ」

「おっと。すみません、そういうことでしたらコンビニか薬局行ってきていいですか」

「筋力をもってして抵抗するって意味だよ！」

　あの告白以来、箍たがが完全にぶっ壊れてるな。僕らにも性別の壁はあったということか。

　東頭はぼやっとした目で伊理戸家の門構えを眺め、

「このお家に、先生も住んでいるんですよね？」

「先生？」

「あっと、すみません、結女さんのことです」

「僕の知らないところで何がどうなってんだよ君たちは……」

　東頭の僕への告白に、あの女と南みなみさんが一枚嚙かんでいるということまでは摑つかんでいるのだが、具体的にどう関わっていたのかまでは、連中、頑かたくなに喋しやべらない。

「あいつはまだ帰ってないと思うけどな。放課後は大体、南さんたちと遊んでるか、本屋に寄ってるか、自習室や図書館で勉強してるかだから」

「せっかくなのでめくるめく義理のきょうだい生活を見物していきたかったんですけど」

「僕らの生活を見世物みたいに言うな」

　あの女がいない時間帯なのは不幸中の幸いと言えるだろう。もし東頭を家に連れ込んだなんて知れたら、一体どんな難癖をつけてくるか。

　僕は東頭を連れて、玄関のドアを潜くぐった。

　特に『ただいま』は言わない。この時間はいつも誰もいないからだ。

「……お邪魔しま～す……」

　一方、東頭のほうは、遠慮がちながら僕の背後でそう呟つぶやいた。他人の家に入ることで人見知りモードが発動したらしい。

　東頭的にも、家に誰もいないのは好都合だったかもな。

　僕的にも、女子を家に連れ込んでいるところを見られるのは勘弁だが。

「じゃあ東頭、先に部屋行っててくれ。僕は何か飲み物用意していくから」

「あっ、はい。りんごジュースがいいです」

「そこは『お構いなく』なんだよ、普通」

　りんごジュースなんてあったかな、と思いつつ、僕は靴を脱いでリビングのドアに──

「……え」

「ん？」

　不意にドアが開いて、その女と鉢合わせになった。

　その女──すなわち伊理戸結女は、僕の顔を見て、それから僕の後ろの東頭を見る。

　そしてまた僕を見て、東頭を見て、僕を見て、東頭を見て。

　何度も何度も、僕ら二人の間で視線が往復する。

「あ、なんだ、いるじゃないですか。こんにちはー、結女さん」

「あ、うん、こんにちは──じゃなくて！」

　結女は慌ててリビングへのドアをぴしゃりと閉めると、猛然と僕に詰め寄った。

「（何よこれ、どういうこと!?　なに連れ込んでるの!?　この前フッたばかりでしょ!?）」

「（まったくもって仰おつしやる通りなんだが、いつの間にかこういうことに）」

「（なんでその子にはあっさり言いくるめられるのよ、あなたは……！）」

　ところで、なんで声を抑えてるんだ？

「（早く帰ってもらって……！）」

「（おいおい。それはさすがに失礼だろ。いくら気に食わないからって）」

「（じゃなくて！　今はマズいの！　今日は珍しく──）」

　そのとき、リビングの中から声がした。

「水斗くんが帰ってきたの～？」

「おおい、水斗ー。ただいまくらい言えー」

　それは──僕の義理の母親と、実の父親の声だった。

「………………!!」

　ぶわりと、全身から汗が噴き出す。

　東頭を連れてきたことを、結女に知られるのはまだいい。こいつは僕と東頭がいかがわしい関係にないことを知っている。

　しかし。しかしだ。

　もし父さんと由ゆ仁にさんが、この状況を見たら……！

「ひ、東頭！　悪いが今日は都合が──」

「？」

　不思議そうに小首を傾げる東頭を、急いで玄関の外に押し出そうとした、その寸前だ。

　リビングのドアが開いた。

「水斗？　返事くらいしろ──ん？」

　ドアから顔を出した父さんが、東頭いさなの姿を、はっきりと目撃した。

「んん？　んんんん、ん？　女の……子？」

　東頭を見て、僕を見て、結女を見て。

「結女ちゃんの友達……？　いや、今、水斗と一緒に……？」

　両目の中にハテナマークが乱舞する。

　父よ、僕が女子と一緒に帰ってきたのがそんなに信じられないか。

「あ、あ、えっと、お邪魔、します……」

　東頭がテンパった様子で、軽く頭を下げた。

「水斗君の、友達、の、東頭いさな、ですっ」

「あ、ああ……そうか。友達か。いや、てっきり、あの水斗が彼女を連れてきたのかと」

「い、いえいえ！　もうフラれてますから！」

「…………んん？」

　すべては、僕と結女がフリーズしている間に始まり、そして終わった。

「この前すっぱりフラれちゃったので今はただのお友達です！　ご心配なさらず！」

　東頭による容赦のない死体蹴りにより、ようやく時が動き出した。

「ゆっ──由仁さぁーんっ！　水斗がぁーっ！　水斗が元カノ連れてきたぁーっ!!」

「えっ!?　何それ詳しく!!」

　僕は東頭の腕を引っ張って自室への階段を駆け上った。







「……あの。なんでわたし、水斗君のお父さんに元カノだと思われたんですか？」

　自室に逃げ込んで頭を抱える僕に、東頭はきょとんと首を傾げて言った。

「……君なあ……。『この前フラれたので今はいいお友達です』って言ったら、大体はそう思われるだろ……」

「なる……ほど？」

「わかってないな……」

　やっぱりこいつ、感性がズレてるよ。

　東頭は手の甲まで隠したセーターの袖で口元を覆い、目元だけでによによと笑う。

「どうせ勘違いされるなら、今カノのほうがよかったですけどねー。いろいろと捗はかどります」

「いろいろってなんだ──いやいい、聞きたくない」

　僕は溜ため息をついて、額に手を当てる。

　どうせ勘違いされるなら──か。

　案外、東頭のことを元カノだと勘違いさせておくのは悪くないかもしれない。実は結女が本当の元カノであるという事実に勘付かれにくくなる。ミスリードってやつだ。

　まあ、東頭に『僕の元カノのフリをしろ』と言うのは無理だと思うが……。

「おおー。本だらけできったない部屋ですねー。とても落ち着きます」

　頭を悩ませる僕をよそに、東頭は本のタワーをすいすいと避よけて、本棚の前に移動した。

「おおー、ほんとにラノベから純文学まで……。本棚は持ち主の心を表すとかよく言いますけれど、この場合、水斗君の心はどう言えばいいんですかね。八方美人？」

「人聞きの悪いことを言うな。僕は零方美人だ」

「わたしにだけ甘い一方美人になってくれてもいいんですよー？　ほら、わたし、感情としてはまだ水斗君のこと好きなので」

「……………………」

「うわあ！　本気で対応に困らないでくださいよ！　冗談ですから！」

　誰だって困るわ。どういう距離感で接すればいいんだ僕は。

　東頭が「ちょっと漁あさってみてもいいですか？」と言うので、僕は「ちゃんと元に戻せよ」と答えた。東頭はうきうきと僕の本棚を掘り返し始める。

「本棚を漁るという作業はですね、化石を掘るのに似てると思うんですよね。本棚は地層みたいなものなんですよ。知の地層、すなわち知層です」

「最後のが言いたかっただけだろ」

　そんな風に東頭が発掘作業に勤いそしんでいると、コンコンとドアがノックされた。

　すわ父さんか、と警戒した僕だったが、程なくしてドアがげしげし蹴られ始めたので安心する。この乱暴さ、あの女に違いない。

「君の世界ではノックは足でするものなのか？」

　ドアを開いてそう言ってやると、廊下に立っていたストレートロングの女・伊理戸結女は、ぶすっとした顔で僕を睨にらみつけた。

「東頭さんにいかがわしいことをしようとするあなたを止めようと思ったのよ」

「家族が勢せい揃ぞろいしてる家でそんなことするか」

「……そうね。あなたが手を出すのは他に誰もいないときだけだものね？」

　ふっと勝ち誇った笑みを浮かべるクソ義妹。……この前の台風の日のことか。

　僕はばつが悪くなって視線を逸そらしつつ、

「何をしに来たんだよ」

「もちろん、監視に来たのよ。東頭さんに手を出さないかどうか。友達だから」

「ふうん。友達ね」

　軽々しく口にするようになったものだ。昔はこいつも、東頭と同じように、友達の定義から決めようとするタイプだったはずだが。

　それから、結女はふっと疲れたような溜め息をついた。

「……それと、避難。もう、お母さんたちからの質問責めがすごくて……」

「あー。それは……」

　苦労をかけたな。

　珍しく純粋に労いたわりの気持ちが芽生えたので、今だけは寛大な心で匿かくまってやることにした。

「……入れ。変に疑われるくらいなら監視があるほうがマシだ」

「そうさせてもらうわ」

　結女を招き入れると、僕の本棚で発掘に勤しんでいた東頭が振り返った。

「おや。結女さんも発掘しますか？」

「なに？　化石でもあるの、その本棚？」

「本棚って地層みたいなものだと思うんですよね。知の地層、すなわち知層です」

「……ちそう？」

　翻訳ものの古典ミステリが好物の女には、漢字を用いた言葉遊びの趣が伝わらなかったようだった。東頭が若干しゅんとした。わかる、わかるぞその気持ち。

「……とにかく、楽しいですよ、水斗くんの本棚。漁り甲斐がいがあります！　結女さんはいつでもこれを漁れるんですよねー、羨ましいです……」

「まあね」

「『まあね』じゃないんだよ。勝手に漁るな。……この前、ラブコメライトノベルをエロ本だと勘違いして勝手に赤くなってたくせに」

「あっ……あれは……！」

「ほほう。そんなエピソードが？　……あ、もしかしてこれですか？　確かにこれはエロいですよね」

「ああ違う。それはもっと過激なやつ」

「もっと過激なのがあるの!?」

　東頭は僕の本棚から過激めの口絵や挿絵があるライトノベルを取り出しては結女に見せつけるという遊びを開始した。

「ほら、このイラストなんて超エロい。見てくださいこの表情」

「うわー……うわあああ……！」

　自分の蔵書たる過激めイラスト付きライトノベルを同級生の女子二人が並んで覗のぞき込んでいるというシチュエーションには、さしもの僕も並々ならぬ居心地の悪さを感じたが、それを差し引いても結女の奴やつの初心うぶさを嘲あざ笑わらうのには絶好の機会だった。

「ぷっ。小学生かよ」

「うっ、うるさいムッツリスケベっ!!」

「確かに水斗くん、エロ推しのも意外と持ってますよね。ほら、これなんて乳首描いてあるやつですよね？」

「……えっ。ちくび？」

「オーケー東頭。そこまでにしとこう」

　本棚の奥のほうに仕し舞まってあった一冊の本を取り出そうとした東頭の手を、後ろから摑つかんで押さえた。

　僕は本を買う前に中身を確認しないんだ。表紙からフィーリングで選ぶんだ。だから知らなかったんだ。
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「むむう。口絵や挿絵のページに癖がついてるかどうか、確認しようと思ったんですけど」

「尚なお更さらやめろ」

「わかりました。交換条件としてそこのパソコンの中を見せてください」

「尚更やめろ！」

「わたしのタブレットの中も見せてあげますから！」

「必死すぎるだろ！」

　なんで自分の身まで切ろうとするんだよこいつは！

「……あなたたち、いつもそんな……なんというか、明け透けな感じなの……？」

　結女がちょっと距離を取りながら、僕たちのほうを見た。

「ええまあ。普段から最近のシコかった美少女について語り合ったりしてますよ？」

「しこ……？」

「ちょっと黙れ東頭。そいつ、本当にそういうの知らないんだよ」

「もがもがもが」

　後ろから東頭の口を塞ぐ。東頭は両手をばたばたさせて暴れたが、ひ弱なオタク女の抵抗など僕でも押さえ込める。

「…………ふうん」

　そんな僕たちを眺めて、結女が『ふうん』を放った。

　少し拗すねたような調子の『ふうん』だった。

「……ぷはー！　やれやれ、過保護なお義兄にいちゃんです。表現規制は文化を殺しますよ？」

「表現じゃなくて君を規制してるんだ」

「わーお、わたし規制対象。仕方ないですね……スケベなおっぱいを持って生まれてしまったわたしが悪いんです……」

「だからその手のボケ、突っ込みにくいからやめろって」

「唯一の取り柄なので無理ですねー」

　押し上げられた学校指定のセーターをむんと張る東頭。普通はコンプレックスになりそうなもんだけどな……。こっちのほうがフィクションに毒された考え方なのだろうか。

「あ」

　東頭は本棚の一点に目を留め、手を伸ばす。

　彼女が手に取ったのは、表紙こそイラストだが中身には挿絵がない、いわゆるライト文芸と呼ばれるカテゴリの文庫本だった。

「この作家さんって、確かライトノベルでデビューした方ですよね」

「ああ……確かそうだな」

「ラノベしか新刊チェックしてないので観測範囲から外れてました。読んでいいですか？」

「別にいいぞ」

「うっひょっひょー」

　棒読みだが字面だけは嬉うれしそうな声を出して、東頭はその本を胸に抱く。

　そして、きょろきょろと周りを見回した。

「ええーっと……ベッドいいですか？」

「あ？　うん」

　……うん？

　今、自分が何に許可を出したのか思いが至る前に、東頭はててっと移動した。

　僕が、いつも眠っている、ベッドに。

「それじゃ、ちょっと失礼しますー」

　ぼふっとお尻を下ろしたかと思うと、いつも図書室でそうするように、靴下を脱いで裸足はだしになり、うつ伏せに寝転んだ。

　制服のスカートから、いかにも筋肉の少なそうなぷよぷよの太ふと腿ももを伸ばし、素足をぱたぱたさせながら、枕のところに本を置いて表紙を開く。

　まるで自分の部屋かのような気楽さ。

　彼女が寝転んでいるのが僕のベッドであることを、一瞬忘れかけたくらいだった。

「ちょ、ちょっ……何してるの、東頭さん!?」

「ふぇっ？」

　東頭の勝手知りすぎな行動に、結女が慌てて駆け寄った。

「そ、そこ……こいつのベッドよ？」

「知ってますけど。だから許可取ったじゃないですかー」

「いや、だから、なんというか、その……何とも思わないの!?」

「えー？　それは、まあ……」

　東頭は乏しい表情のまま、唐突にぼふっと僕の枕に顔を突っ伏した。

「水斗君の匂いがしてドキドキしますけど」

「するのかよ！」

　てっきり何とも思ってないんだと思ったよ！

「まあ、それはそれとして、本を読める場所がここしかないので仕方ありません」

「仕方ないって……あなた……警戒とか、しないの？」

「警戒？」

　東頭は、学校で僕に見せたものと同じ、純真な瞳を結女に向けた。

「わたしはもうフラれてるんですから、大丈夫ですよー」

　いやだなあ何を言ってるのこの人は、という響きを持った言葉に、結女は絶句した。

　僕はその肩に、後ろからポンと手を置く。

「わかってもらえたか？」

「えっ……あの……だって……あれ？」

　僕の顔と、僕のベッドに寝そべって楽しそうに本を読み始める東頭とをしきりに見比べて、結女は混乱した顔をする。

　東頭は、もう何をやっても、僕に異性として見られることはないのだと考えている。

　ゆえに、普通なら性別の壁が阻んで遠慮してしまうようなことでも、純然たる友達としてやってしまってもいいのだ、という考えでいる。

　実際のところ、その考えは正しいのだ。

　僕としてはそういうつもりだし、男だの女だのは抜きにして付き合ってほしいと望んでいる。友達なのだから、友達の家に行って友達のベッドで本を読むことくらいあるだろう。

　けど……実際やられてみると、なかなか感覚がついてこないもので。

　先日の告白で一番傷付いたはずの東頭に、割り切り方で後れを取っているというのも情けない話なのだが──僕はまだ心のどこかで、いや君は女子だろう、という気持ちを拭えないでいるのだ。

　僕がこういう気持ちでいることは、きっと彼女にとっては失礼なことだ。

　自分勝手な理由でフッたのは僕だ。だから今更、彼女を異性扱いできる義理はない。

　……僕は、努力をすべきなのだろう。

　彼女を見習って──あの告白のことなんて、完全に過去のことにして。

　ただの友人として、付き合っていく努力をする。

　それこそが、僕が発揮すべき誠実さなのだ……。

「う、うう……頭がついていかない……。なんで……？　なんで昔の私よりこの部屋をエンジョイしてるの、この子……」

「考えたら負けだ。僕もこいつのことは同性の友達だと思うことにした。君は本でも読んで落ち着け」

「……そうする……」

　僕が手渡した本を素直に受け取って、結女は壁際に座り込んでページを開いた。

　僕も通学鞄かばんから読みかけの本を取り出して、東頭が寝転ぶベッドの側面に背を預ける。

　しばらくの間、ページを繰る音だけが静かに連なった。







「──んん～っ！」

　後ろのベッドで東頭がぐぐーっと伸びをしたので、僕は顔を上げて時計を見た。

　もう六時過ぎだ。いつの間にか二時間近く経たっている。

　僕は座ったまま振り返り、巨乳をひけらかすかのように伸びをしている東頭を見上げた。

「早いな。もう読み終わったのか？」

「はい～。面白かったです。難点は美少女の裸の挿絵がなかったことくらいですね」

「普通はないんだよ」

　……確かこいつが読んでいたのは感動系の恋愛小説だったはずだが、涙の跡は少しだって見受けられなかった。

　東頭は感情が表に出にくいタイプだ。出にくいだけで薄いわけではない。前にヒロインのサービス挿絵を何分も無言無表情でガン見していたことがある。

　その辺り、結女の奴やつとは真逆だな──あの女は後半のどんでん返しのところで『えっ!?』という顔をするので、たまに表情でネタバレを喰くらうことがある。

「はふー。肩が凝りました。水斗君、揉もんでください」

「嫌だよ。なんでだよ」

「おっぱいが大きいと肩が凝りやすいんですよ？　知らないんですか？」

「そういう『なんで』じゃないよ」

　理由じゃなくて義理を質ただしてるんだよ。

「ああ～。肩がバキバキで動けそうにありません。このまま水斗君のベッドに骨をうずめることにします。ぼふー。ごろごろ」

「ああもうわかったよ！　わかったから僕のベッドに匂いを擦こすりつけるのをやめろ！」

　僕はベッドに上がり、ゴロゴロする東頭を起き上がらせた。ぺたんと女の子座りになった彼女の背後に、膝立ちになって回り込み、肩に手を添える。

　東頭は肩越しに振り返り、上目遣いで僕を見上げた。

「優しく……してくださいね？」

　ぐにっと指に力を込めると、東頭はぴくんっと震え、吐息を漏らす。

「んぅっ……っく！　いい、です……。そのまま、好きなように……。ん、ううっ……！」

「……おい。それは何の真似まねだ？」

「ライトノベルの冒頭によくある、『エロいことをしていると見せかけて健全なことをしている描写』の真似ですけど」

「それはリアルじゃ成立しないんだよ！」

「いだっ!?　いだだだっ！　ちょっ……握力！　握力間違ってますよー！　いだだだだ！」

　凝り固まった肩の肉を握り潰してやっていると、部屋の隅で長い髪の女が立ち上がった。

「距離感どうなっとる!!」

　本を読むことで落ち着いたかと思ったが、口調にかなりの乱れが見られた。

　結女は何やら赤い顔で僕らを指差して、

「私を騙だましてるでしょ！　ホントは付き合ってるでしょ！　ガチガチの今カノでしょ！」

「え～？　前からこんなもんでしたよねえ、水斗君？」

「こんなもんだったんじゃないか。友達だし」

　顔を見合わせる僕らを見て、結女は「あっ、わかった……！」と叫ぶ。

「わかった。わかったわ、今！　あなたたち、まともに友達作ったことないから友達的な距離感がわからないんだわ！　謎はすべて解けた！」

「失敬な。わたしたちだって友達の一人や二人……」

「そうだぞ。友達の一人や二人……」

　そして僕らは目を泳がせた。

「…………まあ、距離感は人それぞれですよね」

「…………百人いれば百通りの友達の形があるからな」

「とりあえずベッドの上でくっつくのをやめてから言い訳しなさい！」

　やれやれ、と東頭は溜ため息をついて、僕の胸に後頭部を預ける。

「ブラコンの義妹を持つのもなかなか難儀なものですね、水斗君」

「ああ。まったくだ」

「ブラコンでもなければ義妹でもないっ!!」

「靴下履かせてくださいー」

　結女の抗議を完璧にスルーして、東頭は僕のほうに素足を伸ばしてきた。

　いつものことなので、僕は床に放ってあった靴下を拾う。そして、東頭の踵かかとを片手で支えつつ、指、甲と靴下を通していく。

「……前から思ってたんだけど、靴下くらい自分で履いたらどうなの……？」

「いえ、それがですねー。胸が大きいと屈かがむのも一苦労でしてー」

「何かにつけて胸！　ここに南さんがいなくてよかったわね！」

「えへへー。まあ本当は水斗君にお世話されるのが癖になっちゃっただけなんですけど」

「たまに裏返しで履かせてるけどな」

「えっ？　まじですか？」

「まじ」

「このふちゅうものーっ！」

「痛い。蹴るな」

　蹴りを防ぎつつ靴下を履かせてやると、東頭はようやくベッドを降りた。

「おトイレ借りてもいいですか？」

「帰るのかと思った。まだ居座るつもりか？」

「借りていく本を決めてから帰ろうかと」

「……まあいいけどさ。階段降りて左の、手前側のドアだ」

「ありがとうございまーす」

　てけてけと歩いて、東頭は部屋から出ていった。

　後には、僕と結女だけが残される。

　結女はなぜか、僕のことをじっと睨にらんでいた。恨みがましくさえあった。恨まれる覚えはそこそこあるが、触らぬ神に祟たたりなしとも言う。僕は気付かなかったふりをして、読みかけだった本を開いた。

「…………ねえ」

　硬く刺とげ々とげしい声がしたので、ちらりと視界の端で見やる。

　すると──結女は、脚に履いていた黒いニーハイソックスを、自らするすると脱いでいるところだった。

　……は？　何してんのコイツ？

　白く長い生足が露あらわになる。この前の風呂上がり遭遇事件以来に目にするそれには少しも贅ぜい肉にくがなく、東頭に比べるとだいぶ細っこく見えた。

　脱いだニーハイを手に、結女はずんずんとベッドの僕に近付いたかと思うと、ぼすん！　と僕の隣にお尻を落とす。

　そして──素足を、僕のほうに伸ばしてきた。

　さっき東頭がそうしていたように。

「履かせて」

　と、脱いだニーハイを突きつけられる。

　困るには意図がわかりやすすぎ、笑うには行動が突飛すぎて、僕は表情を作りかねた。

「どこで張り合ってるんだよ……。そんな独占欲があるか」

「うるさい。あなたを召使いにするのも面白そうだなと思っただけよ。履・か・せ・て！」

　本当に、難儀な奴だ。

　このまま押し問答をしていたら東頭が戻ってきてしまうだろう。ならば、とっとと言う通りにしてしまったほうが賢明というものだ。

　僕は黒いニーハイを受け取る。

　そして東頭にそうしたように、結女の踵をそっと左手で支え持った。

　……足の甲に、薄く青い血管が浮いている。

　足の爪が、几き帳ちよう面めんに切り揃そろえられていた。東頭はいつも伸びがちだ。

　それを覆うように、黒い靴下を通した。

　靴下の先まで指先が辿たどり着くと、足首の辺りでだぶついている部分を、脛すねに上げていく。

　毛穴のひとつも見当たらない綺き麗れいな脛と、肉の少ない細いふくらはぎとが、黒いソックスに覆い隠されていく。

　ソックスの口ゴムが膝小僧に差し掛かったとき、しまった、と思った。

　東頭の靴下はいつも、ふくらはぎ辺りまでの長さしかないハイソックスだ。

　一方、これはニーハイ──膝上までの長さがある。

　つまり、それを履かせる僕の手は、東頭のときよりずっとずっと、太ふと腿ももの付け根に近付くことになる……。

　ちらと結女の顔を見上げると、薔薇ばらめいて赤くなって、僕の手を見つめていた。

　今更気付いたか。

　こいつ的には、今までにないほどにパーソナルスペースを侵犯される形になるはずだ。やめてくれと言うならすぐにそうしようと思い、数秒、手を止める。

　だが、中止の指示は来ない。無言のままだった。

　だから僕も、無言のまま、何も気付かなかったかのように、やってしまうしかなかった。

　黒い布地が白い膝小僧を覆う。

　ゆっくりと慎重に、ソックスを摘つまんだ手を押し上げていく。

　結女の手が、ぎゅっとベッドのシーツを摑つかんだのが見えた。

　万が一にも……触れないように。

　僕は心臓手術をする外科医もかくやという集中力で、指先を繊細に操作する。

　やがて、ソックスの皺しわがすべて伸びた。

　指先から太腿まで、黒い布地がぴっちりとすべてを覆った。

　僕は一息ついて……口ゴムにかけていた指を離した。

　そのとき、僕の指先が、結女の内うち腿ももにぷにりと軽く食い込んだ。

「──ぃにゃんっ！」

　瞬間、結女が奇妙な声を発してびくんっと震えた。

　びっくりして顔を上げると、そいつは赤い顔をハッとさせて、慌てて口を押さえる。

「……な、なんでもない……」

　だろうな。なんでもあったら大変なことだ。

　僕は視線を自分の手元に下ろした。

　当たり前のことだが、靴下というのは二つで一足なのだ。

「……もうひとつは？」

　僕が、人目をはばかるような音量で言うと、結女もまた、どこか密ひそやかな音量で言う。

「…………ん」

　そして、素足を僕に差し出してくる。

　まあ、そうだよな。なんでもないんだからな。

　僕は明鏡止水の心でもって、もうひとつのニーハイソックスを結女の足に──

　ヴヴヴッ、とスマホが震えた。

　僕と結女は揃って肩を跳ねさせ、僕のスマホが置いてある机を見た。

　ヴヴウッ、ヴヴヴッ。バイブは断続的に繰り返される。なんだ？　何の通知だ。

　僕は結女の目を見た。

「……ちょっと見てきていいか」

「ど……どうぞ」

　答えて、結女は目を逸そらした。

　僕は内心、安あん堵どの息をつく。……なんでこいつが相手だと、こういう感じになるんだよ。

　僕はベッドを降り、勉強机の上のスマホを手に取る。

　通知は東頭からのＬＩＮＥだった。

〈たすけてください〉





◆






「助かりましたぁ……。初対面の大人の人とは、どう話していいかわからなくって……」

「ライトノベルの話と自分の胸の話しか話題の持ち合わせがないからだろう」

「おお！　なるほど！」

　トイレに行くため一階に降りた東頭は、折おり悪あしく父さんと由仁さんに見つかってしまったらしい。そして息子の恋愛事情に興味津々の二人によって質問責めに遭っていたのだ。

　ＬＩＮＥを通じたＳＯＳを見て駆けつけた僕と結女が何とか救出したが、これ以上の長居は危険度が高いと見て、東頭にはさっさと帰ってもらうことにした。

　今は僕が家まで送っているところだ。日も長くなったし心配無用だろうが、まあ一応な。

「お二人のご両親、すっかりわたしのことを水斗くんの元カノだと思っているんですけど、どうしてあんな勘違いをしているんでしょう？」

「どの口が言う」

「でも、なかなか気分がいいものですね、彼氏がいたと見られるのも。あまりに気分が良かったので少し彼女面してしまいました」

「おい！　状況の悪化！」

　タチ悪い女子しかいなくないか僕の周り！

「まあ、なんというか、さすがにですね」

　夕暮れが落とす影をひとつひとつ踏みながら、東頭は言う。

「さしものわたしも、『告ったらフラれただけなので一回も彼女にはなれてません』と答えるのは、抵抗がありまして」

「……………………」

「ですから、いいじゃないですか。勘違いの中でくらい彼女になったって」

　まあ、元ですけどね──と呟つぶやいて、東頭は電柱の影をぴょんっと飛び越えた。

　そして、隣を歩く僕の顔を、表情に乏しい目で見上げる。

「水斗君──わたし、実はまだそこそこ、傷付いてますからね」

「……そうか」

「ですから、ちゃんと慰めてくださいね。友達として」

「そうだな」

　僕たちは隣同士で歩く。

　だけど、手は繫つながない。

　ただ、肩を並べているだけだ。

　それを、今の彼女は求めている。

「わたし、水斗君と会えて本当によかったです」

「僕も、君と会えてよかったと思ってるよ」

「うぇへへ。両想いですね」

「そうだな」

「両想いついでに付き合っちゃいましょうか？」

「それはやめておこう」

「おっと、またフラれちゃいましたね」

　東頭は、ふへへー、とだらしない息を零こぼした。

　夕暮れが落とす影は、遠慮でもするかのように彼女を避よけている。

　僕たちは手を繫がない。

　それでも隣同士を歩いている。

　あるいはそこが、一番の違いなのだろう。

　──もし、恋人になんてならなければ。

　それは無駄な仮定だったと、今更ながらに知る。

　僕もあの女も、東頭いさなみたいには決してできない。

「──どうしました、水斗君？」

　ひょいっと東頭が、僕の顔を、目を、まっすぐに覗のぞき込んだ。

　赤くなることもなく。目を泳がせもせず。

　何の屈託も誤ご魔ま化かしもなく、僕の顔を見た。

　目が眩くらんだ。

　きっと夕日のせいだった。

「…………、ごめんな」

「えっ、なんですか急に。とりあえず一冊奢おごってください」

「わけもわからないまま代償を要求するな」

　ごめんな、東頭。

　僕が、僕たちが、君のようでなくて……本当にごめん。

　肩を並べて、夕暮れを歩く。

　僕たちの影は、前に長く伸びていた。







[image: 東頭いさなを着飾らせる「わたしがスケベみたいに言わないでください！」]










　今となっては若気の至りとしか言いようがないけれど、私には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼氏というものが存在したことがある。

　賢明な人間ならば、こう語っただけでもうおわかりだろう。垢あか抜ぬけないことにかけては右に出る者のいない私がそういう事態に至ってしまったからには、可及的速やかに解決せねばならない問題があることは火を見るよりも明らかだ。

　そう。

　ファッションである。

　付き合う前の私たちが逢あい引びきを繰り返したのは授業のない夏休みの間だったけど、場所は学校だったので制服を着ていた。初デートは夏祭りだったので浴衣を着ておけば格好がついた。策士たる私はそのようにして、巧みに問題を先送りにしていたわけだ。

　しかし、正式に付き合うとなったらそうはいかない。

　そりゃあ私もあの男も出不精で、デートと言っても本屋巡りか図書館巡りしかしない連中だったけども、恋人同士となったからには休日に待ち合わせるくらいのことはする。

　休日に。

　つまり、私服で。

　身を晒さらさなければならなかったのだ──ファッションセンスのフの字もないこの私が。

　友達さえいなかった私には、頼れるものは雑誌とネットくらいしかなかった。

　あれでもないこれでもないとうんうん唸うなり、お母さんに軍資金を無心して、入ろうと思ったことさえなかったアパレルショップに勇気を出して侵入し、勢いよく話しかけてくる店員さんに恐れおののいて。

　そうしてようやく、私は生まれて初めて、勝負服というやつに身を包んだのである。

　姿見で自分の格好を確認したときは、なんだか現実感がなかった。

　自分がお洒落しやれをしているという事実がいまいち吞のみ込めなくて、着せ替え人形でも見ているような──だからだろうか、自分に自信がないことにかけてはなかなかのものと自負する私が、そのときばかりはこう思ったのだ。

　よし、結構かわいい。

　鏡を見てそんな感想になったのは生まれて初めてだった。だって、そうでしょう？　鏡を見て『可愛かわいい』なんて思うのはナルシストくらいじゃない。自分で自分のことを可愛いと思っている女なんて痛々しいにも程があるじゃない。私が私に向けてそんな感想を持つなんて、きっと一生涯有り得ない──そう思っていたのだ、その瞬間まで。

　世の男性諸君、ゆめゆめ肝に銘じてほしい。

　私たちは別にナルシストではない。

　服が可愛いのと、私が可愛いのは別なのだ。

　だからあるいは、そのときこそが、私が女子として覚醒した瞬間なのかもしれなかった──着飾った自分を『可愛い』と思える感性。自分そのものの自己評価は別にして、ファッションのみの良さを認識できる感覚。あの男と付き合うことで、私は初めてそれを得ることができたのだ。

　問題があったとすれば。

　私のファッションセンスが、『男ウケ』ならぬ『あの男ウケ』に完全にチューニングされてしまったことだけである。

　それに気付くのは高校に入ってからなのだけど、まあそれはそれとして、本題に戻ろう。

　デート当日。

　普段、膝まである制服のスカートをきっちり着こなしている──つまり野や暮ぼったさの塊である私が、ミニスカートを穿はいて太ふと腿ももまで露あらわにしているのを見た伊い理り戸ど水みず斗とのリアクションは、果たして次のようなものだった。

　──おはよう。じゃあ行こうか

　あれっ？

　感想なし？　見慣れない彼女の私服に？　無い知恵絞って精一杯お洒落してきたのに？　あれあれ？　私、彼女だよね？

　私は平静を装いつつ彼の隣を歩き、ちらちらとその様子を窺うかがう。

　いつまで経たっても私の私服にコメントしてくれる気配はなく、だんだんと不安になってきた。

　……もしかして、ダサい？

　自分では結構可愛いと思ってたけど、私の感覚なんて当てにならないし……。伊理戸くんは優しいから、私の溢あふれ出るダサさに触れないようにしてくれている……？

　考えれば考えるほど有り得そうなことだった。

　だって、そうでもなければ、優しくて気が回る伊理戸くんが、服を褒めてくれないなんて典型的なポカをやらかすわけがないからだ──いやいや、普通にやらかすわよ、その男は。その典型的なポカを。

　ありとあらゆる悪い出来事が自分に起因すると思ってしまう、悪神みたいな精神性の持ち主だった私は、ダサかったんだそうだったんだと落ち込みつつも、彼氏と本屋を回り、併設のカフェで雑談をして、大過なくデートをこなした。

　そのまま、さて解散するかという空気になった頃のことだ。

　──……今日の、服

　唐突に、あの男が言ったのだ。

　──可愛いと、思う

　──……、え

　私の不出来な頭は、咄とつ嗟さに状況についていけなかった。

　なぜこのタイミング？　なぜ別れ際？

　疑問が脳裏に乱舞したけれど、目を微妙に逸そらし、口元に手をやって隠している様子を見てピンと来る。

　……あっ、そっか。

　褒めたかったけど、恥ずかしくて言えないでいるうちに、デートが終わっちゃったんだ。

　──うあっ……あああああああ[image: ][image: ][image: ]っ!!

　背筋がぞわぞわする[image: ][image: ]っ!!　今にして思うと、何この恥ずかしい生き物[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!

　将来、身み悶もだえることになるとも知らず、当時の私は共感に震えた。

　ちょっとした仕草から彼の心理がトレースできてしまう自分が、嬉うれしくて仕方なかった。

　なのに、当時のあの男は、さらにこう畳みかけてきたのだ。

　──……でも、その、ミニスカートは……控えてくれると、助かる

　──えっ……？　こ、好みじゃなかった……？

　──いや、そうじゃなくて、なんていうか……

　ぶっきらぼうな、『どうでもいいけど』と意地を張るような調子で、彼は言った。

　──……外に行くとき以外なら、別にいいんだけど

　……？　と、私はまたしても首を傾かしげる。

　今度は、すぐには意図を量りかねた。

　だからその場では適当に答えて、手を振り合って解散した。

　家路を行く道すがら考える。

　外に行くとき以外？　ってことは、室内でならいい？　なんで外じゃダメなんだろう。人目があるから？

　…………他の人が、いっぱいいるから？

　──[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!

　気付いた瞬間、熱がカーッと頭まで上ってきて、私は短いスカートの裾を引っ張った。

　私の脚を、他の人に見られたくない──そう言ったんだ、彼は。

　独占欲キモっ。

　と、今の私なら吐き捨てるところだけれど、当時の私は何せ非モテだったので、独り占めしたいと思われることに憧れみたいなものがあった。

　しかも、彼が。

　何にしても執着が薄そうに見える彼が、こんなにもはっきりと、独占欲を見せてくれるなんて。

　それから家に着くまで、私の顔は緩みっぱなしだった。

　そして、それ以来──私は、ミニスカートを穿かなくなったのだった。





◆






　私と暁あか月つきさんは、交差点の曲がり角にある植え込みに腰掛けつつ、目の前を行き交う通行人を眺めていた。

　休日とあって、スーツや学生服の人は比較的少なく、ほとんどの人が私服である。私はなんだか感心してしまう。世の中のほとんどの人が、他人に見られてもおかしく思われない程度にファッションの知識を持っているという事実に。

「どっちだと思う？」

　隣の暁月さんが唐突に訊きいてきたので、私はこう返す。

「答えるまでもないと思う」

「んじゃ、どんなだと思う？」

「うーん……ロリィタとか？」

「いやー、さすがにそれはないでしょー。ああいうの、すごい高いって言うし」

「じゃあ暁月さんは？」

「あえての制服」

「ああ、なるほど……。便利だものね、制服」

「便利だよねー。もし制服がなかったらって思うと、『うわっ、めんどくせー』ってなるもんね」

「大学に行ったら毎朝何着るか考えないといけなくなるわよ？」

「うわっ、めんどくせー」

　あははと暁月さんは笑って、

「でもまあ、心の準備はしておかないとね」

「そうね。ロリィタだったときに備えて」

「正直どうやって備えればいいかわかんないけどね」

「確かに……」

　などと話しているうちに、雑踏の中に待ち人の姿を見つけた。

　私たちが立ち上がると、彼女は焦った風に小走りでやってくる。

「す、すみません……！　遅れちゃいましたか……？」

　ほんの少し走っただけなのに肩で息をする彼女──東頭ひがしらいさなの格好を、私たちは無言で検分した。

　上は謎の英文が印字されたシャツによれよれのパーカー。シャツの英文は、胸部に盛り上がった山脈によって横に引き延ばされ、ますます謎の暗号と化している。

　下はデニムのジーンズだ。元々は青かったのだろうけど、度重なる洗濯によって色が抜け、もうほとんど空色に近くなっている。

　以上を確認して、心の中で判定を下す。

「「……ふう～」」

「えっ、えっ？　なんですか？　何に安心したんですか？」

「よかったぁ～、普通にダサいだけで」

「ロリィタ服とかだったらどうしようと思ったけど、普通にダサいだけならまだ大丈夫ね」

「あれっ!?　わたし、いじめられてます？　いじめられてませんか!?」

　涙目になる東頭さん（ダサい）。

　近所のコンビニに行くくらいならこの格好でも別にいいけれど、今日みたいに同性の友達と遊びに行くとなると、これは怪しい。もし相手が私たちじゃなかったら、『ちょっ、何その服～!?（笑）』『ダッサ～！（笑）』と笑いものにされ、愛想笑いしかできなくなっているところである。

「今日の予定を発表するよ、東頭さん！」

　暁月さんがビシッと東頭さんを指差した。

「題して！　『東頭いさなを着飾ろうの会』っ!!」

「ええっ……!?」

　たまには休みの日に遊ぼうとしか聞かされていなかった東頭さんは、目を白黒させた。

「伊理戸くん攻略作戦のときは、私服をチェックする機会がなかったからね。期末テスト終わったら夏休みだし、東頭さんが伊理戸くんの前で恥を搔かく前に何とかしておこうと思ってねっ」

「あの。どうして恥を搔くこと前提なんですか？　わたしの私服、見たことなかったんですよね……？」

「お金はあんまり持ってきてないだろうけど、大丈夫よ」

　私は無視して話を進めた。

「今回の予算は私と暁月さんで割り勘にするから」

「えっ……！　そ、そんな、お金を出してもらうわけには……！」

「大丈夫大丈夫！　あたしらからの餞せん別べつだと思ってさ！」

「そうそう。……ただ、その代わりに、ひとつだけ条件を飲んでもらうけど」

「じょ、条件……って……？」

　私と暁月さんは、にっこりと笑って、声を揃そろえた。

「「わたしたちが薦めた服を、文句ひとつなく絶対に着ること」」

「ひえっ……」

　そう。

　今日の集まりは、『東頭いさなを着飾ろうの会』改め、『東頭いさなを着せ替え人形にして遊ぼうの会』である。







「大丈夫大丈夫。そんなにエグいの着せたりしないからさ～。ね、結ゆ女めちゃん？」

「ええ、もちろん。公序良俗には反しないわ」

　ショッピングモールを歩きながら再三に亘わたって安全性をアピールする私たちに、けれど東頭さんは狼おおかみに目を付けられたリスのようにビクビクしていた。

「ほ、ほんとですよね……？　おへそ出てるやつとか着せたりしないですよね……？」

「ないない！　いくら夏とはいえ、それじゃ痴女じゃ～ん！」

　朗らかに笑いながら、私たちはアパレルショップに入る。

　暦は六月。気温も上がってきたので、この手のショップに並ぶのも夏服ばかりになった。

　開放的なアイテムが目立つ中、暁月さんは早速、「おっ」と声を上げて、ラックからとあるトップスを手に取る。

「キャミソール見っけ」

「ストップです！　わたしが一番着ちゃダメなやつです！　谷間見えまくりです！」

「うるせーっ!!　黙って着ろーっ!!」

　突如としてＤＶ親父おやじのようになった暁月さんは、近くにあったほとんど水着みたいなホットパンツと一緒に、キャミソールを東頭さんに押しつけた。

「こ、これ着るんですか……？　ホラー映画のお色気枠みたいなんですけど！　本気ですか？　正気ですか!?」

「文句ひとつなく！」

「絶対に着ること！」

「ひえええ[image: ][image: ]っ……！」

　二人でぐいぐい背中を押し、東頭さんを試着室に押し込む。

　私たちが腕組みをして見張っていると、観念したのか、カーテンの奥から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

「……んっ……！　ちょ、これ、ちょっと小さ……ううう～……！」

「手伝ってあげよっか～？」

「い、いいです、遠慮します……！　声がいやらしいです……！」

「チッ。あのクソデカおっぱい生で見たかったのに」

「欲望に忠実すぎるでしょ」

　私もちょっと見たいけど。

　そうして一分くらいすると、びくついた声がカーテンの奥から聞こえる。

「……あ、あのう……着たんですけど……ま、周りに誰もいませんか……？」

「いないよー。あたしたちだけー」

「ほ、ほんとですか？　信じますよ……？　信じますからね……！」

　そう言ってからさらに一〇秒ほど間を空けて、シャッとカーテンが開いた。

　露あらわになった東頭さんの姿を見て、私も暁月さんも、ごくりと息を飲む。

　キャミソールがパツパツになりながらも、東頭さんの豊かな膨らみを何とか覆っている。

　けれど、その代償として裾が足りなくなり、おへそが完全に露わになっていた。

　ホットパンツもサイズが合っていないらしく、肉付きのいい太ふと腿ももに食い込んでいて──

　要するに、

「「エッッッッッッッッロ…………」」

「だから言ったじゃないですかぁ！」

　叫びながらカーテンを閉める東頭さん。

　絶句するレベルのエロさだった。

　これで外など歩こうものなら猥わい褻せつ物ぶつ陳列罪で捕まってしまう。

「お母さんにいつも言われてるんですよう……露出度高い服は着るなって……お前の身体からだだとセクシーを通り越して下品だからって……」

「お母さん、よくわかってらっしゃる……」

「あたしは好きだけどなぁ。でも東頭さんを痴女の罪で前科者にするわけにはいかないか」

　露出度低めとなると、私の出番である。

　なんとなればこの私は、女子高生にも拘かかわらず意地でも生足を出さないことで名が通っている女なのだ（友達内で）。

　店内のラックを回り、良さそうなものを見繕って、試着室の前に戻ってくる。

「これなんかどう？　襟ぐりが詰まってて露出度少なめで」

「うーん。ちょっとあざとい気がするけど、いいんじゃないかな？　清せい楚そな感じで」

「……、私のセンス、あざとい？」

「結女ちゃんはいいんだよっ！　可愛かわいいから許される！」

　あざといんだ……そっか……。

　ちょっと引っかかる点はあれど、暁月さんの許可も得たので、持ってきた服を試着室の中の東頭さんに渡した。

「まあ、これならまだ……」

　ごそごそぱさりと着替える音がして、カーテンが開いた。

「……どうですか？」

　五分丈のシャツにハイウエストのスカートを合わせた、シンプルなコーデである。

　暁月さんは『清楚な感じ』と言ったけれど、それは東頭さんの性格に合わせて地味な配色にしたからだ。シャツが白で、スカートが紺色。あの男がそうだからわかるんだけど、彼女みたいなタイプってとにかく明るい色を毛嫌いするのよね。

　胸の大きい人は何を着ても太って見えてしまうのが悩みだと聞いたことがあるので、スカートは腰を絞れるハイウエストを選んでみた。

　実際、シャツの裾をスカートが押さえているおかげで、東頭さんのどんぶりのような綺き麗れいな丸みがくっきりと浮かび上がっており──

「「エッッッッッッッッロ…………」」

「どうすればいいんですかぁ！」

　顔を真っ赤にしてしゃがみ込む東頭さん。恥じらう表情も相まってますますエロい。

　私と暁月さんは、揃って腕組みをして「ううーん」と唸うなる。

「これは難題だね結女ちゃん……」

「ええ……。何を着せてもエッチになっちゃう……」

「やめてください……！　わたしがスケベみたいに言わないでください！　そりゃ多少は自覚ありますけど！」
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　ついに東頭さんがカーテンを引き、試着室の中に隠れてしまった。ごそごそと衣擦れの音が聞こえ始める。脱いでいるのだろう、あの清楚エッチな服を。エロい。

「何にせよ、あのＧカップの存在感を消さないと話にならないみたいね……。太って見えるかゲームのキャラみたいになるかの二択」

「巨乳の人も大変なんだね。生まれて初めて憎悪以外の感情を持ったよ」

「巨乳に対する憎悪の化身だったの？」

「もういっそ乳袋を作っちゃうのもアリだと思うね！　せっかくだし二次元に寄せるかー」

「ちちぶく……何？」

「こういうやつ」

　暁月さんがスマホで、何かのアニメの画像を見せてきた。美少女のお胸の形が、服越しにも拘らずくっきりと浮かび上がっている。

「これ、物理法則を無視してない？」

「リアルでもやろうと思えばできると思うよ。東頭さんもこういうの好きだし喜ぶんじゃないのー？」

「現実と虚構を一緒にしないでくれますか！」

　勢いよく試着室のカーテンが開き、元の格好に戻った東頭さんが出てきた。

「あえて言いますけど、乳袋なんて作って外を出歩ける人は頭がおかしいです！　羞恥心がないとしか思えません！　知恵の実を食べる前のアダムとイヴです！」

「そう言うと逆にすごい人みたいになっちゃうけどいいの？」

「ちぇー。東頭さんにコスプレさせたかったのになー」

「コスプレっ……は、メイド服くらいならいいですけど……」

「ええんかい」

「興味あるのね、コスプレ……」

「なっ、ないです！　ないですよ、全然！」

　バレバレの否定をする東頭さんも交えて、私たちは今一度、店内を回る。

　バストのラインを誤ご魔ま化かすにはゆったりとしたものを着るのがいいけれど、下手にそれをすると太って見えてしまう。

　かと言って腰を絞ると、胸の大きさが余計に目立ってしまう……。

　うーん。難しい。

「やっぱりさ、ゆるふわ系がいいんじゃない？」

「ゆるふわ？」

「ですか？」

「強いて言うなら、結女ちゃんが好きなやつに近いかなあ」

　私は自分の格好を見下ろした。

　今日は白のブラウスにベージュ色のフレアスカートだ。いつも淡い色合いを選びがちなのは、長い黒髪がそれだけで重ためなのと、もうひとつ──付き合っていた頃、あの男が黒っぽい服ばかり着ていたのが原因である。揃そろって黒ずくめのカップルは嫌だ。

「全体のシルエットがふわっとしてるっていうかさ。結女ちゃんも身体の線見えるの嫌なほうでしょ？　そんな感じで、トップスはサイズ大きめのやつ選んで、下もふわふわのスカート……あとガウチョパンツとか？　東頭さんの雰囲気にも合うと思うよ。なんかいつもふわふわしてるし」

「うーん……確かに」

「わたし、ふわふわしてます？」

　東頭さんがきょとんと首を傾かしげた。してるしてる。

　良さそうに思えたけれど、暁月さんは難しそうな顔をした。

「でもな～、結女ちゃんと被かぶるんだよな～」

「被ったらダメなんですか？」

　と、またしても首を傾げる東頭さん。暁月さんは笑いながら、

「そりゃダメでしょ～！　ゆるふわ系女子が二人並んで歩いてたらちょっとイタくない？」

「似合うかどうかだけじゃなくて、他の人との兼ね合いも考えないとダメなんですか……」

「あ、『めんどくさっ』って顔してるね、東頭さん。そうなんだよ、めんどくさいんだよ。ようこそ女子の世界へ」

「そっちの世界にはあまり関わりたくないなという気持ちが高まりました……」

「初心者にいきなり気を遣わせるほどスパルタじゃあないよ。ねっ、結女ちゃん？」

「えっ？」

　水を向けられた理由が摑つかめなくて、私は暁月さんの顔を見返した。

「結女ちゃんと被るのが問題ってことはさー、結女ちゃんが気を遣ってずらせばいいってことでしょー？」

「えっ……？　わ、私が？」

「そう！　この機会に新ファッションを開拓しよう！」

　し、しまった……。これが目的だったか！

　暁月さんは常日頃から、私にカッコいい系の服を着せようとしているのだ。そういうのは似合わないって言ってるのに！

「どれがいっかなー♪　これかなー？」

　私が止める前に、暁月さんはすらりとしたパンツを物色し始めてしまう。

　お、おかしい！　今日は東頭さんを着せ替える会だったはずなのに！　どうして私が!?

　元から目を付けてあったのか、暁月さんは瞬く間に服を一式選び終えて、それを私に押しつけた。

「それじゃ、着てみて♪」

「わ、私は……」

「着・て・み・て♪」

　有無を言わせぬ笑顔に負けて、私は東頭さんのほうに助けを求める視線を送った。

　……すいっ。東頭さんはそっぽを向いた。

　は、薄情者！　道連れができるからって！

「さあさあさあ！　入って入って！　あ、髪はひとつにまとめてね！　そっちのほうが合うから！　はいこれヘアゴム！」

　暁月さんに急せき立てられて、私はなし崩し的に試着室に入れられる。

　姿見に映る自分を見て、手の中にある服を見た。それは私が普段避けている、身体のラインをはっきり見せるタイプのもの。う、ううう……！　ついこないだまで制服さえまともに着こなせていなかった女に、こんなもの渡されても……。

　とりあえず一回試着してみせれば、暁月さんも満足してくれるかな……。そう思う以外に仕様がなかった。

　着てきた服を手早く脱ぎ、渡された服に着替える。

　上は青っぽいノースリーブで、下は白のぴっちりとしたパンツ──スキニーパンツだ。露出こそないものの、脚のラインがはっきりと出る。

　言われた通り髪もまとめた。ポニーテールだと暁月さんと被るなと思ったので、首の辺りでまとめて肩から前に垂らした。

　いいのか、悪いのか……。姿見で完成形を見ても、いまいちよくわからない。

　今の私には基準がない。

　より正確には……見せたい人が、いない。

　昔は、着飾った自分を見せたい人がいた。だからその人の反応を想像し、喜ばれそうなものを選ぶことで、足りないセンスを補っていた。それを失った今、私は東頭さんと同じファッション初心者なのだ──何をもって完成とすればいいのかも定かじゃない。

　……もうどうとでもなれ。

　考えるのが面倒になった私は、半ばやけになってカーテンを開けた。

「……どう？」

　暁月さんと東頭さんは、私の姿をしばらく見つめると──

「おおおおお[image: ][image: ][image: ]っ!!」

「カッコいいです……！」

　好評だった。

　暁月さんは興奮で顔を赤くし、東頭さんはどこか憧れるように目をきらきらさせている。

　ええ……？　似合うの？　本当に？

「やっぱりこういうのが似合うと思ってたんだよねスラッとしてるからさあ！　白のスキニーが似合う子なんて滅めつ多たにいないんだよ本当マジで！」

　暁月さんがやけに早口になっているので、どうやら本当らしい。

　胸がむず痒がゆくなった。

　今まで私にとってファッションというのは、異性──というか、あの男の前で恥を搔かかないようにするためのものだった。だけど、こうして同性の友達とあれこれ言いながらいろんな服を試すのも……うん、悪くない。

　私は改めて姿見を見る。

　すらりとしたパンツルックになった自分は、なんだか三歳くらい大人びて見えた。

　これを見ると、今までの格好は子供っぽいっていうか、女子女子してるっていうか、男ウケを狙いすぎっていうか……。

　こういうのも、案外、悪くない……のかも？

　値札を見てみると、案外手頃な値段だった。最近、またあの男と本を貸し借りするようになりつつあり、本代が少し浮いている。元より小説はお金のかからない趣味だ。おかげでお小遣いが余り気味なので……うん、まあ、せっかくだし。

「……店員さんに、タグ切ってもらってくる」

「ぬふふふ！　念願叶かなったりだよっ！」

　いつまでも中学の頃のファッションセンスを引きずるわけにはいかないのだし、いい機会だろう。……もう、あの男の好みに合わせる必要も、まったくないんだしね。

「それじゃあ真打ち登場だよっ、東頭さん！　はいこれ！」

　私が店員さんにお金を払ってタグを切ってもらっている間に、暁月さんが東頭さんに着せる服を選んでいた。

　東頭さんに押しつけられた服は、全体的に暗めの配色だ。太って見えることを警戒して膨張色を避けたんだろう。

「こ、これですか……？　ちょっと、わたしには可愛すぎるというか……」

「可愛くなるために着るんだから当然でしょ！　そら、入った入った！」

　尻込みする東頭さんを試着室に押し込み、カーテンを引く。

　東頭さんも東頭さんで、恋愛とは関係なしにファッションを楽しめるようになってほしいものだ。そうしたら、あの自信のなさも多少は改善されると思うし……現時点では、ちょっとあの男に依存しすぎな気もするし。まあ、あの二人がそれでいいなら私から言えることはないんだけど。

　そんなことを考えつつ、暁月さんと二人、試着室の前で着替えが終わるのを待っていた。

　そのときだった。

「あれ？　お前ら……」

　聞き覚えのある声がして、私たちは振り向いた。

　ぎくりと、全身が固まる。

　ショップの外から私たちを見やる、二人の男子高校生がいた。

　片方は髪先をわずかに遊ばせ、七分丈の上下でヤンチャな雰囲気を醸し出している。

　私たちのクラスメイトにして暁月さんの幼おさな馴な染じみ──川かわ波なみ小こ暮ぐれ。

　片方は対照的に、使い古しのベストとシャツによれよれのチノパンを穿はき、この世のすべてを退屈に思っているような目つきをしている。

　私の元カレにして義弟──伊理戸水斗。

　私たちと因縁の深い二人が、なぜかそこにいたのだった。

「か……川波？」

　暁月さんはなぜか、顔を軽く引き攣つらせていた。

「なんでここにいんの？　伊理戸くんまで連れて……」

「なんでも何も、服買いに来たに決まってんだろうが。もう夏だからな。期末テスト地獄が始まる前に、伊理戸さんとこの水斗くんに夏服を仕立ててやろうと思ってよ」

「別に頼んでないんだが……」

　心底うざったそうに水斗が言う。

　川波くんはにやりと笑ってその肩に手を置き、

「そう言うなよ。このオレがあんたをこの夏最強のイケメンに仕上げてやるぜ！」

「だから別に必要ないんだが。くそ、外泊先を君の家にしたのは失敗だったな……」

「大成功だろ。両親に時間を作ってやれる上に服まで奢おごってもらえるんだぜ？」

　なるほど。どうして珍しく川波くんに付き合っているのかと思いきや、外泊の件を盾に交渉されたのか。

　……ところで、もしかして、水族館デートのときのイケメンモード、夏バージョンがあるの？　ちょ、ちょっと詳しく聞いてみたい気持ちがなくもないんだけど……。

　川波くんは「おっ」と眉を上げて、私のほうを見た。

「伊理戸さん、いつもと雰囲気違うじゃん。めっちゃかっけーな」

「でっしょー!?　さすがのあんたにもわかるかー、この良さが！」

「さすがのってなんだよ。っつーかなんでお前が得意げ？」

　川波くんに言われて、今更ながらに思い出す。

　今の私が、普段の──中学生の頃とは全然違う出いで立たちでいることに。

　水斗の目がちらりと私を見て、全身が強こわ張ばった。

　今までファッションは結局、この男に完全に合わせていた中学生の私の延長線上にあった──だけど、今の私は、まったく違う。

　暁月さんと東頭さんには好評だったけど──いやいや、しっかりしろ、自分を持て！　この男に不評だったからと言ってなんだというのだ。そんなのまったく全然これっぽっちも関係ない。私は自分が好きな服を着るだけじゃないの。

　さあ、感想を言ってみろ。お前が何を言おうと私は傷一つつかないぞ──と、決闘に臨むような心構えでいると。

　ふいっ、と。

　水斗は、すぐに目を逸そらしてしまった。

　……やっぱり好みに合わなかった？

　ふうん。ああそう。別にいいですけど？　どうでも。

「ん？」

　川波くんが、ふと視線を私たちの背後に向けた。

　そっちにはカーテンの閉まった──東頭さんが着替え中の試着室がある。

「もう一人いんのか？」

「いやいや、知らない人だよっ！　今日は結女ちゃんとデートだからねーっ！」

　えっ？

　暁月さんは大おお噓うそをつきながら私の腕に抱きついてくる。と同時、耳元で小さく囁ささやいた。

「（こいつと東頭さんを会わせちゃダメだからね、結女ちゃん！）」

　川波くんと東頭さんを？

　いまいち事情がわからないけれど……とりあえず、私は空気を読んで口を噤つぐんだ。

「ふうん……」

　川波くんは納得したのか、試着室から視線を離す。

　それに暁月さんがこっそりと安あん堵どの息をついた、まさにその瞬間だった。

　──パシャッ！

　私たちの背後、試着室の中から、スマホの撮影音が聞こえたのだ。

「「……ん？」」

　そして、少しの間を空けた後。

　ブルルッ──と短いバイブがどこからか聞こえたかと思うと、水斗がポケットからスマホを取り出した。

　そして、眠そうな目で画面を見て。

　数秒の間、そのままフリーズし。

　それから、ちらりと東頭さんのいる試着室を一いち瞥べつした。

「「……んん？？？」」

　まさか、という思いが過よぎる。

　暁月さんも、たぶん同じ推測をしていた。

　まさか、東頭さん、今──

「おん？　ＬＩＮＥ？　誰から？」

「……父親だよ」

　水斗はさりげなく距離を取って、川波くんからスマホの画面を隠した。

　細い指で素早く返信らしきものを書くと、

「油売ってないでさっさと済ませるぞ、川波。僕は早く帰って本が読みたいんだ」

「へいへい。ま、オレの趣味に付き合ってもらってるからな。んじゃあなー」

　水斗はせかせかと早足で、川波くんはひらひらと手を振って、ショッピングモールの雑踏に消えていった。

　その背中を見送り終わってから、私と暁月さんは、ゆっくりと試着室に振り返り──

　──シャッ！　と勢いよくカーテンを開けた。

「ひゃああっ!?　なっ、なんですかぁ!?」

　びくりと肩を跳ねさせる東頭さんは──ちゃんと、服を着ていた。

　浅いＶネックのシャツをふわりと弛たるませつつ、裾をフレアスカートの腰にインしている。こうすることで胸を目立たなくしつつ、腰を絞ることができるので、暁月さんがそう指示したのだ。

　配色は上が緑っぽいカーキで下がブラウンに近いベージュ。ちょっと地味だけど、東頭さんとしては地味なほうがいいのかもしれない。

　ファンタジーに出てくる村娘みたいに素朴な印象で、東頭さんに合っていると思ったけれど、そこはそれ。

　私と暁月さんの視線は、彼女が大事に抱えたスマートフォンに注がれていた。

「……どうやら、公序良俗には反してないみたいね」

「さすがにそこまでドスケベじゃあなかったみたいだね」

「え？　え……？」

　東頭さんは戸惑いの視線を私たちの間で彷徨さまよわせる。

　最悪の事態は、東頭さんが試着室という密室内で、半裸のままスマホを握っているというパターンだったけれど、さすがの東頭さんも思い留とどまってくれたようだ。

「早とちりだったみたい。お説教は勘弁してあげるわ、東頭さん」

「そうだね。あたしたちの判断を仰ぐ前の行動に思うところはあるけど、『彼に一番に見せたいの！』って気持ちもわからないではないし、まあ許そう」

「えっ……な、なんで、わかって……？」

　皆まで言わせるな、と目で制してから、暁月さんが訊きく。

「で？　どうだった？　評判は」

「……ええっと、そのう……」

　東頭さんは手に握ったスマホで口元を隠す。

　けれど隠しきれておらず、によによと口元が緩んでいるのが簡単にわかった。

　もはや答えを聞くまでもない。

　彼女はちらちらと私たちを上目遣いに窺うかがって、恐る恐る言う。

「……この服……買っても、いいですか？」

「よかろう」

　暁月さんはなぜか偉そうに肯うなずいた。

　続いて私も肯くと、東頭さんはスマホの画面を見て、また嬉うれしそうにによによ笑った。

　……まあ、出発点は何が基準でも──誰が基準でもいいだろう。徐々に自分の基準を作っていけばいいのだ。

「……えへへ……♥」

　私は、嬉しそうにスマホと姿見を見比べる東頭さんを見て、ものの見事に私と同じ道を歩んでいるなあ、と思った。







「……東頭さん、訊いてもいい？」

　その後、せっかくだからと三人でショッピングモールを回った。

　その途中、暁月さんがトイレで席を外したタイミングで、私は意を決して問いを投げた。

　私と並んでベンチに腰掛けた東頭さんは、唇についたクレープのクリームをぺろりと舐なめて、「ふぁい？」と私のほうを見る。

「その……東頭さんって……結局、あの男のこと、まだ好きなの？」

「水斗君のことですか？」

　私は肯いた。

　まだ今月のことだ。東頭さんは水斗にフラれた後、驚くくらいすっぱりと割り切っているように見えた。だけど、さっきみたいに、まだ好きであるかのような様子を──特に水斗本人が見ていないところで、見せることも多い。

　結局、どっちなんだろう。

　まだ好きなのか。もう吹っ切ったのか。

「まだ好きですよ？」

　はむはむとクレープを食べながら、東頭さんはあっさりと答えた。

「わたしが水斗君のことを好きになったのは、別に、彼氏になってくれる可能性があったからじゃないですからねえ。普通に、これからもずっと好きだと思いますよ？　友達としても、男子としても」

「それって」

　少し躊躇ためらう。

「……つらく、ないの？」

「どうなんでしょう？　少なくとも、友達として一緒にいるのは、前より楽しくなったくらいですけど。好きなのを隠さなくて良くなったからですかね？」

「でも、例えば……」

　私は少し前の自分を思い出した。

「……あいつに、彼女ができたりしたら？」

「うーん……それは、まあ悔しいんじゃないでしょうか。おこがましいとは思いますけど、なんだか負けた気分になっちゃいますよね。でも、たぶん水斗君は、彼女ができたからってわたしと距離を取ったりはしないと思いますし、それはそれで、まあいいんじゃないでしょうか。そのときにならないとわかりませんけど……」

　むしろ、と東頭さんは続ける。

「水斗君に別の友達ができるほうが嫉妬するかもです」

「え？」

「水斗君と一番楽しくお喋しやべりできるのはわたしなんです！　なのに、わたしの知らないところでわたしの知らない誰かと楽しく遊んでいるかと思うと……！　うううっ、想像しただけで腹が立ってきました！」

　がぶがぶとクレープを一気に食べ尽くす東頭さん。

　ええ？　あれ？　……あ、そうか。東頭さんはクラスが違うから、川波くんのことを知らないんだ。

　そういうことか……。東頭さんと川波くんを会わせてはいけないと言っていた暁月さんの真意が、ようやくわかった。

「……恋人には嫉妬しないのに、友達には嫉妬するの？」

「なんだか縄張りを荒らされている気持ちになるんです。これも寝取られって言うんでしょうか？　……結女さんもそうじゃないですか？　例えばの話、ある日突然、水斗君の生き別れの妹が現れたりしたら──どう思います？」

「……それは……」

　難しい感情が、胸の中に渦巻いた。もやもやはする。するけれど、それは東頭さんが水斗の彼女になるかもしれないと思ったときとは、ちょっと違う。

　嫌だとか、悔しいとか、腹が立つとかではなく。

「……怖いんです」

　空からになったクレープの包みを見下ろして、東頭さんは言った。

「わたしには水斗君しかいないのに、水斗君には代わりがたくさんいるんだと思うと──なんだか、すごく、怖くて、寂しいんです」

　ああ。

　本当に、本当に、すごく、よくわかる。

　居場所を追い出され、たった一人で世界に放り出される恐怖。

　そうか……。彼女は別に、水斗を独り占めしたいんじゃない。

　水斗の中に、自分の居場所がなくなってしまうのが怖いんだ。

　……でも、と私は疑義を呈する。

　本当に、それでいいの？

　いつまでも頼って、縋すがって、甘えて、……本当に、それで……。

「東頭さん」

「はい？」

「クリーム、ついてる」

「あう」

　私はティッシュで東頭さんの口を拭いた。まるで赤ちゃんを世話しているようだ。

　わたしには水斗君しかいないのに、と彼女は言う。

　でも今日、この場には、伊理戸水斗はいなかった。

　彼女の服を考え、見つけ出したのは、私と暁月さんなのだ。

「東頭さん」

　だから、私は言う。

「私たちも、友達でしょ？」

「え、あ」

　東頭さんは挙動不審に目を泳がせ、顔を赤くして、……窺うように、私の顔を見て。

「い……いいん、ですか？」

　と、伺いを立てる。服を買うときと同じように──そんな必要、どこにもないのに。

「もちろん。もうとっくにそのつもりだった」

「あ、あの……でもっ！」

　東頭さんは勢い込んで、ぎゅっと手を握り締めて──けれど、すぐに萎しぼんでしまって。

　結局、小さな声で呟つぶやいた。

「……水斗君の代わりには、なりません、けど……」

　それはきっと、クリティカルな反論だった。

　だけど私は動じなかった。

「うん。知ってる」

　たぶん、あなたと同じかそれ以上に。
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　暁月さんや東頭さんと別れて帰宅すると、不肖の義弟もすでに帰っていた。

　リビングのソファーに座って本を読んでいる男の背中に、私は挨拶もなく質問を投げる。

「どうだった？」

「何が」

「東頭さん」

　水斗はちらっと肩越しに私を一いち瞥べつした。

「……まあ、いい感じだったんじゃないか」

「可愛かったってはっきり言いなさいよ。……それで？　東頭さんはなんて？」

　水斗は面倒臭そうに机に置いてあったスマホを操作すると、私に画面を突きつける。

　ＬＩＮＥの、東頭さんとのトーク画面だった。

　当たり障りのない水斗の褒め言葉に対し、東頭さんから次のような返事が届いていた。

〈１０００円払えばもう１枚！〉

　……本当に、この子は。

　私たちの前で見せたリアクションを、どうして水斗の前では見せられないのか。

　気持ちを素直に伝えられないなんて、本当、損をする性格ね。同情してしまうわ。

「……というか、この写真の東頭さん、なんでスマホで目元を隠してるの？」

「知らん。本人に訊け」

「ろくでもない返事が来そうなんだけど……」

　ＳＮＳにいかがわしい自撮りを上げてる人みたい──という感想は、かろうじて飲み込む。東頭さんの思う壺つぼだからだ。これはやはりお説教をしたほうが良さそうだった。

　──と、そのとき、視線を感じた。

「？」

「……………………」

　水斗を見ると、ちょうどふいと目を逸そらすところだった。

　……見てた？　私を？

　買った服をそのまま着て帰ってきたので、今の私は暁月さん推薦のパンツルックである──さっき外で会ったときには、この男は完全にスルーを決め込んでくれた。

　てっきり、好みに合わないんだと思っていたけど。

「ふう～ん……？」

「……………………」

　私はソファーの前に回り込み、水斗の視界に入るところに立ってみた。

　水斗は本に目を落とすばかりで、頑として私を見ようとはしない。

　私にはもはや、この男の好みに合わせる理由がない。

　私にはもはや、この男を基準として使う必要がない。

　しかし、それはそれとして、だ。

　私はおもむろに自分のスマホを取り出すと、それを横向きにして目元を隠してみた。

　東頭さんの写真と同じように。

「……おい」

　水斗はかすかに声を震わせ、口元をひくつかせる。

「何の真似まねだ、それは」

「何のこと？　私はただ、高めの位置でスマホを見ているだけだけど」

「言ってほしいことがあるならはっきり要求しろ」

「別に何もないけど？　言いたいことがあるのはあなたじゃない？」

　水斗は口元に苦渋を滲にじませると、そっぽを向きつつ、ぶっきらぼうな硬い声音で言った。

「……まあ、いいんじゃないか、そういうのも」

「ふふん」

　私は勝ち誇った。水斗は不満そうにした。

　もう私には、ミニスカートを避ける理由がない。

　私がどれだけ生足を見せようと、この男に文句を言う権利はない。

　けれど、それはそれとして……この男の鉄面皮を崩すのは、やっぱり面白いことだった。

　この楽しみは、そうそう人には譲れそうにない。
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　今となっては若気の至りとしか言いようがないが、僕には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼女というものが存在したことがある。

　だから僕は知っていた。クリスマスにバレンタイン、正月、誕生日、それに記念日──実に忙せわしのないスケジュールで生きるカップルたちの中でも、特に学生カップルにのみ訪れる、特殊定期イベントの存在を。

　数ヶ月ごとに一回、一年で四回から五回もあるそれこそは、そう──『テスト勉強』である。

　おっと。

　テスト勉強のどこがイベントなんだと思われてしまっただろうか。あんなものは地獄であり苦痛でしかない、イベントというにはあまりにも拷問性が高すぎるという声が聞こえてくるかのようだ。これはこれは申し訳ない。恋人と一緒に勉強会をしたことがない人間にはそう思えてしまうよな。

　その通り。

　あんなものは、地獄であり苦痛であり拷問でしかない。

　あれは確か、付き合い始めてしばらく経たった頃、中学二年二学期の期末テスト前だっただろうか──その前回、つまり中間テストの際に起こってしまったことに関して、僕たちは危機感を抱いていた。

　あの女が密ひそかに僕の消しゴムを崇あがめ奉たてまつっていたこと？　いいや、確かにそれもおぞましい事実ではあるけれど、このときの僕はそれを知らなかった──起こってしまったことというのは、もっと現実的な危機だ。

　成績が下がったのである。

　目に見えてわかるほどじゃない。平均80点だったのが75点に下がった、そのくらいの低下だったと思う。しかし、付き合い始めたばかりで頭が茹ゆだっていた（この後も数ヶ月に亘わたって茹だりっぱなしだったわけだが、この頃は特に）僕たちに冷や水を浴びせるのには充分な程度の、それは有意なデータであった。

　このまま行くと、マズい。

　期末テストを前にした僕たちの、それが共通見解であった──ゆえに、対応として、僕たちは以下のような策を執ったのである。

　ずばり──人目のあるところでしか一緒に勉強しないこと。

　いや、一緒に勉強するのをやめろや。

　と突っ込みを入れるのは我慢していただきたい──付き合い始めたばかりの中学生カップルというのは、判断力を著しく欠いているものなのだから。そんな合理的な正論が通じるとでも？　異常なものには異常な態度でもって対するのが冴さえたやり方である。

　とにかく、イチャつくのはテスト期間が終わってからにしよう。

　そう決定した僕たちは、主に少し離れたところにある図書館を利用することにした。同じ学校の生徒は滅めつ多たに来ないし、何より沈黙が強制されるからだ。

　夏休みの間、僕たちが逢あい引びきを繰り返していたことからわかる通り、学校の図書室は小さな声なら私語も許されてしまう雰囲気がある──その点、見ず知らずの地元人が集まる公共施設ならば、さしもの厚顔無恥、いや失敬、中学生カップルといえども会話に興じることは難しい。

　──……………………

　──……………………

　隣同士に座っていながら、一言も発することなく、ただページをめくる音とシャーペンを走らせる音だけが漂っていた。

　テスト勉強の、これがあるべき姿である。これ以外の行為は何もいらない。こそこそ話してくすくす笑ったり、意味もなく肘でつつき合ったり、偶然のふりをして小指を触れ合わせたりする必要は一切ない。僕たちは正しいテスト勉強を取り戻していた。

　しかし、ひとつの罠わながあった。

　人目があってイチャつくのを我慢しなければならない、というシチュエーション──愚かで、そして色ボケの中学生カップルにしてみれば、むしろそっちのほうが危険であるということに、僕たちは気付いていなかったのだ。

　最初は、綾あや井いのほうからだった。

　──……伊い理り戸どくん。ここって……

　教科書を指差しながら小声で言ってから、あっと慌てて周りを見回す綾井。幸い、誰にも聞き咎とがめられてはいなかったが、この静寂の空間では普通の小声でも目立ってしまう。

　筆談にしようか、と僕はペンを持ったのだが、その前に綾井が、どこかもどかしそうに僕の顔をチラ見して、……ズズ、と座る椅子をこちらに近付けた。

　肩が触れた。髪から甘い匂いが香り、撫なでるように鼻をくすぐった。思わず硬直する僕の耳に、まるで息を吹きかけるようにして、綾井は小さく囁ささやきかける。

　──ここ……わかる……？

　静寂の中、耳の穴に直接流し込まれた声に、ビリビリと脳髄の奥に痺しびれが走った。

　人目のある場所。喋しやべってはいけない場所。触れ合ってはいけない場所。

　そんな風に、環境で自分たちを雁がん字じ搦がらめにしていたからこそ、至近距離から脳のう味み噌そに叩たたき込まれたその声は、あまりにも刺激が強かった。

　我慢してたのに。

　話したいのを、触れたいのを、頑張って我慢して意識から追い出していたのに。

　抗議なのか何なのか、ぐちゃぐちゃな感情のまま隣を見た僕は、瞬間、目撃する。

　綾井がもどかしそうに口を結びながら、何かを期待するように、じっ……と上目遣いの視線を送ってきているのを。

　方法なら、いくらでもあったはずだ。

　筆談でも良かったし、スマホを使う手もあった。質問がしたいだけだったら、耳元で囁きかけるなんて綾井らしくもないこと、する必要なんてなかったんだ。

　リップが塗られ、控えめに輝く桜色の唇が、視界の中央から動かなかった。

　──……教科書じゃ、ちょっと、わかりにくいな

　とにかく、ここはダメだ。ここは、離れないと。

　──参考書……探しに行こうか

　──……うん

　本当、クソだよな、カップルってやつは。

　時も場所もわきまえず、いつだろうとどこだろうとすぐに発情する。知恵こそを最大の特徴とする人類の面汚しだ。

　きっとこの点についてだけは、今のあの女とも意見を同じくすることができるだろう。

　──……えへへ

　大きな本棚の陰で、リップが少し付いた僕の唇に、綾井の吐息が小さくぶつかる。その誤ご魔ま化かすようなはにかみ笑いを、僕はぼうっとした心地で見つめていた。

　──ご……ごめんね？　その……邪魔して……

　──いや……綾井って、意外とスケベだよな

　──そ、そんなことっ……！　……、ある、かも

　そう言って、綾井は僕の首に手を回したまま、ほのかに口の端を綻ばせる。

　まったく、女というのはどうしてこんなに変わるんだろう。この四ヶ月前までは、子供の作り方さえ知らなそうな純朴さだったのに。

　そして、僕も僕だ。この四ヶ月前までは、女子になんかこれっぽっちも興味がなかったくせに──こんな単純な誘惑に、流されてしまうんだから。

　綾井が再び、長い睫まつ毛げをそっと伏せた、その瞬間だった。

　──……ふわっ……！

　小さな、甲高い、驚いたような声が聞こえたのだ。

　僕らが弾はじかれたように振り返ると、そこには小学校中学年くらいの小さな女の子がいた。

　女の子は顔を真っ赤にすると、もたもたと足を縺もつれさせながら僕らから逃げていく。

　──……………………

　──……………………!!

　気まずい沈黙が流れる中、綾井の顔が見る見ると、果実が熟すかのように赤くなった。

　どちらからともなく、そうっと、まるでなかったことにするかのように、身体からだを離す。

　──……ええ、と

　綾井は耳まで赤くして俯うつむいていた。かける言葉が見つからない。いや、まあ、見られたのが小さな女の子でよかったと考えることもできるかもしれない。もしかしたら一生の思い出にされてしまったかもしれないけど。

　冷や水を被かぶせられた頭がぐるぐると考えた末、僕はこう述べることしかできなかった。

　──…………とりあえず、外、出ようか

　──…………うん…………

　当然ながら、成績はほとんど上がらなかった。

　こんな辱めを受けて成果も上がらないって、拷問以外の何物でもないだろう。
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　七月。

　鬱陶しい梅雨が遠く過ぎ去り、制服も衣替えを迎えた。生徒の全員が開放的な半袖姿に様変わりしたが、しかし校内には、解放感の真逆を行く緊張感が張り詰めつつあった。

　理由は言うまでもない。

「東頭ひがしら──君、期末テストは大丈夫なのか？」

　放課後、いつものように図書室の窓際に行くと、半袖のカッターにノースリーブのスクールベストを着た東頭いさながライトノベルを嗜たしなんでいたので、僕は前から気になっていたことを訊きいた。

　口絵イラストの美少女を眺めながらでれでれしていた巨乳オタク女は、ぴきりと時が止まったように硬直する。

「……………………」

「東頭？」

「……え？　なんだって？」

「無理があるだろ」

　そのとぼけ方じゃ一巻の前半でラブコメ終了だよ。

　東頭は両手で自分の頭を抱えると、「ううっ……」と苦しげに呻うめきだした。

「思い……出した！」

「ほほう」

「ちょっと今日は野や暮ぼ用ようがあるのでこれで失礼しま──」

「逃がすか」

「あうーっ！」

　そそくさと逃げようとした劣等生の首根っこをむんずと捕まえる。じたばたと手足を暴れさせやがったので、後ろから羽交い締めにして、首と肩をロックした。

「あいだだだだっ！　ギブ！　ギブですーっ！」

「決着はＫＯのみだ」

「デスマッチ!?　こ、こうなったら……！」

　東頭は暴れるのをやめたかと思うと、急にもじもじと身体を動かして、訴えるような瞳でちらりと僕を振り返る。

「み……水みず斗と君……。お尻に、硬いのが当たってるんですけど……」

「ポケットのスマホだ」

「あいだだだだっ！」

　あの女と南みなみさんの入れ知恵で多少は駆け引きを学んだらしいが、僕には通じない。

　ようやく抵抗が弱まったので、僕は東頭を壁に押しつけ、顔の横に手を突いた。

「で？　テスト勉強は？」

「あのう……それ、壁ドンしながら訊くことじゃないと思うんです……」

「テスト勉強は？」

「…………し、してません…………」

　顔を近付けて問い詰めると、東頭は泣きそうな声で答えて顔を逸そらす。

「そ、そんなに言わなくたって……まだテスト期間にも入ってないじゃないですか……」

「たかだか一週間のテスト期間で間に合うと思うのか？　君のことだから、どうせ授業中も隠れてラノベ読んでるんだろうが」

「ううっ……！」

「赤点続きだと下手すりゃ留年だぞ。君、僕の後輩になりたいのか？」

「……水斗せんぱい？」

「ちょっとなりたくなってんじゃねえよ」

「ひううっ！　ど、ドスの利いた声やめてくださいっ！　ドキドキするからやめてくださいっ！」

　東頭が顔を赤くしてぐいぐい僕の胸を押しのけるので、僕はいったん壁ドンを解いて溜ため息をついた。

「僕は君のためを思って言っているんだぞ？」

「水斗君はわたしのお母さんなんですか……？」

「もし君が僕の後輩になってしまったら、もう教科書を忘れたときに貸してやることはできなくなるんだからな」

「う、うううっ……そ、それは困ります……」

　忘れっぽい女・東頭いさなは、弱りきった顔でうんうん唸うなる。

「でも、そう言ったってどうすれば……。この学校、勉強難しすぎるんですよぅ……。中学の頃は、わたしだって頭いいほうだったのに……」

「地頭の良さはある。ここに入学できてる時点でそれはわかってる。あとは量の問題だ」

「量……」

「僕が、成績を改善できるだけの知識を、君の頭にぶち込んでやる」

　東頭はさっと手で口を覆うと、視線をしどけなく斜め下に逸らして、か細い声で言った。

「わたし……水斗君に、ぶち込まれちゃうんですね……」

「そういうのはいいから」

　下ネタで逃げようったって無駄だ。

　かくして次の土曜日、昼過ぎに我が家に来ることを、東頭いさなに約束させたのだった。







　それから翌日のことである。

「……やべえ……」

　この世の終わりのような顔をしている男が、僕の目の前にいた。

　川かわ波なみ小こ暮ぐれである。

　真面目な進学校にあって髪先を遊び呆ほうけさせている、反体制を体現するようなその男は、僕の机に顔を突っ伏して絶望していた。

「やべえ……期末テスト、やべえ……」

「と言いながら高得点を取るタイプ──ではなさそうだな」

「あったりめーだろ!!　中間テストだってよ、必死こいてギリギリだったんだからな!!」

「君ほどの人脈があれば、過去問の一つや二つ、簡単に手に入るだろう。それでもダメだったのか？」

「……ここの教師は手て練だれだ……。こっちの手の内は完全に読まれている……」

　激しい戦いを乗り越えて自信をつけたものの新たな敵に実力差を見せつけられた奴やつみたいになってるな。

「助けてくれ、学年一位！　オレにはもうあんたしかいねえ！」

「気持ち悪いから嫌だ」

「何でも好きなもん奢おごってやるから！」

「ほほう」

　いま何でもって言ったな？

「欲しい絶版本があるんだが、ネットでとんでもなく値段が吊つり上がってるんだよな……」

「ぐっ……！　な、何でもとは言ったが、限界はあるぜ？　あるからな？」

「近場の古本屋で探しても見つからないんだよな……」

「限界！　限界を見極めてくれ！　なあ!?」

　まあ、別に僕が望んだわけじゃないが、この男には服を奢ってもらっていることもある。今回はワンコイン程度で手を打ってやるとしよう。

　しかし、東頭にも教える予定だからな……。同じ範囲を二回も教えるのは面倒だ。

　よし、こうしよう。

「次の土曜日、僕の家に来い。持てる限りの叡えい智ちを授けてやる」

「恩に着るぜ老師！」

「誰が老師だ」

　まとめて教えたほうが手っ取り早い。

　東頭と川波は初対面だが、まあ川波はコミュ力最強だから問題ないだろう。







　かくして、土曜日が来た。

　僕は待ち合わせて合流した川波を連れて、我が家の前に立っていた。

「何気に来るのは初めてなんだよな、伊理戸家。伊理戸さんのお見舞いのときはハブられたしよ」

「僕も男を家に上げるのは初めてだな」

「女は初めてじゃないみたいな言い方だな」

「南さん」

「ああ……。アイツを女扱いするたぁ、あんたもお人ひと好よしだな」

　お人好しのハードル低いな。南さんの性別を把握しているだけで主人公みたいな扱いを受けるとは、なんとお得な。

　というか別に、家に上げたことのある女子は南さんだけじゃないんだが。

「まあ入ってくれ。いい加減、外は暑い」

「だな。っちー」

　七月の陽ひ射ざしは強烈だ。シャツの襟をぱたぱたして空気を送り込む川波を連れて、僕は玄関扉を開いた。

「お邪魔しまーす。……親は？」

「親はいない」

「親は、か。……ってことは、これは伊理戸さんの靴か」

　三和土たたきに置いてある女物のスニーカーを見て、川波は言う。

　目端の利く奴だ。……だけど、そのスニーカーは結ゆ女めのものじゃない。

「どうやら、もう来てるみたいだな」

「ん？　誰が？」

　川波が怪け訝げんそうに首を傾かしげたとき、がらりとリビングのドアが開いた。

　部屋着のロングスカートと長い黒髪がふわりと揺れる。リビングから現れたのは、我が不肖の義妹、伊理戸結女だった。

　結女は玄関にいる僕と川波を見て、ぽかんと口を開ける。

「こんちわ。邪魔するぜ、伊理戸さん」

　軽く手を挙げて挨拶する川波だったが、結女はそれには応えず──

「ちょっ……ちょっ、ちょっ、ちょっ、ちょちょちょちょちょっ！」

　どたばたと廊下を駆けてきたかと思うと、僕の腕をぐいっと引っ張って、川波から引き離した。

　階段のところまで僕を引っ張ってくると、結女はなぜかこそこそと、しかも批難する口調で言う。なんかこの前もなかったか、こういう展開？

「（ちょっと、何してるのっ!?　なんで川波くんを連れてくるのよ!?）」

「なんでも何も……勉強を教えてくれって頼まれたからだが」

「（まさか、忘れてないわよね……？　今日はあの子もいるのよ……!?）」

「ああ。無事に入れたみたいだな。最悪、僕らが帰るまで玄関の前でうろうろしてるかもと思ったが」

　一人で他人の家を訪ねられるとは──東頭の奴も成長したな。

「同じことを二回も教えるのは面倒だ。まとめて教えたほうが効率的だろう？」

　極めて冴さえた考えだ。僕は僕のアイデアに非常に満足している。

　うんうんと肯うなずいていると、結女は頭痛がしたかのように額を押さえた。

「（あーもうそうか……！　この男はこういう奴だった……！）」

「何だか馬鹿にされた気配がするんだが。出るか、表？」

「（とにかく！　川波君はあなたの部屋に連れていきなさい！　リビングの東頭さんは私が教えてあげるから──）」

「──結女さーん？」

　リビングの中から東頭の声がした。

「水斗君が帰ってきたんじゃないんですかー？　結女さーん！」

「ちょっ、ちょっと待って！　今はまだ──」

　がらりとリビングの引き戸が開く。

　そこには、この前結女や南さんに選んでもらったという私服姿の東頭いさながいた。

　そして。

　東頭いさなの目と──川波小暮の目が。

　正面から、見間違えるはずもなく、互いの姿を捉えたのである。

　目を細め。

　眉をひそめ。

　不審も露あらわに、二人は言った。

「……誰ですか、あなた？」

「……誰だ、お前？」

　ああ……、と結女が諦めたように目を覆う。

　僕は首を傾げた。

　なんなんだ、この変な空気？







「わたしは東頭いさなです。水斗君の唯一にして無二の友達です」

「オレは川波小暮だ。伊理戸の最大にして最初の友達だぜ」

「はあ？」

「ああ？」

　我が家のリビングにて、初対面の男女が僕を挟んで睨にらみ合っていた。

　左の東頭が僕の腕を引っ張る。

「どういうことですか水斗君！　誰ですかこのチャラ男はっ！　こんなの噓うそですよねっ！　水斗君の友達はわたしだけですよねっ!?　ねっ!?」

　右の川波が僕の肩を揺らす。

「どういうことだよ伊理戸！　誰だこの巨乳女は！　なんでこんなのがここにいる!?　この家はあんたと伊理戸さんの聖域だろうが!!」

　どうしてこうなった。

　誰に対しても人見知りな東頭が、誰に対してもフレンドリーな川波が、まさか一目見るなり反目し合おうとは夢にも思わなかった──本当に、どうしてこうなった？

　そりゃあ確かに、東頭の性格的に川波みたいな軽薄そうな奴は受け付けないだろうし、川波も東頭みたいなタイプとはつるまないだろうが──

　二人に引っ張られてぐらぐら揺らされる僕を後しり目めに、結女はスマホを耳に当てていた。

「（暁あか月つきさーんっ……！　助けてーっ……!!）」

　どうやら助けは入らなそうなので、僕は仕方なく溜ため息をついて、二人の身体からだをぐいっと引き離す。

「まあ待て、落ち着け。どうやら双方、何か誤解があるようだ」

「「誤解？」」

「川波。この女子は東頭いさな。最近知り合って意気投合しただけの友達だ」

「……最近知り合って意気投合？」

「東頭。この男は川波小暮。親友を自称し、勝手に付き纏まとってくるだけのクラスメイトだ」

「……勝手に付き纏ってくる？」

　東頭と川波は、値踏みするように眉間にしわを寄せ、お互いの顔を睨みつける。

　こいつらがどんな誤解をしたのかは正直あまり見当がつかないんだが、まあどういう誤解であれ、事実を冷静に認識しさえすれば解けるはずだ。

　かくして、僕の冷静な説明が功を奏したか、二人はそれぞれ得心したように首肯した。

「なるほど。水斗君のストーカーですね」

「なるほど。伊理戸を狙った詐欺師か」

「なぜそうなる!!」

　僕の話、ちゃんと聞いてたか!?

　東頭が僕の腕をぐいっと引っ張って、胸の中に抱き締めた。二の腕が豊かな肉の中にむにりと埋まるが、それを気にした風もなく、番犬めいた目で川波を睨みつける。

「近付かないでくださいストーカーさん。水斗君はわたしの友達です。誰にも渡したりしませんっ！」

「そっちこそその汚らわしい手を離せ詐欺師め」

　川波は眼光に殺気を漲みなぎらせ、高圧的に見下しながら東頭の顔を指差した。

「オタクなら簡単にオトせるとでも思ったか。残念だったな、伊理戸はそんなに軽い男じゃねーんだよ。プライドを傷付けられる前に諦めたらどうだ？」

「うぐっ……！　な、生々しい傷を無遠慮に……！」

「おっと！　どうやらもう返り討ちにされた後だったみてーだなァ！　こりゃあ残念だぜ！　身の程をわきまえねーしゃしゃり女の吠ほえ面づらが見られなくてよォ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

「うっ……うううう～っ……!!　水斗君[image: ][image: ][image: ]……っ!!」

　涙声になって僕の後ろに隠れる東頭。

　さすがの僕も、黙っていられる場面ではなくなった。

「悪いが、東頭をいじめるのはそこまでにしてもらおうか、川波」

「なにっ!?　まさかそっちにつくつもりか!?」

「あっちもそっちもない。彼女の何が君の逆げき鱗りんに触れたのか知らないが……東頭とは、もしいじめられたら一緒にいじめられてやると約束しているんだ」

「みっ……水斗君……」

「東頭さんがときめいているところ悪いんだけど、どうせなら助けなさいよ」

　性悪女が茶々を入れてきたがスルーする。

「確かに僕は彼女をフッたが、告白した勇気は尊重されるべきだ。ましてや嘲笑なんてしていいわけがない。訂正してもらうぞ、川波」

「え……!?　やべ。こいつ普通に怒ってる……!?」

「川波くん……何に拘こだわってるのか知らないけど、謝ったほうがいいわよ。そいつ、なぜか東頭さんに関してはめちゃくちゃ沸点低いの」

　当然だろう。友達を嘲られたら、その倍の怒りでもって返すべきだ。みんなそうだろ？

「ぐっ……」

　それでも、川波はしばらく苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で抵抗していたが、僕が無言で睨み続けていると、やがて折れたように頭を下げた。

「……悪かった……。ちょっと冷静さを欠いた……」

「だとさ。どうする、東頭？」

「まあ許してあげましょうか。あの野放図に髪先をハネさせたダサい髪型に免じて」

「てめえ!!　実は全然傷付いてねーだろ!!」

「ひうっ！　み、水斗君[image: ][image: ]……」

「…………おい、川波」

「…………か、重ね重ねすみませんでした…………」

　もう一度下げた川波の頭を見下ろして、僕は許してやることにする。わかればいいんだよ、わかれば。

[image: ]

「あ!?　おい、見ろ伊理戸！　そいつ舌出してるぞ！」

「んん？」

　言われて東頭を見たが、そこには小動物のように怯おびえたオタク女子がいるだけだった。

　僕はもう一度、川波に視線を向ける。

「デマゴギーとは感心しないな……」

「なんでだよ!?　なあ伊理戸さん、これどうなってんの!?　オレの知らねーうちに伊理戸がおかしくなってんだけど！」

「さ、さあ……私もいまいちよくわからなくて……」

　まったく心外な連中だ。僕は当然のことをしているまでだというのに。

「そろそろ勉強するぞ。時間がないんだ。教科書を広げろ」

「ええ～？　水斗君の部屋行かないんですか？　今日は奥の本棚漁あさりたかったのに……」

「テストが終わったらな」

「やったーっ」

　リビングテーブルに東頭の教科書やノートを広げてやっていると、後ろで川波が呻うめいた。

「うぐぐ……！　悪夢だ……！」

「川波くん、どうしてそんなに苦しんでるの……？」







　多少ゴタつきはしたが、その後は当初の予定通り、勉強会を始めることができた。

「ウチの現文のテストは深読みするくらいでちょうどいいんだ。この過去問だと、この記述とこの記述から──」

「公式を覚えるんじゃなくて公式の使い方を覚えるの。横着して教科書の暗記だけで済ませようとするからわからなくなっちゃうのよ。ほら、ぐずらないで手を動かす！」

　その予定はなかったんだが、結女が協力してくれたことで僕の負担は半分になった。効率を考えて二人同時に教えることにしたものの、慣れないことを二人分もこなせるかどうか、いささか不安だったので、これは素直に助かった。

　東頭も川波も頻繁に音を上げたが、隙を生じぬ二人体制でもって、予想以上にスムーズに勉強を進めることができた。

「ふいー。疲れました……」

　僕の向かいに座った東頭が、べたっとテーブルに突っ伏す。

　応じて、川波が小馬鹿にするように鼻を鳴らした。

「この程度で音を上げるようじゃ、学年一位の伊理戸とは釣り合わねーんじゃねーの？」

「…………身長差に尊みがあるように、学力差があるのもアリだと思います」

「ナシだな。やっぱ対等であってこそだろ。特に男の背中に隠れてばっかの女なんざ言語道断。今時流行はやんねーわ」

「はあ？」

「ああ？」

　東頭と川波がバチバチ火花を散らすが、僕はもう相手をしなかった。この数十分、何度同じものを見たことか。越えちゃいけないラインを越えない限りは勝手にやらせておこう。

「ちょっと休憩しましょうか。私、お茶淹いれてくる」

　結女が立ち上がったので、僕も便乗して立ち上がり、二人でキッチンに移動した。

　ジト目の視線が横合いから突き刺さる。

「……なんでついてくるの？」

「今のあの二人と三人にされたくない」

「今のあの二人を二人っきりにするほうがマズいと思うけど……」

　結女が振り返ると、取り残された東頭と川波が、何を話すでもなく睨にらみ合っていた。

　結女が棚の前で中腰になってティーポットを探し始めたので、僕はその頭の上に身を乗り出し、上の棚から茶葉の缶を取り出す。

「東頭さんはともかく、どうして川波くんまであんな感じなのかしら……」

「知らないほうがいい。君はとにかく、不用意な行動を控えるだけでいい」

　結女が差し出してきたティーポットを受け取り、茶葉の缶を開けた。

「はあ？　私がいつ不用意な行動をしたのよ」

「むしろ僕は、なんで東頭があんな感じなのかわからないよ」

　川波のほうは、今までの言動からなんとなく類推できる──今のヤツの行動は、なんというか、解釈違いを起こしたオタクのそれに近い。推しキャラが自分の考えとはまったく違う行動を取ったかのような。

　しかし東頭のほうは不可解だ。基本的に臆病な小動物である東頭いさなが、まさかこんなにも他人を敵視することがあろうとは思わなかった。

「あなたのことを取られると思ってるんでしょ。他に友達がいないから」

　電気ケトルに水を入れながら結女は言う。僕は茶葉をティーポットに入れながら、

「今は君と南さんもいるだろう？」

「それは……」

　結女はシュゴーッと鳴り始めたケトルを止めた。

「……もっとわかってあげなさいよ。思いやりが足りないわ」

「ふん。優しさが足りない女とどっちがマシかな」

「誰のこと!?」

　結女が持ち上げたケトルを、僕は一方的に奪い取った。

　茶葉を入れたポットの中に、熱湯を注ぎ入れていく。

「大体、僕と東頭のことをどうして君に口出しされなくちゃいけないんだか。東頭に過保護なのは君のほうだろ。何か共感するところでもあったのか？」

「……知らないかもしれないけど、友達を心配するのは人間として当然なのよ。共感するところがあるのは、まあ、否定しきれないけど……」

「ふうん。例えば？」

「例えば……」

「人に靴下を履かせてもらうフェチとか？」

「あれは別にっ──あっ！」

　反射的だったんだろう。

　結女の手が僕の腕を摑つかんで、結果、僕の手元が狂った。

　注いでいた熱湯が少し軌道を変えて、ティーポットを支えていた僕の指にかかる。

「──っつ！」

「ご、ごめん！　大丈夫!?」

　僕は慌ててティーポットとケトルを置いて、お湯がかかった手を振った。

　人差し指の先が赤くなっている。けどまあ、このくらいならすぐ水で冷やせば──

「ちょ、ちょっと見せて！」

　直後だった。何かを思う間もなく、事は起こった。

　お湯のかかった手を結女に摑まれ、引き寄せられ、かと思ったときには──

　ぱくっ。

　──と、僕の人差し指が、結女の口の中に入っていたのだった。

「──────っ!?」

　思考機能が全停止している間に、火傷やけどで敏感になった指先を、温かく、ぶにりと柔らかで、ぬるぬるに濡ぬれたものが包み込む。それが結女の舌だと理解が及んだときには、すでにしっかり、およそ五秒に亘わたって、僕の指を咥くわえた結女の唇を見つめてしまっていた。

「おっ……おいっ！」

「んえっ？」

　僕が慌てて手を引くと、引き抜いた指先から一瞬、つうっと唾液の糸が引いた。

　それがぷつんと切れるのを見ながら、僕は熱湯がかかったわけでもないのに熱くなった頰ほおをこする。

「き、君……何やってんだ……」

「えっ……だ、だって、怪我けがをしたときはこうだって、昔、お母さんが……」

「火傷は、舐なめるんじゃなくて冷やすんだよ……」

「……あ」

　結女の口がぽかんと半開きになって、そのまま硬直する。

　さっきの自分が、ただ男の指を舐め回したい女だったことに、ようやく気付いたか。

『私がいつ不用意な行動をしたのよ』って、この体たらくでよく言えた──

「──ほっほーう」

「──わーお」

　ただでさえ修復が遅れていた思考が、その声でさらなる機能不全を起こす。

　川波小暮と東頭いさなが、片やにやにや笑いを浮かべ、片やわざとらしく口に手を当てて、キッチンカウンターの向こうから僕たちを覗のぞき込んでいたのだ。

　ついさっきまで無言の睨み合いをしていた二人は、まったく同じトーンで言う。

「伊理戸さんって、意外とスケベだよな」

「結女さんって、優等生ぶってるくせにエッチですよね」

「なんでこんなときだけ喧けん嘩かしないのよっ!?　い、今のは気が動転してっ──！」

　結女が顔を真っ赤にして抗弁するのを後しり目めに、僕は流しで指を洗う。

　火傷の痛みや唾液と一緒に、肌に残った記憶も洗い流されてくれることを願ったが……まったくもって厄介なことに、今回は証人がいる。僕たちだけがなかったことにして、忘れたことにしたとしても、この二人が蒸し返してくることだろう。

　……まあ、不幸中の幸いだったのは、見られたのがこの二人だったことか。もし今の場面を彼女に見られていたらと思うと──




　──ガラリ、と庭に面した掃き出し窓が開いた。




「えっ？」「ん？」「ふえっ」「あ？」

　騒いでいた面子メンツまでぴたりと黙って、唐突に開いた掃き出し窓を見る。

　庭に張り出した縁側の上。

　そこに──小動物めいて小柄な、ポニーテールの、不法侵入者がいた。

「やっほー、結女ちゃん♪　助けに来たよー♪」

　彼女の──南暁月の笑顔を見るなり、ぶわっ!!　と背中に冷や汗が浮いた。

「川波ぃ～、こんなとこで、なぁ～にしてんのぉ～？　……それに、今さぁ～。結女ちゃんがスケベとかエッチとか、そんな声が聞こえたんだけどぉ～…………何があったわけ？」

　僕と川波の行動は早かった。

　ありとあらゆる荷物の回収を断念。着の身着のままリビングの出入り口を目指し、

「逃がすわけ────ないじゃん♪」







「──そういうわけで、東頭さんはもう伊理戸くんとは何ともないの。ただの仲がいい友達なの。そこに邪よこしまなものを見いだしているのはあんたの汚れた心なの。わかった？」

「……誰よりも汚れてる奴やつに汚れてるとか言われたくねー」

「あ？」

「うぐおおおっ!!」

　床にうつ伏せにされた川波の背中に、南さんの小さな足がめりめりとめり込んでいく。

　あの軽そうな体重でどうやったらあんな音が出せるんだ……。

　その隣に座らされた僕の背中に覆おおい被かぶさりながら、東頭が勝ち誇った声で言った。

「そうです。わたしと水斗君は誰よりも仲良しってだけです。そのチャラいナリで恋愛脳とか恥ずかしくないんですか？　これだから人の心の機微がわからない陽キャは」

「東頭さん、東頭さん。その恋人距離感で言っても全然説得力ないから。いったん離れて」

「ええ～？」

　不満そうな東頭を、結女が力尽くで僕から引き剝はがす。もう夏だっていうのにべたべたくっつかないでほしいものだ。君の胸はひどく蒸れる。

　南さんがぐるりと振り返り、お[image: ]りの視線を今度は東頭に送った。

「東頭さんもね、友達が他の友達と仲良くしてるからって文句言わないの。そういう友達依存の強い女子ってめちゃくちゃ嫌われるからね。陰口叩たたかれるからね」

「……み、水斗君は陰口とか言いませんもん……」

「わかんないよ？　知らないところで『あの女めっちゃうぜー』って言ってるかも」

「えっ……!?」

　東頭に縋すがるような目で見られたので、ご期待に応えることにした。

「この女めっちゃうぜー」

「あうあっ!?　……ご、ごめんなさいぃ～……」

　おっと、少々効きすぎてしまった。僕は縋りついてくる東頭の背中をぽんぽんと叩いて慰めてやる。

「頭も撫なでてください……」

「はいはい」

「鼻もかませてください……」

「はいはい」

「ハーゲンダッツ買ってください……」

「はいはい」

「過保護というか、もうただのパシリになってるんだけど」

　義妹が軽蔑の視線を送ってきたが、東頭のヤワな精神が無事でいられるなら安いものだ。

「……友達依存の強い女子は嫌われる、ねえ」

　ふと、川波が皮肉げに唇を歪ゆがめて、南さんに視線を送った。

　南さんは冷たい半眼になって視線を返す。

「……なに。言いたいことでもある？」

「いんや。言うまでもなさそうだからな」

「…………うざ」

　南さんはふいっと川波から顔を逸そらし、ポニーテールを尻尾のように揺らした。

「で……最後、伊理戸くん」

　膝に手を当てて中腰になり、南さんは座った僕を見下ろす。

「ひとつだけ質問に答えてくれるかな？」

「……なんだ？」

「興奮した？」

　あまりに直接な物言いに、僕は「ふぐっ」と変な息を漏らした。

「結女ちゃんに指ぺろぺろされて興奮したかって訊きいてんの。答えられないの？　答えられないくらい興奮したってこと？　ねえねえ。ねえねえねえねえねえ！」

「ちょ、ちょっと、暁月さん？　やめて？　私も恥ずかしいから！」

　結女にずりずりと引きずられていく南さん。「伊理戸くんのムッツリスケベーっ！　あたしは知ってんだぞーっ！　なんで伊理戸くんばっかりー！」などと叫んでいる。

「確かに水斗君も意外とエッチですよねー」

「根も葉もない噓うそを言うな、東頭」

「あむ」

　完全に唐突だった。

　隣に座った東頭が、僕の手を取って、その指先を口に含んだのだ。

　場の全員が愕がく然ぜんとする中で、東頭は指を咥えたままもごもごと喋しやべる。

「ほうでひゅか？　こーふんしまひゅか？」

「……いや、大型犬に懐かれてるような感じ」

「失礼な！」

　僕の指から口を離して、ばしばしと肩を叩いてくる東頭。やっぱりペットにじゃれつかれてるような感じが拭えなかった。

「……なるほどねえ」

　うつ伏せのままの川波が、そんな風に呟つぶやいたのが聞こえた。

「よっと」と川波が立ち上がる。めりめり言ってた背骨は大丈夫なのだろうか。

　僕はその顔を見上げて、

「帰るのか？」

「この面子じゃ勉強どころじゃねーしな。あのヤンデレ女も回収してくから安心しろ」

「誰がヤンデレだあ！　病んでるのはお前だ変態ーっ！」

「へいへい」

　結女が捕まえていた南さんを、川波はひょいっとお姫様抱っこで持ち上げた。「わっ」「おおー」と、結女と東頭が感心したような声を漏らす。

　南さんはなおも暴れていたが、川波は気にした風もなくリビングを出ていった。むしろ敷居を越える際、振り回した手が壁に当たって南さんのほうが悶もん絶ぜつしていた。

　一応、見送りに行くと、川波は玄関扉の前でこっちに──正確には、一緒についてきた東頭に振り返る。

「東頭、だったな──今日のところは見逃してやるぜ」

「何カッコつけてんだ！」

　南さんにぼこぼこ殴られながらも、川波はそのまま玄関を出ていった。

　東頭は僕の背中に隠れながら、閉じた玄関ドアにべーっと舌を出す。

「こっちの台詞せりふです。次はありませんよ」

「せめて本人に聞こえるところで言えよ」

　つーんとそっぽを向く東頭。……どんな人間にも相性の悪い奴はいるってことか。

　結女が緩く腕を組んで嘆息する。

「結局、川波君は何にこだわっていたのかしら……」

「……聞いたら、君は何か変わるのか？」

「え？」

　結女に怪け訝げんな目で見返されてから、口を滑らせたことにようやく気が付いた。

「いや……なんでもない」

　僕は視線を逸らして、東頭の背中を押す。

「それじゃあテスト勉強を再開するか」

「えっ!?　お開きなんじゃないんですか!?」

「川波が帰ったんだから、もう何の障害もないだろうが」

「い～や～で～す[image: ][image: ][image: ]っ!!」

　背中に結女の視線を感じたが、気付かないふりをして、僕は東頭を教科書とノートの前に座らせた。





◆






　その晩、川波からスマホに連絡があった。

『今日は悪かったな。騒がせちまって』

「まったくだ。二度とこんなことがないようにしろ」

『それは約束できねーぜ。あの東頭って女子はオレの敵だ。直感がそう言ってる』

　なんとも難儀な話だ。この難儀な連中が、どうやら僕を取り合っているらしいってところが、特に難儀な話だ。

『……ま、心配しなくても、別に何もしねーさ。ＲＯＭ専だからな。オレはただ、見ていられればそれでいい』

「わからないな。僕たちがそんなに面白いか？」

『面白い……さあ、どうかね。別に、手を叩いて爆笑したりはしねーんだけどな』

　僕の脳裏に過よぎるのは、南さんの顔だった。

　川波を見るとき、川波と話すとき、不意に過ぎることがある、苦痛を堪こらえるような顔。

　そういうとき……川波は決まって、皮肉めいた笑みを浮かべている。

「まさかとは思うが」

　言いかけて、やはりやめようかと考えて、しかし言い切った。

「──自分の未練を、僕たちで解消しようとしてるんじゃないだろうな？」

『違う』

　間髪入れずの、断言だった。

　スマホ越しでは表情はわからない。しかしそこには、あるいはこの男と出会って初めての、真摯な響きがあった。

『それは、違う。あまり……見くびってくれるなよ、伊理戸』

「……ああ、悪かった」

　不ぶ躾しつけな質問を謝って、僕は通話を切った。

　──観察者効果、という言葉がある。

　観察するという行為それそのものが、観察対象に影響を与えてしまうこと。

　もちろんこれは科学の世界の用語であって、普遍的な真理なんかではない──けれど、そう、多くの人間は、『自分がどう見られているか』ということに、どうしようもなく影響されてしまうものだろう。『無口な子だ』と言われる子供がますます喋らなくなるように──『カップルだ』と思われるほどそういう関係になろうとするように。

　まったくもって煩わしい、まるで鎖のような他者の視線。それに縛られずに生きられたなら、それはどんなに素晴らしいことだろうか……。

「……………………」

　僕はスマホを手に取り、東頭にＬＩＮＥを送った。

〈ちゃんと勉強してるか？〉

〈今、織お田だ信のぶ長ながが実は女だったことを学んでいる最中です〉

〈対象が多すぎて何でサボってるかわからん〉

　なぜか謎のドヤ顔スタンプを打ってくる東頭を見て、僕は頰ほおを少しだけ綻ばせた。







[image: 南暁月がはなしてくれない「結女ちゃん、トイレ行こー！」]










　今となっては若気の至りとしか言いようがないけれど、私には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼氏というものが存在したことがある。

　その関係が終わりに向かったのには、きっといろいろな原因が絡んでいたのだろうけれど、仮にひとつ、直接的な要素を挙げるとするのなら、私はすぐに答えることができた。

　友達。

　そう、私が友達を作ったことが、崩壊の始まりだった。

　中学二年の夏休みから三月までの半年間、私とあの男は、完全に二人きりの世界で生きていた。居心地のいい、いるだけで幸せになれる、誰の介在も許さない閉鎖された世界。それを、私は壊したのだ。

　何度でも言おう。

　私はその選択を、間違っていたとは思わない。

　私が友達を作らなければ、きっと私たちはまだ恋人同士でいられただろう──他の誰もいない二人っきりの世界で、おぞましくも乳繰り合っていたことだろう。だけど、恋人以外の世界を知ってしまった私の目には、それはやっぱり、不健全なものに映るのだ。

　それがもう少し、ほんの少し、健全なものであれば。

　私が、もしくはあの男が、もっと広い世界に生きていたら──もっと寛容であれば。

　──嫉妬なんか、しなければ──

　……今更、何を言っても詮ないことだ。

　ただひとつ確かなのは、私はもう知っているということだ──嫉妬する気持ちも、嫉妬される気持ちも、どちらも知っているということだ。

　せめてその経験を、今に活いかせればいい。

　そうすれば、あの黒歴史にもそのくらいの意味はあったのだと、慰めを得ることができるだろう──焼け石に水程度でしかないけれど。





◆






「──東頭ひがしらさん。そこ、計算間違えてるわ」

「えっ？　……あっ、ほんとです」

「めんどくさがらないでちゃんと途中式を見直さないとダメよ。テスト本番でも、終わったからってすぐ寝たりしないでね」

「ええ～」

　東頭さんは不服そうに、ストローに息を吹き込んでオレンジジュースをぶくぶくさせる。

　一学期の期末テストに向けてのファミレス勉強会だった。

　メンバーは私と東頭さん、そして──

「……………………」

　対面に座る暁あか月つきさんが、私と東頭さんをじいーっと見つめている。

　ストローでカチャカチャとコップの中を搔かき混まぜているけれど、すでにそこには小さくなった氷しか残っていなかった。

　手元にある教科書は、私の記憶が正しければ、勉強会が始まったときから一ページも進んでいない。暁月さんは前回の中間テストでもちゃっかり五十位以内に入っていて、私が教えることはほとんどないから、東頭さんを重点的に教えているのだけれど……。

「暁月さん……？　飲み物、もうないけど……」

「んー？　あ、ホントだー」

「……ねえ。何か訊ききたいことでもある？」

「いやいや、別にー？　大丈夫大丈夫。なんでもないよー」

「飲み物取ってくるね。何がいい？」と私たちに注文を聞いて、暁月さんはドリンクバーへと向かった。私はその小柄な背中を黙って見送る。

「うーん……」

「どうしたんですか、結ゆ女めさん？　お腹なか痛いんですか？」

「いえ……なんとなく、様子が変っていうか……」

　表面的には、いつもと変わらない。明るく元気な南みなみ暁月だ。

　だけどその裏に、ほんの少し硬さを感じるというか──棘とげを感じるというか。

　この雰囲気、どこかで……？

　首を捻ひねっていると、隣の東頭さんがおもむろにスマホを取り出した。

「ふー、休憩休憩」

「没収」

「ああーっ!?　女子高生の生命線がーっ！」

　ゲームは勉強が終わってからにしなさい。







　その翌日のことだった。

「結女ちゃん、トイレ行こー！」

　一限目が終わるなり、暁月さんが席にやってきて、ニコニコ笑顔でそう言った。

　そんなに大声で言わなくても、と私は思ったが、我が義弟はとっくに本の世界に沈んでいる。まあ、一緒に住んでいるのに、今更トイレに行くくらい隠すことでもない。

「うん。私もちょっと行きたかったから」

　中学の頃は、連れ立ってトイレに行く女子の気持ちがいまいちよくわからなかったけれど、今となってはその理由ははっきりしていた。

　男子の目と耳がない場所が女子トイレくらいしかないのだ。

　私は中三で友達ができるようになってからこっち、本来の女子という生き物が一日の間にどれだけの話題を消費するのかを知った。その中にはもちろん、異性に聞かれたくないものもあるし、衆人環視の状況では話しにくいものもある。そういう話題も、半閉鎖的な女子トイレでなら消費できるというわけである。

「──でさー、体育のときにさー──」

「うんうん」

「──ってことがあってー──」

「ええー！」

「──ありえないよねー──」

「それはちょっとねー」

　用を足した後、鏡の前で身み嗜だしなみを整えながら、暁月さんと雑談に興じた。まあ私はほとんど相あい槌づちを打ってるだけだったけど。よくそんなに次から次へと話すことを思いつくなあ。

　チャイムと同時に教室に戻り、二限目が始まり、そしてそれが終わる。

「結女ちゃん、トイレ行こー！」

　暁月さんがすぐに飛んできた。

　さ、さっきの今で？　まだ話し足りなかったのかな……？

　休み時間は勉強に使いたいのだけど……むげにするのも悪いし、ついていくことにする。

「──でさー──」

「うんうん」

「──ってことが──」

「ええー！」

「──ありえな──」

「それはちょっとねー」

　そして三限が終わった。

「結女ちゃん、トイレ行こー！」

　いくら何でも頻尿が過ぎるのでは。

　いや、もちろん目的は私との雑談なのだろうけれど、それにしたって飛ばしすぎなのでは。そもそも暁月さんって、こんなにトイレでたむろしたがる人だっけ……？

「ごめんなさい……。ちょっと勉強したいから……」

　復習したいところがあったので控えめに断ると、暁月さんは笑って手をひらひら振った。

「あー、そっか。ごめんね、大丈夫大丈夫！　頑張ってね！」

　そう言って、別の友達のところに向かっていく。

　しばらく見ていたけど……暁月さんは、私以外の誰も、トイレに誘おうとはしなかった。







「暁月さんがおかしい」

　私がそう切り出したのは、夜、自分の部屋にて、スマホに向かってのことだった。

　繫つながった通話の向こうにいるのは、一つ壁を挟んだ先に巣食う義弟である。お母さんたちに怪しまれないよう、夜に話すときはスマホを使おうという取り決めにしているのだ。

　水みず斗とはうんざりとした調子を隠しもせず、

『珍しくかけてきたと思えば何の話だよ。南さんがおかしいのなんていつものことだろ』

「どこがよ。どっちかといえば、あなたや東頭さん、川かわ波なみくんのほうがおかしいでしょ」

『価値観の相違だな……』

　私は枕をぎゅっと胸に抱きながら、覚えた違和感を言葉に変えていく。

「期末テストの勉強を始めた頃くらいからかしら。妙にベタベタしてくるっていうか……」

『それは前からだろう？』

「違うの！　全然！」

『まったくわからん』

　眉間にしわを寄せているのが目に浮かぶような声だった。

『というか、なんでそれを僕に相談するんだ』

「川波くん、暁月さんと幼おさな馴な染じみなんでしょ？　何かわからないかと思って」

『伝言しろってことか。……確かに、あいつなら何かわかるかもしれないが』

「でしょ？」

『でもな……うーん』

「どうしたの？」

『いや……ヤツは今、期末テスト対策で死にそうになっているんだ』

「あ」

『あんまり余計なことに頭を使わせたくないんだよ』

「そっか……そうよね」

　それは邪魔をするわけにはいかない……。元々、根拠も証拠もない、些さ細さいな違和感でしかないのだ。テスト勉強を邪魔してまで相談するようなことじゃない。

『まあ、南さんの様子が目に見えておかしくなったら報告しろ。真夜中にしつこく通話しようとしてくるとか』

「……誰がしつこくしたのよ」

『価値観の相違だな』

　こいつ、嫌いや味みを言わないと息ができないの？

　何か言い返してやろうと考えたそのとき、そういえば、と思い出したことがあった。

　私はくすりと口元を緩ませる。

「真夜中に通話で思い出したけど……そういえばぁ～、誰かさんもぉ～、一時期、しつこく毎晩スマホに──」

　──ブツッ。切られた。

　私は『通話終了』と表示された画面を見て、勝利の笑みを浮かべる。

　あのときは、確か……私に友達ができて一緒にいる時間が少なくなったから、嫉妬してたんだっけ？　今にして思えば、なんとも可愛かわいらしいことだ。

「……嫉妬？」

　ふと、思いつく。

　暁月さんの様子がおかしくなったのは、テスト勉強を始めてから──つまり、東頭さんの勉強を見るようになってからだ。

「……まさかね」

　私は自分で失笑して、スマホを充電スタンドに置いた。

　他にもたくさん友達がいる暁月さんが、私に嫉妬しているなんて──そんなの、自意識過剰にもほどがあるでしょ。







　──と、思ったのだけれど。

　暁月さんの行動は、それから日を追うごとにエスカレートした。

「……南さん」

「なに？　結女ちゃん」

「暑いんだけど……」

「あっ、ごめんごめん」

　暁月さんはようやく私の腕から離れてくれる。……と思いきや、ドリンクバーから冷えた水を持ってきてごくごくと飲み干し、また腕を絡め直した。

「体温下げたよ。これなら大丈夫？」

「……いえ……」

　そういうことじゃない。

　まったくそういうことじゃない。

　勉強のためにファミレスに来ているのに、これじゃあシャーペンも持てないでしょうと言いたいのだ。

　果たしてこれは友達同士の距離感なのだろうか。これじゃあまるで水斗と東頭さんなんだけど。……あれ？　じゃあいいのかな？　友達経験が少なすぎてわからなくなってきた。

「ふむーん。なるほど。百合ゆり営業ですか。さすが先生、最先端を行かれてらっしゃる」

　吞のん気きに言ったのは、言わずもがな東頭いさなである。今日は私の対面に座っていた。

「でも個人的には、そうやってベタベタするよりも、もっと微妙で複雑な距離感でいてくれたほうが捗はかどると言いますか」

「それはできない相談だねっ！　あたしと結女ちゃんは距離を測り合う必要もないくらい仲良しだから！　ね？」

「そう……ね？」

　まあ、仲良しなのは、確かだと思うけれど。

　暁月さんのほうからそう言ってもらえるのは、私としても、嬉うれしいんだけれど。

　それにしたって、私の認識と暁月さんの認識とで多少の齟そ齬ごがあるような──




「いくら仲良しでも、そんなにベタベタしてたら鬱陶しくないですか？」




　何気ない台詞せりふだった。

　じゅーっと、ストローでジュースを飲みながらの台詞だった。

　私と暁月さんの目が、一斉に東頭さんの無表情に集中する。

　言いたいことが三つあった。

　鬱陶しい、なんてセンシティブな単語を簡単に使うな、というのがまずひとつ。

　自分が水斗にどれだけベタベタしてるのか知らないのか、というのがもうひとつ。

　そして、今くらいジュースを飲むのをやめろ、というのが最後のひとつだ。

　──だけど、それらを私が口に出す前に、暁月さんが弾はじかれたように私の腕から離れた。

「え、……あれ……？　うそ、もしかして……」

　挙動不審に視線をあちこちに彷徨さまよわせながら、暁月さんは自分の両手をにぎにぎする。

　フォローしたほうがいい。

　すぐにそう思ったけれど、それを実行に移すには、言葉を選ぶ時間が長すぎた。

「ゆ、結女ちゃん……あたし、最近、めちゃくちゃトイレ誘ってなかった……？」

「え？　ええ……授業が終わるごとに、大体」

「一緒に歩いてるとき、ずっとくっついてなかった……？」

「ええ、まあ……大体？」

「ＬＩＮＥの量……普通より、めちゃくちゃ多くなかった？」

「……たぶん？」

　普通を知らないから『普通より』とか言われてもわからないのだけど、まあ以前と比べてという話なら、最近は多めだったような気がする。

「あー……あー……あはは」

　暁月さんは何かを誤ご魔ま化かすように笑うと、筆記用具や教科書をそそくさと鞄かばんに詰め込んで、席を立った。

「ごめん、結女ちゃん！　今日はちょっと帰らせて！　……ほんと、ごめんね」

　最後の声はか細く、まるで虫が鳴くようだった。

　暁月さんは、私たちの分までドリンクバー代をテーブルに置いて、足早に去っていく。

　東頭さんが依然としてジュースを飲みながらその背中を見送って……ぽつりと言った。

「……わたし、また何かやっちゃいました？」

「……どうやら、そうみたいね」

「…………ごめんなさい…………」

　東頭さんがわかりやすく落ち込んだので、とりあえずジュースを持ってきてあげた。







　それから、暁月さんのベタベタはだいぶ落ち着いた。

　もちろん突然話しかけてくれなくなったわけじゃなく、翌日は普通に挨拶をしたし、お昼も一緒に食べたし、帰りも一緒だった──以前と同じ距離感に戻っただけだ。

　ファミレスでの東頭さんのやらかしについては、

「昨日はごめんね！　東頭さんにも謝っといたから！」

　の一言で決着した──暁月さんが一方的に置いていった私たちの分のドリンクバー代も、普通に受け取ってもらうことができた。

　何もかも元通り。何事もなかったかのよう。

　だけど、なんでだろう──もやもやとした違和感は、まだ晴れていない。

　この違和感を追究したいのは山々だったのだけれど、状況がそれを許してくれなかった。

　期末テスト期間が、本格的に始まったのだ。

「よお、学年二位」

「……何よ、学年一位」

　夜。家の中。廊下ですれ違いざまに話しかけてきた水斗に、私は険のある声で返す。

「今回はずいぶんと余裕そうだな。目の下に隈くまがない」

「前だって別になかったでしょ。そっちこそ、川波くんに教えてる余裕なんてあるの？」

「僕は何につけても余裕を持って行動するようにしているんだ。根を詰めることしか知らない誰かさんと違ってな」

「ご心配なさらずとも、計画性を持って行動してます。テスト本番のおかしな思いつきで点を落とす誰かさんと違って」

「……………………」

「……………………」

　ちらりと視線を交わし合って、私は階段の上へ、水斗は洗面所へと足を向ける。

　……まったく。『前みたいな無理はするな』って、どうして素直に言えないわけ？

　今度こそあの男に引導を渡すため、私は無理のないスケジュールで勉強に打ち込んだ。

　そして、来たる期末テスト。

　中間のときのように寝不足になることもなく、万全のコンディションで問題に挑み──

「……あ……」

　期末テストの順位が貼り出された掲示板の前で、私は棒立ちになった。

　自分の名前を、一番下から一つずつ、一位ずつ確認して──ない、ない、ない──全然見つからなくて。

　最後の最後──一番上に、その存在を確認したのだ。




『１位　伊い理り戸ど結女』

『２位　伊理戸水斗』




「やっるうーっ!!」「首位奪還だーっ!!」

　周りにいた友達が次々に私を褒めそやす。

　一方の私自身は、まだ信じられないような気持ちだった。

　私の名前が、あの男の上にある。

　その光景が、なんだかふわふわと揺れて見えて……。

　……ああ。

　私は……なんだかんだで、まだ──あの男には敵かなわないのだと、思っていたのか。

　ふと、視線を横に振った。無意識のうちに、探した。

　果たして、見たかった姿は、人垣の外にあった。

　そばにいる川波くんが、慰めるような淡い笑みを浮かべて、ぽん、と彼の肩に手を置く。

　そいつはその手を、バシッとうざったそうに払った。

　そうして、その男はくるりと背を向けて──困ったように肩を竦すくめる川波くんをその場に置いて、無言で歩き去っていくのだ。

　その足取りは──いつもより、少しだけ、大股だった。

　……やった。

　やった──やった！

「ぃやっっっ──たあっ……!!」

　勝った！　勝った勝ったっ、勝った……!!　私が、あの男に!!

　胸の奥から湧き上がってくる喜びを嚙かみ締しめるように、私は両手をぎゅっと握り締める。

　見たか。見たか。見たかっ……!!　私はいつまでも、あなたの後ろにくっついている金魚のフンじゃない!!

　自分を限界まで追い込んでいた前回は負けて、東頭さんに勉強を教えていた今回は勝つなんて、なんだか皮肉だけれど──つまるところ、無理をするばかりが結果を出す方法じゃないということなのだろう。

　そういえば、東頭さんはどうだったのかしら？　五十位以内に入れてたりして……？

　さっきは自分の名前しか探していなかったので、改めて順位表を眺める。

　見たところ、東頭さんの名前は見つからなかった。さすがにそこまで点数を上げることはできなかったか……。次の目標は五十位入りね──

「──あれ？」

　順位表を眺めているうちに、違和感に気が付いた。

　中間のときはあった、暁月さんの名前がない。







「結女さん[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　大丈夫でしたあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　東頭さんが答案用紙を勝訴の紙みたいに掲げながら走ってきたのは、順位発表があってすぐのことだった。

　東頭さんはぐすぐすと涙を浮かべて、

「これで夏休みを補講に潰されなくて済みますよぅ。ありがとうございます[image: ][image: ][image: ]!!」

　ずいぶんな喜びようだけど、そんなにいい点数だったのかしら。

　そう思って点数を見せてもらうと、どれも平均点を少し下回っていた。

「……次はそれぞれ20点ずつ上げましょうか」

「えっ？　……い、いやあ～、そう何度もお世話になるのも申し訳ないですしぃ～……」

「まあまあ遠慮しないで」

「もう勉強したくないです～っ!!」

　東頭さんはぐずるけど、こんなにギリギリだと毎回苦労することになるし、すでに一学期の通知表は親御さんに見せにくい状態になっていると思う。

「ねえ、東頭さん。不ぶ躾しつけかもしれないんだけど……」

「ええっ。これ以上何を言われるんですか？　わたし、そんなにイジメたくなる顔してますか……？」

「それは、どちらかと言えばしてるけど」

「してるんですか!?」

「じゃなくて、こんなにギリギリの成績なのに、よくこの学校受けようとしたなって。受験、かなり背伸びしたんじゃない？」

　背伸びといえば、特に名門でも何でもない公立出身で、しかも特待生狙いだった私だってそうなんだけど……東頭さんは、それにも増してギリギリだ。受験はかなり苦労したんじゃないだろうか──この自堕落な性格でよく合格できたものだと思う。

「あー……それですか……」

　もじっと、東頭さんは軽く俯うつむいて、両手の指をくにくにと絡ませる。

「言いづらいなら、別に言わなくてもいいけど……」

「いえ……その、そういう時期だったと言いますか……いわゆる中二病と言いますか……」

「？」

「……頭のいい学校に行けば、話の合う人が見つかるかも、って、思ったんです」

　えへへ、と東頭さんは誤魔化すようにはにかんだ。

「わたしが周りから浮いちゃうのは環境のせいなんじゃないか、って……そう思ってたんですよ。まあ、入学してすぐに、『あー、単にわたしがコミュ障なだけだ』って気付いたんですけど。……ご、ごめんなさい、しょうもない理由で……」

「いえ」

　私はすぐに、緩く首を振った。

「しょうもなくなんかないわ。……たぶん、私も、わかる。この世のどこかに、自分をわかってくれる人がいるんじゃないか──って期待する、そういう気持ち」

「ほんとですか……？」

「もちろん。……それに、間違いじゃなかったじゃない」

「え？」

「頑張って受かったおかげで、暁月さんにも、あの男にも──私にも、会えたでしょ？」

　東頭さんはぱちぱちと何度か目を瞬まばたいて──

　ふにゃりと口元をかすかに緩め、くねくねと身体からだを揺らし始めた。

「えへ。うぇへへ。えへへへへへ……」

「ちょっと！　無言で照れないでよ！　私も恥ずかしくなってきた！」

　火照った顔を手団扇うちわで扇あおいでいると、東頭さんが「あれ？」と首を傾かしげる。先に照れたくせに復活早くない!?

「そういえば、今日は南さんがいませんね？」

「私たち、別にセットじゃないんだけど」

「そうなんですか？　わたしと水斗君程度にはセットだと思ってましたけど」

「それは相当ね……」

　いつの間にそういう認識になったんだろう。でも私自身、一番仲のいい友達は誰か、と訊きかれたら、暁月さんと答えるけど。

「実はさっきＬＩＮＥ送ったんだけど、返ってこないのよね。既読も付かなくて……」

「もしかして……この前わたしがやらかしたの、まだ怒ってるんですかね……？」

「そんなことないと思うけど。そっちにも連絡来たんでしょ？」

「そうなんですけど……大丈夫ですかね？　大丈夫ですかね？」

　心配しすぎ──と言ってしまいそうになるけれど、元人見知りとして彼女の気持ちはよくわかる。人との会話での小さなやらかしが、いつまでも気になって仕方がないのだ。

　彼女のためにも、暁月さんの顔を今日中に見ておきたいのだけれど──

「──なになに～？　あたしの陰口？」

「あわあっ！」

　東頭さんが素っ頓狂な声を上げて、びくんっとその場で飛び上がる。

　その背後からひょっこり顔を出したのは、他あらん、暁月さんだ。

「暁月さん、今までどこにいたの？　ＬＩＮＥ送ったんだけど」

「ほんと？　ごめ～ん、ちょっとぽんぽんがぺいんでさっ」

　それを聞いた東頭さんがほっと息をつく。

「なんだ、そうなんですか……。わたし、てっきり……」

「てっきり？」

「いえいえっ、何でもないならいいんです！」

「気になるな～」

　暁月さんはおどけた調子で言って、東頭さんに絡みついた。いやらしくわきわきさせた手を東頭さんの豊満な胸に近付けてからかい始める。

　それは丸っきり、いつも通りの調子だった。

　満足したのか、暁月さんは東頭さんから離れて、ぽんっと手を打つ。

「そうそう！　聞いたよ、結女ちゃん！　一位奪還したんだって？　おめでと～っ!!」

「ありがとう。暁月さんは──」

　努めて何気なく、私は訊いた。

「──期末テスト、どうだった？」

「あたし？　あたしはねぇ……」

　あはは、と暁月さんは誤ご魔ま化かすように笑う。

「今回はちょっと油断しちゃったかなあ。赤点ではないけどね」

「おや？　もしかして仲間ですか？」

　きらっと目を輝かせて、東頭さんが前のめりになった。

「東頭さんよりはいいんじゃないかな～。でも、こんなことならあたしも結女ちゃんに教えてもらえばよかったよ」

　それから暁月さんはちらっと私を見て、

「あっ、でも、迷惑なら別にいいよ？」

　それは、暁月さんが見せた、唯一の隙だった。

　固く固く築かれた『いつも通り』。そのわずかな間隙に垣かい間ま見みえた、小さな綻び。

　本当にいつも通りの暁月さんなら、そんな予防線、張ろうとはしないのだ。

　しれっと私から同意を引き出して、約束を取り付けるはずなのだ。

　なのに今は、何かに怯おびえて保険を掛けた。何を怖がった？　私に拒絶されること？　いや、違う。意図しない隙であればこそ、それは素直に言葉に出ている。

　そう──迷惑、と。

　……ああ、久しぶりに、思った。

　中学時代、彼氏を作っておいて、本当によかった。

　あの経験がなければ──私は、この隙には、気付けなかった。

「……いえ」

　確然と、私は首を振る。

「迷惑だなんて、そんなこと、全然ない。二学期はトップ10に入りましょう、暁月さん」

「ほんとっ？　ありがと～！　いやでもトップ10は無理かな～」

　あはは、と暁月さんはいつものように笑う。

　彼女は話してくれない。どれだけ話しても話してくれない。

　だから、こっちが勝手に察しよう。

　大丈夫──今の私なら、それができる。

　それからしばらく立ち話に興じた後、東頭さんが言った。

「じゃあわたし、首位陥落した水斗君を煽あおってきますね！」

「やめなさい。本気でキレられるわよ」

「それはそれでアリです！　それではーっ」

　東頭さんはぴゅうーっと図書室のほうへ消えていった。

　相変わらず、主張が少ないようでいて我が強い子だ。おどおどしているかと思えば空気を読まずに言いたいことを言うし──大人しい、のではなく、マイペース、と言うのだろう、彼女みたいな人は。

　二人、残されると、暁月さんがちらっと上目遣いに私を見て、もじもじしてみせた。

「……二人っきりだね」

「そうね。じゃあまた明日」

「鈍感か！」

　暁月さんが笑いながら私の肩を叩たたいて、私もぷすりと笑みを零こぼす。

　一学期、三ヶ月間。それだけの時間をかけて築き上げた、私たちの会話のリズム。

　別に何もしなくたって、この居心地のいい時間がなくなるわけではないのだろう。暁月さんは私やあの男みたいな不器用じゃない。私が多少の不作法をしても、自分が多少の失敗を晒さらしても、うまく取り繕って、うまく覆い隠して、次の日には『いつも通り』にしてくれる。

　でも──だからこそ。

　今日は私が、勇気を出すべきだと思うのだ。

「じゃ、帰ろっか。麻ま希きちゃんも奈な須す華かちゃんも今日は部活あるって──」

「──暁月さんっ！」

「んわっ!?　なになに？」

　暁月さんが驚いた顔をして振り返り、私の顔を見つめる。

　私は意を決して──生まれて初めての台詞せりふを、敢然と言い放った。

「……カラオケ、……行かない……？」







「お～。あたし、二人っきりで入るの初めてかも」

「そ、そうね。私も……」

「なんか緊張してない？」

　暁月さんはからかうように笑いながら、カラオケボックスの入口に立っていた。

　私が座るのを待っているかのように。

　私が入口から見て奥のソファーの右端に座ると、暁月さんはそこから一人分離れたところに小さなお尻を下ろした。

　ファミレスで、腕に絡みついていたことを思うと、明らかに遠い距離。

　東頭さんに指摘された後、彼女の心の中でどんな作業が行われたのか──

　何に気を取られて、テストの点数が下がったのか──

　──今となっては、あまりにも明らかだった。

　すう、はあ、と深めに息をする。

　私は口下手だ。言葉にしたってどうせ一割も伝わらない。そうだ、だから、人生で一番伝えたかった気持ちは、手紙にしたためて送りつけた。

　だから、私の気持ちを伝えるには──暁月さんの気持ちを伝えてもらうには。

　言葉ではなく……行動に、出す他にない。

「私ね……暁月さん」

　勇気をもって、私は告白する。

「実は、人前で、一人で歌ったこと……ほとんどないの」

「そうだっけ？　……あー、そっか。みんなと歌ったり、あたしとデュエットしたり……そういえば、そういうのばっかだね」

「うん……」

　私は端末を操作して、曲を入れた。

　マイクを手に取ると、暁月さんが「おーっ」と拍手をする。

　──中学の頃、合唱コンクールの練習などにおいて、特に私が力を入れていたのは、目立たないことだった。

　上手うまくなること、じゃない。

　それは失敗をして悪目立ちしないための手段でしかない──下手に上手くなりすぎても、やっぱりはそれはそれで、変に目立ってしまうのだから。

　人の輪から外れるのが嫌だった。

　周囲から浮いてしまうのが嫌だった。

　常に誰かの中に紛れていなければ、どうしようもなく不安だった。

　こんなに不出来で、不器用で、不格好な私の声なんか……できれば、誰にも聞いてほしくなかったのだ。

　だけど。

　ああ──何度もあった。何度も何度も何度もあった。

　うまくいかなくて、もどかしくて、悲しくて、つらくて、寂しくて──何でもいいから、誰でもいいから、この気持ちを、私という存在を、ただただ叩きつけたいというとき。

　そう。……私にだって、叫びたいときくらい、ある。

　野や暮ぼったい地味女でも、才色兼備の優等生でも、そんなキャラクター、全部かなぐり捨てて──喚わめき散らしたいときだって、あるのだ。

　そういうとき、誰にそばにいてほしいと思うだろう？

　伊理戸水斗？　東頭いさな？

　いいえ……どっちもちっとも、しっくり来ない。

　そうだ。

　そういうとき、私の叫びを聞いてほしいと思うのは──




「──────っ──────っっっ!!!!」




　私はお腹なかの底から声を絞り出して、握ったマイクに叩きつけた。

　私の感情が、狭いカラオケボックスを満たす。

　それは苛いら立だちだった。かつて、身に覚えのない嫉妬をされたとき、ちっとも察することができずに、彼に謝らせてしまった私への。

　それは決意だった。眼鏡を外し、髪を下ろしたときに誓った──あのときと同じことは二度と繰り返すまいと。

　言葉にはしない。

　叫んだ歌詞は、私の気持ちとはまるで関係がない。

　それでも、それでも……それは、心を曝さらけ出す歌だった。

「──……っはあ……はあっ……──!!」

　歌い終えた頃には、肩で息をしていた。

　喉もちょっと痛い。普段、大声なんて全然出さないくせに、いきなり無理をしすぎた。

　けれど……何だか、頭の中に掃除機をかけたみたいに、清すが々すがしい気持ちだった……。

「……結女ちゃん……」

　啞あ然ぜんとした風に私を見上げる暁月さんに、淡く笑いかける。

「暁月さっ──げほッげほッ！　ちょ、ちょっと待って……」

「だ、大丈夫っ!?　お水お水！」

　暁月さんから水をもらい、一気に飲み干した。

　ふうと息をついて、糸が切れたように暁月さんの隣に座って、ようやく人心地つく。

「ありがとう……」

「う、うん。別にいいけど。どうしたの？　今日は、なんていうか……」

「下手だったでしょ」

「え」

　一瞬、口を開けて固まった暁月さんを見て、私はくすくすと笑った。

「誤ご魔ま化かさなくていいのよ？　いつもみたいに」

「え……っと……」

　迷ったように曖昧な表情になった暁月さんを横目に、私は手の中のマイクを見下ろす。

　もちろん、上手いはずがないのだ。ろくに歌ったことなどないのだから。

　黙っていれば、暁月さんはうまく誤魔化してくれただろう。取り繕ってくれただろう。この場に他の人間がいたとしても、うまいこと場を盛り上げてくれたに違いない。

　だけど……。

「私はね、暁月さん──友達だから秘密はなしなんて言うつもりはないの。話せないことの一つや二つ、誰にだって、どんな関係にだってあって然しかるべきだし……むしろ、あんまり何でもかんでも話されても困っちゃうしね」

「……うん。そうだね」

「でもね」

　暁月さんの顔を見つめる。

「私、暁月さんが一人で歌ってるところも、見たことないわ」

　カラオケに来るとき、暁月さんは常に誰かと一緒に歌っていた。

　ムードメーカーで、率先して場の空気を暖めているから気付きにくいけれど……同じことをしていた私の目は、誤魔化せない。

　固まって、何も答えない暁月さんに、私はさらに続ける。

「どうしてなんて訊きかない。私だって言わないし。でも──」

　私にとって、南暁月がどういう存在なのかを、はっきりと示すために。

「──少なくとも、今。私は、あの男にも、東頭さんにも聞かせたことのない歌声を、あなたに聞かせたわ」

　私は、マイクを暁月さんに差し出した。

　もちろん、意図は明白である。

　他人に胸の内を明かしてもらうには、まず自分の胸の内を明かすこと。

　それが私の、人生最大の成功体験にして、人生最悪の失敗体験から学んだ、一番の教訓。

　暁月さんは何秒かの間、差し出されたマイクを黙って見下ろしていた。

　けれど、不意に。

　困ったような、呆あきれたような、いつもとは全然違う笑みを、滲にじませる。

「……ずるいなぁ。ほとんど脅迫じゃん」

「ごめんなさい」

「いいよ、結女ちゃんなら」

　少しも躊躇ためらわず、快活に、暁月さんは言って──マイクを握った。

　すっくと立ち上がり、マイクを自分の口に向けて、私のほうに振り返る。

「訊かないって言ってくれたけど、あたしが人前で歌わない理由、教えてあげる」

　エコーのかかった声で言い、暁月さんは不敵に笑った。

「イキってると思われちゃうから。──参考にしてね、結女ちゃん？」

　そして披露された暁月さんの歌声は──どこまでも広がる蒼そう穹きゆうのような、絶句するほどに美しいものだった。





◆






「ぶはっ！　ぶはっはっはっはっはっ!!　そっ、それはヤバいでしょー、結女ちゃん！　トランクス盗んじゃったんでしょ!?　へっ、変態じゃん……！　あはは！」

「ぬっ、盗んだんじゃないの！　拾ったの！　おっ、男の人の下着なんて見たことなかったし……暁月さんもそうだったでしょ!?」

「ええー？　いやいや、あたしはほら、アイツがいたし。いつ毛が生えてきたかまで知ってるのに、下着くらいねえ、今更って感じ？　ってかたまにお互いの家で洗濯してるし」

「えっ？　アイツって川波くん？　……え、そういう関係？」

「いやいやいや！　昔は一緒にお風呂入ってたってだけ！　昔って言っても中学までだけど」

「中学まで!?　そういうの普通小学生までじゃない!?　だ、大丈夫だったの……？」

「あー、まー、大丈夫といえば大丈夫だったし、大丈夫じゃないといえば……的な？」

「いっ、意味深……！」

　にやにやと悪戯いたずらっぽく笑う暁月さん。お、幼おさな馴な染じみってそういう感じなんだ……。へえー……へええー……。

　歌い疲れた私たちは、カラオケボックスの時間を延長して、雑談に花を咲かせていた。最初はお互いの身近な男子への愚痴だったんだけど、密室で女子だけという状況からか、いつしか猥わい談だんじみてきて……勢い余って、墓まで持っていくはずの下着事件のことまで喋しやべってしまった。だ、黙っててもらわないと……。

「部屋、伊理戸くんと隣同士なんだよね？　ヤバい音とか聞こえてきたりしないの？」

「……ヤバい音って？」

「そりゃまあ、オブラートに包んで言うと……ＡＶの喘あえぎ声だよね」

「オブラートが薄い!!」

「あはは！　いやさー、中学の頃、黙ってアイツの家に上がり込んだことがあって──」

　暁月さんの生々しい話にドキドキしていると、あっという間に時間が過ぎ去った。

　カラオケボックスを出た頃には、長いはずの夏の太陽がすっかり沈んでしまっていた。

「うわっちゃー。完全に夜じゃん。結女ちゃん、お家うち大丈夫？」

「ええ、たぶん……。お母さんに連絡入れたから。でも晩ご飯もあるし、もう帰らないと」

「そっかぁ……」

　溜ため息をつくような調子で呟つぶやいて、暁月さんは夜闇を照らす街を眺める。

　何を見ているんだろう。今日の思い出？　それとも──

　私のそんな思考は、スマホの着信音に遮られた。

　画面を見るまでもなくわかる。水斗だ。

　普段なら無視することもあるけれど、帰りが遅くなっているから、さすがに出ないわけにはいかない──私は通話状態にしたスマホを耳に当てる。

「もしもし？」

『……今、どこだ？』

　聞き慣れた声が、ほんの少しだけ固かった。

「暁月さんとカラオケ出たところだけど。これから帰るわ」

『ふうん……』

　自分から訊いたくせに、何なのその気のない返事は？

　だけど、さっき愚痴を言い倒したおかげだろう、さほどイラつくこともなかったので、私は少し笑ってこう返してやる。

「もしかして、心配した？」

『……べつに』

「あるいは……私が、誰かとデートでもしてると思った？」

『……………………』

　おっと。手応えアリ。

　と思ったのだけれど、

『だったとしたら、そっちのほうが心配だな』

「え？」

『相手に、君が迷惑をかけてないかってさ』

　……相変わらず減らない口だ。

　いつもなら私が怒って終わりの場面だった。だけど──私は、隣の暁月さんを見る。

「……その心配には及ばないわ」

『ん？』

「少しくらいの迷惑なら、大丈夫な相手だから」

　それを聞いた暁月さんは、ぱちぱちと目を瞬まばたいた後──にまあ～っ、と嬉うれしそうに笑う。

　それから、ぴょんっと私の首に飛びついて、スマホに向かってこう叫んだ。

「そういうわけだから！　ごめんね、伊理戸くん！」

　まさにそのタイミングで、まるで示し合わせたみたいに、私は通話を切る。

　私は暁月さんの顔を見た。

　暁月さんも私の顔を見た。

　数秒、見つめ合って──ぷっと噴き出す。

「あはっ！」

「あははは！」

「あはははははははははっ!!」

「あははははははははははははははははははははっ!!」

　むやみにおかしくなって、やたらに笑い合いながら、私たちは家路を歩いた。

　明るい夜の雑踏に、私たちは二人きり。

　二人とも制服だから、もしかしたら補導されるかも。

　それはさすがにシャレにならないけど──まあ、その辺りは、きっと暁月さんが何とかしてくれるだろう。

「もうすぐ夏休みだけど、どうしましょうか」

「そうだねー。とりあえず、結女ちゃんがナンパされそうなとこはパスねっ！」
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　返す返すも身の毛のよだつ事実だが、オレには中学三年の頃の一時期、いわゆる彼女ってもんが存在したことがある。

　家庭的で献身的で、体格こそ小柄だが、見てくれは充分美人の域──もし百人に自慢すれば、まあ七十人くらいは羨ましがるだろう。そういう恋人が、かつて確かに存在した。

　いきなり何を惚のろ気けてやがるんだコイツは、と思ったか？

　まあまあ、ちょっとだけ待ってくれ。これから語る話を最後まで聞いても、果たして同じ感想を持てるかな？

　予言する。

　きっとあんたは手のひらを返すだろう。

　そうでなければ──かつてのオレが、浮かばれない。







　──こーくん。冷蔵庫に入れておいたプリン、食べた？

　欠伸あくびが出るくらいありふれた、日常の一幕だった。

　付き合い始めて間もなかった頃。特段、生活が変わることもなく、いつものように放課後をオレの家で過ごしていたら、あいつがそんな風に言ってきたのだ。

　プリンを、冷蔵庫に入れておいたらしい。

　そしてオレの脳内には、いつの間にかあったプリンをぺろっと平らげた記憶があった。

　まだ元気があったこの頃のオレは、慌ててソファーから立ち上がった。

　──悪い！　すぐに新しいの買ってくるから……！

　──……いいよ。あたしの分はもうあるから

　そう言って、そいつは冷蔵庫の中から未開封のプリンを取り出す。

　そういえば、オレが見たときにももう一個あったっけ？

　──なんだ。二人分あるんじゃねーか

　──……まーね

　そいつはダイニングテーブルに座ると、ビリリと荒々しくプリンの蓋を破り、ぱくぱくと食べ始める。

　オレとは決して目を合わせようとしない。顔がむくれて見えるのは、たぶんプリンを頰ほお張ばっているからではないだろう。

　──……なら、なんでそんなに怒ってるんだ？

　──怒ってないよ

　明らかに硬い声音だったが、結局そのときは、どうして怒っているのかわからず仕じ舞まいだった。

　それから、その日の夜、晩飯の席でのことだ。

　──いただきっ！

　そいつがオレの皿から素早く唐揚げを取っていく。

　──お、おいっ！　何すんだ！

　──何怒ってんの～？　食い意地が張ってるなあ。そんなに食べたかったわけ？

　箸で摘つまんだ唐揚げを軽く振りながら、その女は意地悪く笑った。

　これはもしかして、プリンのときの仕返しか？

　ピンと来たオレは、少しだけ不機嫌になって、ぶすっと横を向く。

　──人に物取られたら、誰だってムカつくんだよ

　──それじゃ、返してあげる

　箸に摘ままれた唐揚げが、ずいっとオレの口元に運ばれてきた。

　──ほら、あ～ん♥

　──……………………

　オレはそれを見て、まさか、と真実に思い至る。

　──……昼間のプリン

　──んー？

　──もしかして……これがやりたくて買ってきたのか？

　だから、先に一人で食べたのに怒ったのか？

　その女は──暁あか月つきは。

　にやあ、と猫みたいに笑って、からかうようにこう言った。

　──さあ、どうだろね？

　ああ……思い返すたび、背筋が凍る。

　身の毛がよだつ。肌が粟あわ立だつ。

　これが、きっと最初の切っ掛けだったのだ。

　このときは、まだ微笑ほほえましい、恋人同士のじゃれ合いだった。

　だけどいつしか、あいつがオレの口に箸を運ぶのが当然になり。

　オレが自分で箸を使うことのほうが珍しくなり。

　ついには──オレの前には、箸が用意されなくなるのだ。

　川かわ波なみ小こ暮ぐれは一度死んだ。

　だっていうのに、どうしてこんな思い出が、まだしつこく残っていやがるんだ？
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「───……………………ッッッ…………………………!!」

　全身を気持ち悪い汗でぐっしょりと濡ぬらして、オレは朝の目覚めを迎えた。

　……また、あの頃の夢かよ。

　カーテンの隙間から射さす光に手をかざす。清らかな朝日が悪夢の記憶を洗い流してくれることを期待したが、悪夢ってのはタチが悪いもんで、カレーの染みのようにしつこく残ってしまう。

　オレはスウェットの袖をめくり、自分の腕を確認して、眉をひそめた。まるで岩に貼りついたフジツボみたいに、大量の蕁じん麻ま疹しんが肌を覆っていたのだ。

　まったくもって、最悪の目覚めだった。

　沈んだ気分で自分の部屋を出ると、ダイニングテーブルには目玉焼きがひとつ、ラップして置かれていた。『帰りは遅くなります。夜は適当に食べてください。母より』という使い回しの置き手紙も添えて。

　いつも通りの朝の風景だった。

　悪夢のおかげで、意識だけは冴さえている。オレは食パンをトースターにセットすると、いったん自室に戻って手早く制服に着替えた。

　焼き上がったパンと冷え切った目玉焼きを口に突っ込み、牛乳で腹の中に流し込むと、洗面所に行って身なりを整える。

　鞄かばんを持って玄関を出たのは、午前八時四十分のことだった。

　マンションの廊下に出ると同時に、隣の部屋のドアが開いた。

　中から出てきたのは、オレと同じ高校の制服を着た女子である。

　身長一五〇センチにも満たないそのチビは、オレに気付くなりじろりと流し目で視線を投げてくる。

　オレもじろりと視線を返して対抗した。

「……………………」

「……………………」

　挨拶は、スパイス程度の敵意を織り交ぜた、その視線だけ。

　ポニーテールがふいっと揺れた。

　時を同じくして、オレも視線を逸そらした。

　飾り気のないマンションの廊下を、前後に並んで歩く。エレベーターホールに辿たどり着くと、二基あるうちの片方が、オレたちを迎え入れるようにドアを開けた。

　オレはそれに乗る。

　チビ女は乗ってこない。

　数秒遅れて開いたもう一基のエレベーターに乗り込んで、姿を消した。

　エレベーターのドアが閉じ、完全な密室となってから、オレはようやくリラックスした。

　白々しい灯あかりに照らされた低い天井を見上げて、重苦しい溜ため息を吐き出す。

　──ラブコメに憧れる全国一千万の男子たちよ。もしオレの声が聞こえているのなら、これだけは肝に銘じてくれ。

　隣の家に住む幼おさな馴な染じみと付き合うのだけは、絶対にやめておけ。







　隣の部屋に住む南みなみ暁月は、オレにとってきょうだいみたいなものだった。

　今時の日本人は大体そうなんだろうが、オレたちの親は双方ともに仕事で家を空けがちだった。朝は早く、夜は遅い。それなりに自立心が芽生えた小学生の頃には、一人きりで留守番を任されるようになっていた。

　そんな状態で、隣の部屋に同年代の子供がいる──

　仲良くなるなというほうが難しかった。

　両親がいない間、オレたちは互いの家に入り浸り、遊んだり、喋しやべったり、料理や洗濯なんかの家事をしたり、あるいは何もしなかったりした──そんな生活が何年も続いた。

　そして、中学生になる。

　思春期ってヤツが到来する。

　恋愛感情を持つなというほうが、それもやっぱり、難しかったんだろう。

　中学三年の頃に、オレたちの関係は幼馴染みから恋人に変化した。

　最初は、そりゃあ楽しかったさ。人生で初の彼女だ。それも幼い頃からずっと一緒で、実はほのかに好きだったりした幼馴染みだ。

　物理的な距離が近いのもあって、オレたちは四六時中イチャついた。家にいる間なんか一秒も離れることなくピッタリとくっついて、『トイレ行きたいから離れていいか？』っつったら『やだ。一緒に行く』って言われるくらい、吐き気を催すバカップルになった。

　でもさ、そんなもん、長続きするわきゃあねーだろう？

　べたべたべたべたくっついてるのが楽しいのなんて、せいぜい最初の一ヶ月くらいだろう？　トイレに行くだけのことで愚ぐ図ずられるなんて、冷静に考えて鬱陶しいだろう？　しばらく経たって頭が冷えたらいい感じに距離を調整して、プライバシーの線を引いて、節度を持って恋人関係を楽しめばいいはずだろう？

　しかし、南暁月の辞書に、『節度』の二文字はなかった。

　あの女は、一ヶ月経っても、二ヶ月経っても、半年経っても、四六時中オレにへばりついていた。外を歩けば腕を絡ませ、家に帰れば膝の上に座った。

　そのうえ、以前は分担していた家事を一人でやるようになった。

　オレの食事は全部あいつが用意するようになった。

　オレの食生活は０・１キロカロリーに至るまであの女に掌握された。

　オレが着る服は毎日あいつが選んだ。

　髪の長さを一ミリ単位で調整された。

　風呂では背中どころか全身を洗われた。

　朝はあいつの『おはよう』で起き、夜はあいつの『おやすみ』で寝た。

　至れり尽くせりのイチャラブ生活？　馬鹿を言え。

　こんなもん、ただのペットだ。

　あいつにとって、オレは彼氏ではあっても人間じゃあなかったんだ。

　結果として、オレは体調を崩した。

　胃に穴を空けて入院した。原因はストレスだった。

　病室に見舞いに来たあいつに、オレは目一杯の罵声を浴びせて、あいつは泣き崩れた。

　そうして、オレたちは恋人じゃなくなった。

　幼馴染みでもなくなった。

　隣の部屋に住んでいるという地理条件だけが残った。

　知ってるか？　日本語には、この状態のことを端的に言い表せる言葉がある。

　そう──生き地獄だよ。







「あっ……川波っ、おはよっ！」

　教室に入ると、クラスメイトの西にし村むらに声をかけられた。

　オレは我ながら世渡りが上手うまいほうで、この私立洛らく楼ろう高校でも相当数の知人を得るに至っている。その中には女子も多数含まれるが、西村は中でも話す機会の多いほうだった。

「おお、西村。おはよう。……ん？　今日、いつもとシャンプー違うな」

「うえっ!?　わっ、わかんの!?」

「ま、いつも嗅いでっからな」

「あはは！　きも～っ！」

　明るく笑いながら、西村は肩をばしばし叩たたいてくる。オレもそれに合わせて笑った。

　すると、である。

　西村が、自分の髪先を指でそっと摘まんだのだ。

「……でも、ちょっと嬉うれしいかも」

　斜め下に逃がした視線。

　愛いとおしげに自分の髪を触る指先。

　はにかんで緩んだ唇。

　何より、ほのかに赤らんだ耳。

　それらを見て取った瞬間、ぞわぞわぞわっ、という悪寒が全身に巡った。

「……わ、悪わり。ちょっとトイレ」

「えー？　家で出してこいよー」

　気安い笑い声に、さらに悪寒が加速する。

　オレはどうにかそれを隠しながら、大急ぎで教室を飛び出し、男子トイレに駆け込んだ。

　早朝だからか、他に人はいない。オレは洗面台の前に立つと、恐る恐る、鏡に自分の腕を映した。

　そこには、予想通り、大量の蕁麻疹があった。

　……っくそ。

　蛇口を捻ひねって水を出し、ばしゃばしゃと顔を洗った後にうがいをする。ただの気休めだが、それこそが重要で、水の冷たさが徐々に悪寒と蕁麻疹を洗い流してくれた。

　中学の頃の経験は、オレにとって深い深い心の傷になった。

　その傷は『恋愛感情アレルギー』とでも言うべき体質に姿を変えて、未いまだにオレを苦しめている。戦場帰りの人間が大きな音を聞くと錯乱するのと似たようなもので、少しでも女子からの好意を感じると身体からだに不調を来たしてしまうのだ。

　オレはたぶん、もう二度と恋愛ができない。

　だが、そこについてはさほど恨みを持っていなかった。

　むしろ感謝しているくらいだ。あの経験とこの体質によって、オレは高校生にして早くも、人生に関するひとつの真理に辿り着いたのだから。

　すなわち──恋愛はするものではなく見るものである、と。







「ほら」

　昼休み。それは唐突に起こった。

　オレのクラスメイトにして友人である伊い理り戸ど水みず斗とが、自身の義理のきょうだいである伊理戸結ゆ女めの机に、紅茶の紙パックを置いたのだ。

「これで文句ないか」

　どこか挑むような声に、伊理戸さんはじろりと睨ねめ上げる。

「……なんであなたがそんなに不満そうなわけ？　気分悪いんだけど」

「いらないんならいいぞ。また僕が飲む」

　そう言って伊理戸水斗が紅茶に手を伸ばしたが、その前に伊理戸さんが、慌ててはしっと紙パックを摑つかんだ。

「私は、一言足りないんじゃないのって言ってるの！」

「……誠意は見せてるだろ」

「言葉で見せなさいよ、言葉で！」

「言葉で納得しなかったのは君のほうだろ」

　伊理戸はごそごそと制服のポケットを探ると、じゃらりと三枚の硬貨を机に置く。

　五〇円玉が一枚に一〇円玉が二枚。しめて七〇円である。

「ほら。利子だ」

「はあ!?　ちょっと──」

　呼び止める伊理戸さんの声を無視して、伊理戸は自分の席に着き、弁当を広げた。

　お得意の没交渉バリアーだ。

　これにはさしもの伊理戸さんも何も言えなくなって、

「行きましょう！」

　憤然と長い黒髪を翻し、友人たちと一緒に教室を出ていったのだった。

「何？　どしたん？」「さあ……？」

　教室内に、困惑の声がさざめく。

　伊理戸水斗と伊理戸結女のきょうだい関係については、入学直後にあったちょっとした騒ぎのこともあって、アンタッチャブルになっているような雰囲気があった。特に水斗のほうの孤高ぶりがすげーからな。二人とも異常に成績がいいっていうのもあって、触れがたく思うのもむべなるかなってところだ。

　まあ、その雰囲気は半分くらい、オレが作ったんだが。

　だから外野連中には、今のやりとりの意味するところがよくわからなかったんだろう──しかし、オレほどにもなれば、事情に当たりをつけるのは容易だった。

　オレは無言で弁当を食べている伊理戸に近付く。

「あんたさあ……もうちょっと言い方ってもんがあるだろ」

「……何の話だ」

　ぶっきらぼうに答える伊理戸。

『また僕が飲む』『利子だ』──これらの言葉から察するに、たぶん、伊理戸さんが買った紅茶を、こいつが飲んでしまったってところだろう。一つ屋根の下で暮らしていればよくあることだ。それをさっき、利子をつけて返却したのだ。

「七〇円ねえ……」

「……なんだよ、鬱陶しいぞ、川波」

　思わずにやついてしまったので、オレは手で口元を覆った。

　利子七〇円──これはお釣りだ。

　あの紅茶を校内の購買部で買うと一三〇円──二〇〇円払って買えばお釣りが七〇円。

　この線の細い文学美少年は、昼休みが始まるなり、紅茶が売り切れる前に急いで購買部に走ってきたのだ。伊理戸さんに謝る、そのために。

　あの紅茶ならコンビニにも売ってんだから、登校ついでに買えばよかったのにな。それをしなかったってことは、午前の授業の間、ずっと謝るべきか意地を張るべきか迷っていたんだろう。だから肝心なときにあんな態度になっちまって──くっくくく！

　胸の奥から湧き起こる幸せな気持ちに浸りながら、オレは昼飯の菓子パンをむしゃむしゃと頰ほお張ばった。

　オレは恋愛ＲＯＭ専。

　他人の恋愛や、それ未満の微妙な関係性を観察するのを生いき甲斐がいとする男。

　歴はまだ短いが、今までいろんな二人組をＲＯＭってきた──リア友から動画サイトの配信者まで分け隔てなく。その中でもこの二人──伊理戸水斗と伊理戸結女は、とりわけオレの琴線に触れた。

　この二人を見守りながら死ねるのなら、オレは本望だ。バイト代を課金するのだって厭いとわねー。自分を着飾るよりも、伊理戸を着飾って伊理戸さんの反応を見るほうが何億倍も楽しいからな。

　ああ、今日も飯が美味うまいなあ！

「……ん？」

　弁当の蓋を閉じた伊理戸が、不意に何かに目を留めて立ち上がった。

　どうしたんだ？　いつもならこのまま読書タイムなのに……。

　伊理戸が歩いていく教室の入口を見やる。と、

「何っ……!?」

　ほかほかしていた気持ちが急速に冷やされ、オレは思わず腰を浮かせた。

　戸口からひょっこりと顔を出し、教室の中を窺うかがっている、一人の女がいる。

　見間違いようがない。あの無駄に育ったでけえ胸は──東頭ひがしらいさな！

　先月くらいから伊理戸に近付いているお邪魔虫……なんでここに？　お前が伊理戸と会うのは放課後の図書室のはずだろうが！

　水斗×結女派のオレとしては忸じく怩じたる思いだが、伊理戸にとって、東頭と放課後に会うのはもう習慣化してしまっているらしい。

　さしものオレも日常の習慣を妨害することはできないし、何より伊理戸本人が怒りそうなので、放課後に関しては見逃していた──たかが放課後の交流程度で、クラスでも家でも一緒の伊理戸さんに勝てるとは思えなかったしな。

　そのはずだったのに──昼休みに何の用だ？

「どうした、東頭？」

　伊理戸さんに接するときよりも柔らかな口調で、伊理戸が東頭に話しかける。それは恋人とか友達ってよりも、むしろ妹とか、親戚の子供に対するもののように聞こえたが、これはオレの願望なのか？

「あれ、伊理戸の彼女？」「えっ、おっぱいでかっ……」「は？　伊理戸さんと一緒に暮らしてる上に彼女持ちかよ!?」「へえー、なんかお似合いじゃない？」「おっぱいでかっ」

　うるせーな外野ども!!　彼女じゃねーよ!!　好き勝手言ってんじゃねえ!!

　当人たちには教室内に飛び交うデマは聞こえていないようだった。

　東頭が伊理戸の顔をちらりと見上げて、もじもじとスカートの前で手を擦すり合わせる。

「あの、その～……何だか、水斗君が落ち込んでるって聞きまして」

「僕が？　一体誰に」

「黙っといてって言われてます」

「……君の交友関係の中で、そんな風に言うのは一人しかいないな」

　まさしく、その通りだった。

　オレの頭の中には、一人の女の姿が描き出されていた。

「別に落ち込んでなんかいないんだが……まあ、ちょうど昼食も済んだところだ。図書室にでも行こうか」

「はいっ！」

　二人は楽しそうに何か話しながら、図書室の方向に歩き去っていく。

　オレは廊下に出て、その背中を呆ぼう然ぜんと見送った。

　なんてこった……。この昼休みは、さっきの紅茶の一幕で充分だっただろ？　こんな蛇足はいらなかっただろうが！

　ふと、背筋に悪寒が走った気がした。

　それに導かれるようにして、オレは背後を振り返る。

　南暁月が、そこに立っていた。

　にやにやと、まるで勝ち誇るような笑みを浮かべて。







「てめえ……！　どういうつもりだ……！」

　人ひと気けのない校舎裏に南暁月を連れてくると、オレはその小柄な体たい軀くを校舎の壁に押さえつけ、間近から睨にらみつけた。

　普通の女子なら怯おびえるところだが、暁月は眉をひそめて鼻を摘つまむ。

「息臭いから近寄らないでよ」

「はあ～っ……！」

「うわっ！　もうサイアクっ！」

　口臭のケアは欠かしていない。だから臭くなんてねーはずだが、暁月はぐいっとオレの胸を押しのける。もちろん退どいてなんてやらない。

「宗旨替えか？　伊理戸と結婚して伊理戸さんの義妹になるんじゃねーのかよ？」

「別に、そのプランも捨ててないけどね。でも、どっちかといえば東頭さんのほうが脈ありそうだし？　フラれたとはいえ、告白されることで初めて意識し始めるってこともあるもんね？　……それに、もうあんたにバレちゃったし」

「てめえ！　東頭のことがバレたからって、開き直ってオレへの嫌がらせに使おうってことかよ！　他人を駒みたいに使いやがって！」

「他人をお人形みたいに見ている人に言われたくないんだけど～？」

　暁月は小馬鹿にするように笑って、オレを冷たい目つきで見つめる。

「ほんとキモいよね。他人を見てニヤニヤニヤニヤ……。他人の恋愛の何がそんなに楽しいの？」

「すべてだが、何か？」

「恋愛は見るものじゃなくてするものでしょ」

「よく言ったな、その口で」

「……はあ。とりあえず退いてよ。東頭さんのアシストしに行かなきゃいけないんだから」

「それを聞いて退くと思うか？」

「じゃあ仕方ないね」

　何がだ──と訊きく前に、暁月は突然ヘアゴムを取り去り、ポニーテールにしていた髪を下ろした。かと思うと、下ろした髪を肩の辺りで縛り直し、二つ結びのお下げに髪型を変える。そしてスカートのポケットから取り出した眼鏡を掛けると、まったく別の雰囲気になった。図書委員でもしていそうな……。

　一体、何を──嫌な予感がしたその瞬間、暁月の唇がにやりと歪ゆがんだ。

「──ごめんなさいっ!!」

　やけに大きな声でそう叫びながら、暁月は勢いよく頭を下げる。

　……ごめんなさい？　何が？

　混乱するオレの耳に、心地の悪いざわめきが入ってきた。

「あーあ」「ダメかー」「あの子だれ？　見たことない」

　頭上を見上げたオレの目に、校舎の窓からこっちを覗く、大勢の顔が飛び込んできた。

　オレは悟る。

　罠わなだ──これは罠だ！

　暁月は素早くオレの懐から抜け出して、足早に場から離れていく。

　その右手にはスマホが見えた。

　この聴衆はあの女が集めたのだ。既成事実を作るために！

　あの女──オレに告白玉砕男子の汚名を着せやがった!!

　ここで追いかけようとすれば、オレは『フラれた女子に無理やり迫るヤバい奴やつ』になってしまう。そうなれば高校生活は暗黒に閉ざされる。それとなく伊理戸きょうだいにシチュエーションを提供することも難しくなるし、二人にコナかけようとする不届き者を事前に始末することもできなくなってしまう！

　どうする？　どうすればいい？　このまま見逃すしかないのか？

　脳細胞の中でシナプスが弾はじけまくった。ニューロン間を無数の電気信号が行き交い、オレにひとつの天啓を与える。

「おい！」

　オレは暁月を呼び止めた。校舎の中から刺とげ々とげしい視線が突き刺さるが、暁月を振り向かせることには成功する。

　……この手は、できれば使いたくなかった。

　オレも無傷では済まない。いいや、ダメージはオレのほうが大きいかもしれない。

　だが、それでも……！

　オレはポケットから取り出したスマホを暁月に見せつけて──不敵に唇を歪ませた。

「……それじゃあ、これは消したほうがいいよな？」

　オレは指で、再生ボタンをタッチする。

　直後──スマホから声が流れ出した。

『おはよっ、こーくん♥　今日も学校だよ♥　起きないといたずらしちゃうぞ～？』

「わああああああああああああああああああああああああああああああああああ[image: ][image: ]」

　スマホから流れ出す、チョコレートを蜂蜜でべとべとにしたような声を、暁月は絶叫して搔かき消そうとする。

　さっきとは別種のざわめきが、校舎の中から溢あふれた。

　訝いぶかっているんだろう、オレたちの関係を。

　オレが告白して、この女が断った。それだけの関係なら、こんなボイスが──付き合っていた頃にこの女が自作した目覚ましボイスが、オレのスマホにあるわけがない！

『もう、こーくんったら甘えん坊さん♥　そんなにいたずらしてほしいの？　仕方ないなぁ、もぉ……ちゅっ♥』

　校舎裏に朗々と鳴り響く黒歴史。

　耳まで真っ赤に燃え上がる暁月。

　奇異の視線がオレから暁月に移り始めるにつけ、チビ女はずんずんと荒々しくオレに近寄ってきた。

　オレはにやりと笑う。

　暁月はキッと睨む。

　スマホを持った手首を摑つかまれて、オレは連行されるようにしてその場を後にした。







「信じらんない、信じらんない、信じらんない……！　まだ消してなかったの、それ!!」

「こんなこともあろうかとな！」

「死ね!!」

　シンプルな罵倒に、オレはむしろ勝ち誇った。

　場所は一年の教室があるのとは別の校舎である。さっきの騒ぎはここまで伝わっていないようで、オレたちに好奇の目を向ける人間はいない。

「簡単にオレを出し抜けるたぁ思わねーこったな。あの二人の焦じれったい関係を守るためなら、オレはいくらでも身を削る所存だぜ」

「……ほんとカプ厨きもい」

「恋愛ＲＯＭ専と呼べ」

「そもそも、身を削られてるのあたしだけだし！」

「んなこたねーぞ」

　オレは半袖の腕を暁月の目の前に突きつけた。

　真っ赤な蕁じん麻ま疹しんが、オレの腕を覆っていた。

「……それ……」

「お前のあんな甘ったるい声聞いたらこうなるに決まってんだろーが。実は今かなり吐きそう」

「げっ。顔色悪っ！」

「んぷっ……！」

「だぁーっ、ストップストップ！　飲み込んで！」

　暁月は小さな手でオレの口を塞いでくる。冷たい手のひらの感触を唇に感じて、なおさら吐き気が込み上げたが、どうにか喉の辺りで食い止めた。セーフ。

「はあ～……」

　暁月は諦めたように溜ため息をついて、オレの隣に回る。

「……しゃあないなぁ、もぉ……。ほら、肩摑まって。保健室まで付き合ったげるから」

「おげげげげげげげ」

「嘔おう吐と感込み上げるな！　恋愛感情ゼロだから！」

「おー、そうか……なら助かった……」

「ったく……病弱が似合うキャラでもないくせに……」

「誰のせいだと思ってんだコラ」

「はいはい、すみませんでしたっ」

　オレより三〇センチほど小さい暁月は、なるほど、杖つえに使うには悪くない。細い肩に摑まると、暁月はオレの腰に腕を回してくる。そのまま保健室を目指して歩き始めた。

　蕁麻疹が引く気配は、未いまだない。

「……お前さぁ……」

「なに？　ゲロ臭いからあんま喋しやべんないで」

「頭ん上からゲロぶっかけるぞてめえ。……お前さ、伊理戸と東頭をくっつけたとして、その後はどうするわけ？」

「……どうするって？」

「いくらお前でもさ、伊理戸さん本人と結婚できるとは思ってねーだろ。伊理戸さんをフリーにしたところでよ、お前自身は、これっぽっちも幸せにならねーだろうが」

　暁月はふっと皮肉げに笑って、横目でオレを流し見た。

「何？　心配してくれてんの？」

「んなわけねーだろ。どこでも好きなところで野垂れ死ね。……ただよ」

　オレは言葉を選んだ。自分の感情を正確に、誤解なく伝えるために。

「伊理戸を篭ろう絡らくできるとはとても思えねーし、東頭をくっつけたところで自分がどうこうなれるわけじゃない。……それって、丸っきり、やってること無意味ってことだよな、……って、思ってよ」

　心配しているわけじゃない。

　同情しているわけでもない。

　ただ、……なんていうんだろうな。後味が悪い、……っていうか。

　原因を作ったのはこいつでも、あの結末を選んだのはオレだから。……多少は、責任を感じてるってことなのかね……。

「……口下手なくせに、難しいこと言おうとしなくてもいいよ」

「ああ？　オレのどこが口下手だよ？」

「あんたはただ、舌が回るだけ。……それは、あたしもだけどね」

　オレは思わず押し黙った。

　……舌が回るだけ。からからと、虚むなしく。

　たまにはうまいことを言うときもあるんだな。

「ねえ」

「……ん？」

「蕁麻疹、もう引いてるけど？」

　指差されて腕を見てみれば、確かに、腕に浮いていた赤いブツブツが、もうすっかり消え去っていた。思えば吐き気もなくなっている。

「おお……どうでもいい話をしてるうちに良くなってきた。ここまででいいわ」

「あんたが始めたんでしょうが」

「ま、好きにやっとけや負けヒロイン。どうせ伊理戸は靡なびかねーし、東頭はその気にならねーよ」

「誰が何に負けたかっ!!」

　暁月のボディーブローをすんでのところで躱かわし、ついでに身を離した。

　暁月はぶすっとした顔をして、オレに視線を寄よ越こす。んだよ、その拗すねたような顔はよ。そんな顔しても、もう可愛かわいくなんかねーよ──

　そのとき不意に、小柄な身体からだが懐に入ってきた。

「……こーくん」

　それは、幼おさな馴な染じみとしてのオレの呼び名。

　三〇センチも低いところにある頭が、瞬間、ぐんっと近付いた。精一杯の背伸びをして、限界まで唇を近付けて──暁月は、小さな声で囁ささやいてくる。

「（もし本当に負けたら──あたしのこと、幸せにしてくれる？）」

　ドグリと、鼓動が乱れた。

　それは。一体。何の──

　疑問が言葉になる前に、全身を悪寒が駆け巡った。

「おげげげげげげげげげげげげげ!!」

「じゃ、そゆことで」

　込み上げる吐き気に悶もん絶ぜつするオレを置いて、暁月はすたすたと歩き去っていく。

　口を押さえながら顔を上げると、離れていく小さな背中に、元幼馴染みのオレだけがわかる表情が浮かび上がっていた。

　──あいつ、怒ってやがる。

　どうやらオレは、いつの間にか逆げき鱗りんに触れていたらしい。

　……まあ、今更、どうでもいいけどよ。





◆






　五限目をやむなく保健室で過ごしたオレは、六限目になってようやく教室に戻ってきた。

　教室に入るなり、オレは『やっていいことと悪いことがあんぞ』という視線を、クラスでもとりわけチビな女に向けて投げかけたが、当然のこと、一いち瞥べつもなくスルーされた。

　そして放課後になると、伊理戸が鞄かばんを持って立ち上がった。

　今日も図書室に行って、東頭いさなに会うんだろう。まったくもって認めがたいが、そこに文句を言うと伊理戸にガチギレされるのでどうしようもない。

　まったく……今日は踏んだり蹴ったりだった。

　溜め息を吞のみ込む──まさに、寸前のことだった。

　立ち上がった伊理戸水斗が、伊理戸さんのそばを通る瞬間、小さく何か呟つぶやいたのだ。

　内容は聞こえなかった。

　オレの耳にかろうじて届いたのは……それに続く、伊理戸さんの返事だけだ。

「……最初から、そう言えばよかったのよ」

　────[image: ]ッ!!!!!!

　浮かしかけていた腰が落ちた。

　そのまま机に突っ伏した。

　怒ど涛とうのように身体の中を吹き荒れる感情を、整理するので精一杯だった。

　謝れたのか!!　忘れた頃に!!　お前!!　えらい!!!!

「……ほんとキモい」

　水を差すような冷えた声が聞こえて、オレは顔を上げた。

　南暁月が、冷たい視線を横目に寄越している。

　ああ？　邪魔すんじゃねーよ！　今お前はお呼びじゃねーんだよ!!

　よっぽどそう言ってやりたかったが、その前に暁月がふいと目を逸そらし、指で自分のポニーテールの先を触った。

「でもまあ……なんというか、さすがに、五限目を休ませたのは寝覚めが悪いし……」

　触ったポニーテールを、そのまま口元に手繰り寄せる。
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「（……さっきは、ちょっと、やりすぎた……かも）」

　唇の動きさえ誰からも隠した、オレにしか聞こえない、囁き声。

　いつもは良く回るはずの舌が、咄とつ嗟さに動かなかった。

　その間に、暁月はすたすたと立ち去っていく。

　オレはただ、犬が自分の尻尾を追いかけるように、本能的にその背中を見送ることしかできなかった。

　──直るほどの仲は、今更どこにも残っていない。

　だってオレたちは、たとえ相手のプリンを勝手に食べたって喧けん嘩かにもならないし、今ならたぶん、悪いと思うことすらないだろう──それはもう、オレたちにとっては当たり前で。もう失なくしてしまった、だけど伊理戸きょうだいがまだ持っているもので。

　ああ、そうか。

　やっぱり、無意味じゃあなかったってことか。

　たとえ、最終的には幸せになれなかったとしても……無意味じゃあなかった。

　だって──

「……謝るのはオレだろ、アホ」

　──お互いに、反省するってことを覚えたんだから。
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　返す返すも背筋の凍える事実だけど、あたしには中学三年の頃の一時期、いわゆる彼氏ってものが存在したことがある。

　相手は物心ついたときからの幼馴染み──まさしくきょうだい同然の、一緒にいるのが当然みたいな奴やつだった。

　ねえ、お兄ちゃんに恋したことはある？　弟に焦がれたことは？

　まあ、きっと世の中にはいるんだろうけど、どちらかと言えば、たまに会う親戚に初恋した人のほうがずっと多いだろう──そう、人は、いつも一緒にいる人間よりも、たまにしか会えない誰かに恋い焦がれることのほうがずっと多い。

　だからあたしにとっても、あいつは恋愛対象なんかじゃありはしなかった。

　──あのときまでは。







　鍵っ子、という言葉が、昔はあったらしい。

　曰いわく、自宅の鍵を持たされている、学校から家に帰っても誰もいない子供のこと。

　子供が家の鍵を持っているのなんて当たり前で、家に誰もいないのも当たり前なのに、昔はわざわざそうして呼び分けるくらい、少数派だったんだそうだ。

　当時、小学生のあたしは、いつものように自分で鍵を開けて、自宅の玄関に入った。

『ただいま』を言うことはない。

　言う相手がいないんだから、それは当たり前のことだ。

『さよなら』さえ、この日は言わなかった。

　言う友達がいないんだから、それも当たり前のことだ。

　自白するけど、あたしは依存心が強いタイプだ。

　一度人と仲良くなるとべったりで、何につけても離れられなくなってしまう。少し距離を取られただけで不安になって、ウザったらしく絡むようになってしまう。まさにこの前、結ゆ女めちゃんにやってしまったように。

　この頃はまだその自覚が薄くて、抑えが利いてなくて……だから、みんなに距離を取られて──一緒に下校する友達さえいなかったのだ。

　ランドセルをリビングのソファーに下ろし、ダイニングテーブルを見ると、『晩ごはんは冷凍庫にあります』という書き置きがあった。なので冷凍庫を開いてみれば、冷凍食品の山があたしを出迎える。いつも通りの、選より取どり見み取どり。

　この生活を悲しいと思ったことはない。

　とっくに慣れていたし、これが当たり前だと思っていた。

　ただ……ときどき。

　──……今日は何、食べよっかなー

　呟いてみた独り言に、誰の返事も来ないことに……どうしようもなく、泣きたくなることがあっただけ。

　あたしはソファーにぼふっと座ると、リビングテーブルに置きっぱなしにしてあるタブレットＰＣを手に取り、動画サイトを開く。お気に入りの投稿者の新作動画を見て、脚をバタバタさせながらけらけら笑う。

　これがあたしの、いつもの放課後だった。

　──……ましまーす

　──お邪魔しまーすっ！

　そんなとき、隣の部屋からがやがやと声が聞こえてきた。

　こーくんの家だ。

　こーくんは人気者で、友達がたくさんいるから、よくお家うちに友達を連れてくる。親が滅めつ多たにいなくて、Ｗｉ－Ｆｉが飛んでて、ゲーム機もたくさんあるこーくんの家は、男子たちにとって恰かつ好こうの溜たまり場なのだった。

　別に、この時点であたしとあいつが疎遠になってたってわけじゃない。この頃でも、晩ご飯を一緒に食べたりは普通にしてたし……ただ、あいつが生粋の陽キャで、友達一〇〇人野郎だったから、あたしと一緒にいる時間が減ったってだけ。

　あたしはただ、仕方がないかなあ、と思っていた。

　だって、新しい友達と遊ぶあいつは楽しそうだったし──他の友達みたいに、こーくんにまでウザがられたくなかったし。

　こーくんみたいに、友達をたくさん家に呼んだら、楽しいのかな？

　どうなんだろう、とあたしは想像した。あたしは空気が読めなくて、雰囲気を変にしちゃうから、案外一人のほうが楽しいかもしれない。こうして、動画配信者が猫と戯れる動画を何度も見てたって、一人なら誰にもおかしく思われないし──

　──川かわ波なみさあ、南みなみと付き合ってんのー？

　突然だった。

　からかうような大きな声が壁の向こうから聞こえて、どきんと心臓が跳ねた。

　そういう時期だった、ってことなんだろう。

　知識がついて、マセ始めて、ただ男子と女子が一緒にいるだけで囃はやし立てられる、そういう時期に入っていたんだろう。

　なのにこーくんはあたしとの距離感を変えなかったから、それは必然の質問だった。あるいはあたしが聞いたのが初めてというだけで、こーくんは何度も何度も訊きかれていたことなのかもしれない。

　どう答えるんだろう、とあたしは気になった。

　あたしは別に、こーくんのカノジョなんかじゃない。たとえ冗談でも、そんな風に言われたら困る。だって、こーくんは人気者だから、あたし、チョーシに乗ってるとか言われて、いじめられちゃうかも……。

　今にして思うと、なんて浅はかだ。

　自分のことしか考えていない。自分の都合しか気にしていない。

　こーくんのほうは──あんなにも真摯に、あたしのことを考えてくれていたのに。

　──はあー？　だからそんなんじゃねーって

　──カノジョなんかより、あいつのほうがおもしれーもん

　聞いた瞬間、全身が固まった。

　何も考えられなくなって、心臓がばくばく鳴る音だけが、耳の中でいっぱいになった。

　──だから、好きってことなんじゃねーのー？

　──ちーげーえって！　そんなしょーもねーのと一緒にすんな！

　そんな声が、右から左に抜けていく。

　動画は、いつの間にか知らないものに切り替わっていた。

　タブレットＰＣが床に落ちる。

　あたしはそれを拾いもせず、ふらふらと自分の部屋に行って──

　ばふん、とベッドに倒れ込んだ。

　──[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ!!!!

　枕を胸に抱き締めて、脚をばたばたさせる。

　走ったみたいに熱くなった顔を、ずっとドクドク言ってる胸を、ぐるぐると身体からだの中を回る熱を、どうやって治めればいいのか、全然わからなかったのだ。

　からかわれるに決まってる。鬱陶しいに決まってる。噓うそをついて誤ご魔ま化かしたって、文句なんか言いやしなかった。

　それでも、こーくんは、あたしがいいって言ってくれた。

　売り言葉に買い言葉だったのかもしれない。ただ反射的に言っただけだったのかもしれない。よく考えたら意味わかんないし。何？　彼女より面白いって。

　……でも。でも。それでも。

　このときのあたしは、どうしようもないくらい、おかしくなるくらい、嬉うれしくて、嬉しくて、嬉しくて。

　ああ……そうだ。

　たぶんこのとき、あたしの中の大事な部品が、ぶっ壊れたんだろう。

　──ああ、でも、困ったなあ。困ったなあ

　──これじゃあ、こーくん、ずっとカノジョできなくなっちゃう

　──あたしのせいで。かわいそうだなあ……

　──……あ、そっか

　──もしこーくんが、カノジョが欲しくなったら……

　──そのときは、あたしがなってあげるしか、ないんだね

　こうして、地獄の種が芽吹いたのだ。





◆
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　夏休みが始まった。

　なので、あたしは自分の部屋のベッドで枕を抱き締めてゴロゴロしていた。

「結女ちゃんんん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　あたしは、何も心配していなかったのだ。

　学校が休みになっても、遊びの予定を立てれば結女ちゃんとはいつでも会える──そうたかを括くくっていたのだ。

　けれど、結女ちゃんはあたしの想定以上に真面目だった。

　宿題を早めに片付けるからと言って、七月中には遊ぶ予定を入れなかったのだ。

　そういうとこも好きだけど、結果、あたしはお預け状態。結女ちゃん欠乏症に陥ったのだった。

　こういうとき、同じ屋根の下に暮らしている伊い理り戸どくんが心の底から恨めしくなる。なった。なったので、今日もＬＩＮＥで絡むことにした。たちたち。既読すら付かないけどあたしはめげないよ。

　そうして午前中を過ごしていたんだけど、お昼前になって、ピーンポーン、とインターホンが鳴った。

　マンションのエントランスのほうじゃない。ドアの前にあるほうのインターホンだ。このマンションはオートロックだから、同じ階のご近所さんだろう。正直めちゃくちゃ面倒臭いけど、一応は留守を任されている身だし、完全無視ってわけにもいかない。

「はいはーい」

　あたしは脱ぎ散らかした服を乗り越えて玄関に移動すると、覗のぞき穴も見ずに、ガチャリとドアを開けた。

　ドアの向こうには、ご近所さんがいた。

　それも、一番見慣れた、そして一番見たくないご近所さんが。

「よう」

　そう言って軽く手を挙げたのは、隣の部屋に住む同い年の男子である。

　つまるところ、川波小こ暮ぐれである。

「……………………」

　あたしは無言でドアを閉じようとした。

「おっと。そうは問屋が卸さねえ」

　けど、あたかもセールスマンのように、川波はドアの間に靴を挟んできた。

　あたしは気色悪いニヤケ面を死んだ目でじろりと見上げる。

「……何の用なの。女子の家に勝手に入ろうとしないでほしいんですけど。警察呼ぶ？」

「オレだって来たくて来てんじゃねーよ。おばさんから頼まれたんだ。しばらく帰れてないから様子見てくれって。お前、家事スキルあるくせに使わねーから、休みに入ると生活荒すさみがちだろ」

「……べつに荒んでないし」

「その格好でよく言えたな。頭ボッサボサだしシャツはくったくただしよく見るとブラジャーもしてねーし。あ、最後のは別にいらねーか」

「誰かぁーっ!!　助け──」

「うるせー近所迷惑！　もうご近所さんには噓だってバレてんだよその手は!!」

「むごががが！」

　川波はあたしの口を手で塞いで、そのまま玄関に押し入ってくる。まるっきり犯罪者なんですけど。とりあえず股間蹴っとこ。

　バシッ！　硬い感触が足に返った。

「残念だったな。ガード済みだ」

「むぐぐぐ……！」

　同じ手はそう何度も通用しないということか。小こ癪しやくなり。

　ドアの外に押し返すのも面倒だったので、あたしは玄関からリビングに戻る。

「様子見に来たんだね。はいはい。見たければ勝手に見ていけば？」

「そうさせてもらうぜ。……うわっ」

　あたしに続いてリビングに入った途端、川波は猫の死体を見つけたような声を漏らした。

「めちゃくちゃだなこりゃ。カップ麵めんの容器くらい捨てろよ」

「うるさいなあ……」

　あたしは床に転がっていたお菓子の箱を蹴飛ばして、ソファーにごろんと寝転がった。

　昔はあたしが世話する側だったのに、調子に乗ってさあ……。

　ま、使えるものは使えばいいか。今は掃除する気力もないし。

　川波がゴミ袋を持ってきて、床のゴミをぽいぽいと放り込んでいく。ゴミ袋の場所くらい、別に教えなくても知っているのだ、この男は。

　あたしは引き続き、ソファーの上にうつ伏せになって素足をぱたぱたさせながらスマホをいじっていたのだけど、そんなあたしの姿に、ふと川波が呆あきれた視線を寄よ越こしてきた。

「お前さあ、少しは視線気にしろや」

　今日のあたしはオーバーサイズのシャツ一枚だ。そう、一枚。下にはパンツを穿はいてるだけ。ぶかぶかのシャツがワンピースみたいになるので、部屋の中ならこれで充分なのだ。楽だし。涼しいし。こいつ相手に格好を気にしてもしょうがないし。

　ところが川波さんちの小暮くんは、シャツの裾から伸びる太ふと腿ももと、見えそうで見えない裾の中身が気になってしょうがないらしい。はっはーん？

「ごっめんねー？　あたしの美脚でムラムラしちゃった？　つらいならとっとと帰ってスッキリしてきていいよ？」

「はっ、そうだな。今日は巨乳の気分だぜ」

「ぶっ殺すぞ!!」

　クッションを投げつける。川波はあっさりと受け止めてソファーの上に投げ返し、あたしが脱ぎ捨てた服を拾い集め始めた。

「うえっ。リビングにパンツ転がしてんじゃねーよ」

「盗まないでよね。今、ちょっとパンツ足りないんだから」

「太ったのか？」

「洗濯してないからに決まってんでしょ！」

「どっちにしろ褒められたことじゃねーよ」

　スマホをいじるのにも飽きてきて、あたしはだらっと横向きに寝っ転がりながら、せっせと部屋を片付ける川波を眺める。

「あんたってさー」

「あん？」

「自分のことは無頓着なのに、他人のことになるとお節介になるよね」

「人のこと言えるかよ。見えてねーのか？　この無頓着が具現化したような部屋が」

「伊理戸くんのこともそうだし」

「東頭ひがしらのこともそうだろ。聞いたぜ、あれこれと入れ知恵をしたらしいじゃねーか」

「……やっぱり、同じ環境で育つと性格も似るのかな？」

「は？　オレとお前が？」

　川波はふっと鼻で笑った。

「嫌がらせだとしたら大成功だぜ」

　……まあ、実際のところ、あたしとこいつは似ていない。兄妹きようだいのように育った割には、皮肉なくらいに。あたしは根が陰キャだけど、こいつは根っからの陽キャだし。

「はー、ムカつく」

「ぶつくさ言うんじゃねーよ。最低限見られるようにしたら出てくっつの。今日は予定があんだよ」

「ええー？　何？　彼女でもできた？」

「それは煽あおってんのか？　煽ってんだな？」

　あたしはふっと笑う。

　こいつを彼女のできない身体にしたのは……何を隠そう、このあたしだ。

「昼から客が来んだよ。ま、うるさくはならねーだろうから安心しろ。相手が相手だしな」

「ふーん。大人しい子なんだ」

「ああ。お前もご存ぞん知じの通りな」

　意味ありげに唇を歪ゆがませ、川波は言った。

「伊理戸くんちの水みず斗とくんだよ」







　あたしもそっち行くと言ったら拒否られた。

　まったくつまらない。あたしが目の前で伊理戸くんを押し倒したらこいつがどんな顔をするか見たかったのに。まあ伊理戸くんには顔色一つ変えずに押しのけられそうだけど。あまりに脈がなくて泣けてくる。噓うそだけど。

　やっぱり東頭さんを推すほうがいいのかなあ。それで結女ちゃんをフリーにしたとして、あたしはどうしようかなあ。あー、結女ちゃんに添い寝してほしい……。

　つれづれとそんな思考を巡らせていると、外の廊下から話し声が聞こえてきた。

　どうやら、伊理戸くんが来たらしい。

　声は隣の部屋に移動したけど、くぐもっていてはっきりとは聞き取れない。まあ、昔に比べたら多少マシになったしね、防音。

　伊理戸くんが遊びに来るなんて、珍しいこともあるものだ。目的が気になったけど、あいつは教えてくれなかった。あたしだったら、結女ちゃんがいる家を出てわざわざあいつの部屋に行くなんて考えられない。絶対、何か目的があるに違いない。

「────、──」

「──、────」

　耳をそばだててみたけど、やっぱり声がかすかに聞こえるだけだ。何を話しているんだろう？　中途半端に声だけ聞こえるもんだから、俄が然ぜん気になってきた。

「……ええと、確か……」

　あたしはのそりと起き上がると、自分の部屋の押し入れをごそごそと漁あさる。ここはもう使わなそうなものを突っ込んでおくガラクタ入れなんだけど、確か、アレはここに入れておいたはず──

「あったあった」

　ガラクタの底から引っ張り出したのは、箱状の機械からイヤホンと聴診器のようなパーツが伸びたものだった。

　コンクリートマイクである。

　壁に響いた振動を読み取って、壁の向こう側の音を精細にキャッチできる優れものだ。中学の頃にお小遣いで買った格安品。

　あたしは軽く埃ほこりを払うと、それをリビングの壁まで持っていって、本体のスイッチを捻ひねった。きちんと動いたことを確認すると耳にイヤホンを着け、聴診器のような形のマイクをぺたぺたと壁に貼る。

『──ったく贅ぜい沢たくな話だぜ。ウチの学校の全男子に羨まれる境遇だってのによ』

『隣の芝は青いと言うからな。僕には君の境遇が真っ青に見える。気楽そうで羨ましい』

　話し声が明瞭になった。

　……けど、何の話をしてるんだろ？

『はっは。なるほど、人は他人の羨ましい部分しか見えねーってわけだ。オレは代わってもらえるんならぜひ代わってほしいけどな』

『……いや、僕はさすがに、そこまでは思えないな』

『……………………』

『おい、にやつくな。気持ち悪い。そういう意味じゃないよ。あの嫌いや味み女と同じ屋根の下にいる苦痛を、他の誰かに押しつけるのは気が引けるってことだ』

『わかってるわかってる』

『絶対わかってないだろ……』

　んんー……。

　もしかしてだけど、伊理戸くんが来たのって、家から離れたかったから？

　夏休みに入って四六時中結女ちゃんと顔を合わせるようになったから、気疲れして避難してきた……ってこと？

　なんて贅沢な！　そんなに嫌なら代わってよ！

　って言ったら言ったで渋い顔するんでしょ！　知ってる！　ああもう面倒臭い！

『それじゃ、そろそろご休憩代をいただこうじゃねーか』

　川波の声が大きくなる。マイク越しに聞いているあたしにもはっきり聞こえるくらいだ。

『表現が気持ち悪い。……でもまあ、そういう契約だからな』

『夏休みになったんだ。さぞエピソードが貯たまってるんだろうなあ！』

『何にもないよキモいな。大体、もう同居が始まって四ヶ月だぞ？　そうそうハプニングなんて起こらないよ』

『ハプニングなんかじゃなくていいんだよ。何でもない日常エピソードをこそオレは求めている。例えば、そうだな……昼はどうしてんだ？　学校あるときは弁当だったが』

『ああ、そうだ。それでひとつあったな。この前、あの女が愚かにも昼ご飯を作ろうとしたことがあって』

　結女ちゃんの手作り料理!?

『チャーハンの具があいつの指になりそうになってさ、結局、具材を切るのは僕の担当になったんだよな』

　しかも……え？　ちょっと待って。それって……。

『……もしかして、伊理戸……そりゃ、キッチンに二人で立った、ってことか……？』

『うん？　まあそうだが』

　ギリギリギリギリッ!!

　壁に思いっきり爪を立てる。その音がコンクリートマイクを通してあたし自身の耳の中に響き渡って、図らずも自傷ダメージになった。

『ち……ちなみに、味はどうだった？』

『不味まずかったよ、当然だろう？　ちょっと焦げてて炭っぽかった』

　贅沢者ぉおおぉおおおおおおおお!!

　そんなに言うならあたしに──

『……でもまあ、前に食べたのよりは、だいぶマシだったな』

　どこかぶっきらぼうな、悔しさの滲にじんだ声。

　一発でわかった。

　──本当は、結構美味おいしかったんじゃん!!

『伊理戸……一応、訊きいておくんだが』

『なんだ？』

『今の……「前よりだいぶマシ」っていうのは、ちゃんと伊理戸さんにも言ったんだな？』

『は？　言うわけないだろ。あの程度で調子に乗られても困る』

『「言えよ!!」』

　壁の向こうの声とあたしの声が重なった。さすがに我慢できなかった。

　伊理戸くんの好感度が下がるのは大歓迎だけど、結女ちゃんが可哀かわい想そうでしょ！

『……ん？　今、どこかから声が……』

『あ、あー、動画の音でも漏れてんじゃね？　それよりさ、他にはねーのか、他には！』

『他には、そうだな……七月に入ってから、あいつの部屋のクーラーが壊れてることがわかって。修理するまでの間、あいつはリビングに避難してたんだが、ふと僕が見てみると、ソファーで居眠りしてやがって──』

　伊理戸くんの口から何でもないように語られるエピソードのすべてに、あたしはギリギリと歯は軋ぎしりをする。

　それがあたしならどんなに良かったか！　もしあたしがそんな状況に遭遇したら、向こう一ヶ月はニコニコして過ごせるよ！

　血の涙を流す勢いだったけど、結女ちゃん欠乏症の折だ、貴重な家庭内結女ちゃんエピソードを聞き逃すわけにはいかなかった。

　妬ましさに胸が詰まり、ときめきに胸が跳ね、情緒が行ったり来たりで酔いそうになる。

『おおーし、その調子だ！　他には他には!?』

『……疲れた。僕ばかりに喋しやべらせるなよ。たまには自分の話もしろ、川波』

『んん？』

『隣に南さんが住んでるんだろう？　エピソードのひとつやふたつあるはずだ。興味はないけど、彼女は何をするかわからないところがあるからな。少しは行動パターンを把握しておきたいと思っていたんだ』

　なっ……もしかして、さっきの結女ちゃんエピみたいに、あたしの話をしろってこと？

　嫉妬と幸福の板挟みになって軋みを上げていたあたしの心が、急速に冷却された。

『伊理戸さんのためか？　過保護だねえ、お義兄にいちゃん』

『からかって誤ご魔ま化かそうとするな』

『……あー……』

　や……やめろーっ！　断れ！　喋ったらどうなるかわかってんでしょうね！

『そりゃまあ、あるにはあるけどよ。……言っとくが、伊理戸さんのエピソードみたいに微笑ほほえましいもんじゃないぜ？　ガチだからな、あいつは。言っちまえば法に触れてることもいくつかあるんだからよ』

『知ってるよ。だから訊いてるんだろう。君が話さないなら僕ももう話さない──「ご休憩代」はもう充分だろう？』

『……ったく、タダでは起きねーよな、あんたはよ』

　壁をぶっ叩たたこうと思ったけど、それじゃ話を聞いていることがバレちゃう。今この瞬間がエピソードになってしまう。かと言って今更知らんぷりもできないし……ううううっ！

『そうだな……あれは、小学生の頃だったな』

　何も動けないでいるうちに、川波の話が始まってしまった。

『オレら、二人ともまとめて、スマホを買ってもらったんだ』

『小学生で？　早いな』

『親が家を空けがちだったからな。いつでも連絡取れるようにしときたかったんだろ。で、まあその場にいたから、あいつと交換したわけだ。電話番号やらＬＩＮＥのＩＤやらを』

『ああ』

『そしたら、その日から爆撃が始まったわけよ』

『だろうな。最近僕のところにも来る。読んでないけど』

　あ……あれは初めてのスマホが嬉うれしかっただけなのだ。べつに毎日こいつとお喋りしたかったわけじゃないし、耳元でこいつの声を聞くのにハマっちゃったわけでもない。新しいオモチャを買ってもらったような感覚だったのだ。

『オレもスマホいじるのが楽しかったからよ、最初は付き合ってたんだが……だんだん面倒臭くなってな。ちょっと控えてくれって、直接言ったんだ。それで、まあＬＩＮＥ爆撃と通話爆撃は治まったんだが……話はここからだ』

『もうすでに地雷が爆発したような状態なんだが、まだ爆発するものがあるのか？』

『あるんだよ。ある日さ、親の帰りが遅い日だったから、あいつと晩飯食おうと思って、電話したんだ。そしたら──何が起こったと思う？』

　ちょっ……それを喋るのっ!?

『んん？　逆に通話に出なかったとか？』

『まあ確かに出なかったぜ。だって──あいつのスマホは、オレの枕の下にあったんだからな』

『…………は？』

　まったく意味がわからないという伊理戸くんの声音が、耳に痛かった。

『着信のバイブが枕の下から聞こえたんだよ。いつの間にか、そこに置いてあったわけ』

『置き忘れた……わけじゃないよな？』

『当時のオレはそうだと思って返しに行ったぜ。何せ子供だからな──まさか自分が、幼おさな馴な染じみに盗聴されてたなんて夢にも思わなかったさ』

『……………………』

　い……言い訳……言い訳をさせて……。

　あれは、ほんの出来心というか……できると思ったらやらずにはいられなくなったというか……だって、声を録音したら、通話しなくても良くなるし……。

　うううう！　あたし、その頃から成長してないじゃん！　結女ちゃんの家入っちゃったときと思考回路が同じじゃん！

『結局、当時は気付かず仕じ舞まいだったんだけどな。中学の頃にも似たようなことがあって、ようやく「あれはそういうことだったのか」となったわけだ。それから我が家には盗聴器発見用の電波探知機が常備されているぜ。今でも定期的に検査するのが習慣になってる』

『……なんというか』

　伊理戸くんは言葉を選んでいた。逆につらい。

『君……そんなのが隣にいて、よく平然としていられるな……』

『地獄の底を経験したからな。それに比べりゃ今の状況なんて浅瀬ちゃぷちゃぷだぜ』

『ちなみに、今日は大丈夫だったのか？』

『当然だろ。っていうか、高校に入ってからはずっと大丈夫だぜ。……まあ、電波探知機でも見つかんねー盗聴器も、あるっちゃあるんだけどな。例えば──』

　勿もつ体たいぶるように、川波は間を空ける。

『──コンクリートマイクとかな？』

　心臓が跳ねた。

　……もしかして、バレてる？　わかった上であえて聞かせてた？

　思えば、伊理戸くんが来ることをわざわざ教えてくれたのも……もしかして、全部あたしへの嫌がらせのため!?

　や、やられたぁ……！　なんでこんな手の込んだことをするの!?　そんなにあたしのこと嫌い!?　……いや、嫌いだろうけど。わかってるけど。だったら無視してくれればいいじゃん。あたしからならともかく、なんであんたのほうから……。

　とにかく、そうとわかれば、これ以上思惑に乗ってやる必要はない。

　マイクを壁から離そうとした、寸前だった。

『……でもまあ』

　少し柔らかな声音をマイクが拾う。

『そんなに警戒することはねーと思うぜ。あいつは……ちょっと、人より寂しがりなだけだからよ』

『ちょっとじゃ済まないと思うけどな、今のエピソードは』

『ああ見えてもマシになってんだよ。この前の伊理戸家侵入事件も、内心かなり反省してるみてーだし。暴走さえしなけりゃ大丈夫だ』

『じゃあ、もし暴走したらどうするんだ？』

『そのときは──』

　冗談のように、川波は笑い混じりに言った。

『──オレが、止めてやればいいだけの話だろ？』

　あたしはマイクをそっと壁から離した。

　……きっと、今のは聞かせるつもりのない言葉だ。盗聴に気付いていることを明かした時点で、あたしがマイクを外したと思って──

　──オレが、止めてやればいいだけの話だろ？

　確かに、あたしは寂しがりだ。

　誰かの温ぬくもりがないとすぐに凍えてしまう、弱い人間だ。

　だけど──

「……今更、あんたなんて要らないっつの」
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「おう、来たぜ。んだよ、朝っぱらから呼び出しやがって」

　翌朝、あたしは川波を家に呼び出した。

　こいつをわざわざ呼ぶ理由なんて、今となっては一つしかない。

「掃除、手伝って」

「またかよ？　あれから自分でやらなかったのか？　さてはおばさんに怒られて──」

　そう言いながらリビングに入った川波は、怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「──ちゃんとできてんじゃねーかよ。どこにも掃除するとこなんて……」

　洗い物だらけだったキッチンも、ゴミや脱いだ服を散らかしていた床も、あれから自分でちゃんと片付けた。やる気にならなかっただけであって、やればちゃんと自分でできるのだ。

　だから、今日掃除したいのは、部屋ではない。

「掃除っていうのは、これ」

　そう言って、あたしがコンコンと叩いたのは、聴診器状のマイクとイヤホンが繫つながった箱型の機械だった。

　コンクリートマイクである。

「捨ててきてくんない？」

　軽く言うあたしの顔から、川波は無言でマイクに視線を移した。

「……そりゃまあ、オレからすりゃあ、大歓迎だけどよ。いいのか？」

「いいに決まってんじゃん。これじゃあ結女ちゃんの声は聞けないし」

「っていうか、自分で捨てろよ。どこにどうやって捨てればいいのかわかんねーよ、こんなもん」

「……あたし、断捨離苦手なんだよね。なんだかんだ言い訳をして……残しちゃうから」

　捨てるべきもの。捨てたはずのもの。

　どれも結局、まだ手元に残っている。

「捨て方は調べといたから……お願い」

　今くらいは、素直に頼んでやるべきだと思った。

　しばらくじっと見上げていると、川波は深々と溜ため息をついて、ガリガリと頭を搔かく。

「わぁったよ。……ただし、交換条件な」

「え？」

「今日の晩飯、お前担当。そろそろファミレスも飽きてきたしな」

　そう言いながら、川波はマイクを軽々と持ち上げる。

　その顔を見上げながら、あたしはふっと、小馬鹿にするように笑った。

「寂しがりなのはどっちだっての」

「あ？」

　川波は振り向いて、

「……あっ!?」

　少し遅れて気が付いて、

「おまっ、聞いて──」

　そして、どすんとマイクを取り落とした。

　あたしはその姿に背を向ける。

　面倒事も無事引き受けてもらえたことだし、結女ちゃんに電話でもしよっかなー♪

「もしもーし？　結女ちゃーん？　宿題終わったー？」

「いや聞けよ！　お前、あの話聞いてたのかよっ!?」

　イヤだね。

　今更あんたが赤くなってるのなんて、見ても面白くないもん。
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　あれは、オレとあいつがまだ男でも女でもなかった頃の話だ。

　覚えている限りで最初で最後の家族旅行があった。家族ぐるみの付き合いがあったオレの家とあいつの家とで一緒に、どこぞの観光地に泊まりに行ったのだ。小学校の低学年くらいだったか──何分、昔のことだから、具体的にどこに行ったのかは覚えていない。

　昼間はオレとあいつで遊び、はしゃぎ、気になるものを見つけては両親にねだったりした。あるいはその旅行は、いつも構ってやれないでいるオレたちへの罪滅ぼしの意味合いがあったのか、そのときはいつもより、親たちの財布の紐ひもが緩かったように思う。

　そして、夜は旅館に泊まった。

　生まれて初めてのホテルだった。

　親たちは疲れていたのか、すぐにすやすや寝息を立て始めたが、慣れない枕に慣れない布団──さらには初めての状況への興奮が合わさって、オレはなかなか寝つけないでいた。

　──ヒマだなあ

　そんな風に思ったときだ。

　もぞもぞと、オレの布団に何か温かいものが入ってきたのだ。

　──んあっ……!?

　──しーっ

　布団の中から顔を出して、にやにや笑いながら唇の前に人差し指を立てたのは、あーちゃんだった。

　──こーくん。しずかに

　学校の先生みたいな口調で言って、くすくす笑うあーちゃんの顔を、オレはまじまじと見つめる。

　──……何してんの？

　──なんか、ヒマで

　──そっかぁ。オレも、全然寝れねー

　──だよねっ

　かと言って親たちはとっくに寝てるし、電気を点つけて遊ぶわけにもいかない。どうしたもんだろう？

　そう考えたオレの脳に閃ひらめいたのは、至極単純なアイデアだった。

　──そーだ。外行こーぜ？

　──え？　お外？　だ、ダメだよぉ……

　──すぐ帰ってきたらヘーキだよ。バレねーって

　当然、当時のオレは子供だから、考えがひどく甘いのだ。

　オレに比べればあーちゃんは良識を持っているほうだったが、このときのオレたちはオレのほうが主導権を持っていたので、結局あーちゃんも押し切られる形となった。

　親たちを起こさないよう、こっそり浴衣から普段着に着替えて、忍び足で部屋を出る。フロントの中には人がいたから、カウンターの下をこっそり通って外に出た。

　──おおっ……！

　そこには、オレの知らない世界があった。

　いつもマンションの窓から見下ろすしかなかった、夜の世界があった。

　きらきらとした街の輝きのひとつひとつに胸が高鳴る。ゲームで新しいマップに出たときみたいに、あっちもそっちも行ってみたくなる。

　夜に眠るとき、オレはいつも思っていた──オレが寝ている間も、世界はちゃんとあるんだよな、と。

　それは一体どんなだろう。何があって、どんな人がいるんだろう。どうしてオレは、その世界を見られないんだろう。

　そうやって夢想していた世界が、今まさに、目の前に広がっていたのだ。

　うずうずして走り出そうとするオレの手を、きゅっと摑つかむ手があった。

　オレが振り返ると、所在なさげに肩を縮めるあーちゃんがいた。

　──怖い？

　──……………………

　──どうする？　帰ろうか

　あーちゃんが嫌なら、すぐに帰るつもりだった。オレはどうしようもないクソガキだったが、あーちゃんの嫌がることだけはすべきじゃないって、子供ながらに決めていたのだ。

　だが、あーちゃんはふるふると首を横に振った。

　──こーくんがいるから……だいじょうぶ

　そう言って気丈に笑うあーちゃんを見て、胸の内に去来したものの名前を、このときのオレはまだ知らない。

　そしてオレたちは、知らない夜の街を冒険した。

　もちろん、どんな店にだって入れない。ただ往来を歩くだけの冒険だ。それでも、そのときのオレたちにとっては最高に面白かった。

　どこかの店のおっちゃんが『食べたら早く帰るんだよ』と言ってお菓子をくれたりもした。飲んだくれの集団を避よけて身を潜めたりもした。ストリートミュージシャンの演奏に足を止めたりもした。気分は完全に、未開のダンジョンを進む冒険者だった。

　歩き疲れた頃、手持ちのお小遣いを使って、自販機でジュースを買った。二人並んで植え込みの端に座り、遠い夜空を見上げる。

　──月がきれいだなあ

　──ほんとだね

　満月だったのか、三日月だったのか、形はよく覚えていない。

　でも、夜空に浮かぶ月が綺き麗れいだと──そんな風に思ったのは、生まれて初めてのことだった。

　……さて、この話にはオチが付く。

　そのすぐ後くらいに警察の補導を喰くらい、両親にこっぴどく[image: ]られたのだ。

　今にして思えば、何事もなくて良かったのだろう──だからこそこんな風に、綺麗な思い出として思い出せる。

　その思い出のラストは、こんな会話で締しめ括くくられていた。

　それは向こう見ずで、後先を考えていない……しかし、今もなおこの胸に残っている、一つの約束──




　──ずっと、こーくんといっしょに、いられたらいいね

　──ああ、当然だろ？




　ご存ぞん知じの通り、オレはこの約束を破った。
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　夏休みの開始から一週間ほどが経たち、七月も末に入ったこの時期、長期休暇の真っ最中だってのに、我が校ではある行事が催される。

　二泊三日の勉強合宿だ。

　修学旅行でも林間学校でもない。ただただホテルにカンヅメになって講義を受けるだけの催しだ。唯一の楽しみといえば、会場のホテルが結構高級で、出てくるメシがかなり美味うまいってことくらいだ──ってのは、交流を得た先輩からの情報である。

　まったく、夏休みにもなってなんでわざわざ勉強しなくちゃいけねーんだか。これだから進学校は。

　と、ぶつくさ言いたいのは山々だが、物は考えようである──せっかくのイベント、せっかくの泊まり。これを利用しない手は有り得なかった。

「ううーっす。眠そうだな、伊い理り戸ど」

「……ああ……」

　集合場所である学校前で合流した伊理戸水みず斗とは、未いまだかつてないほど低い声で呻うめいた。

「夏休みで……生活リズムが……」

「ああ……案の定、朝に弱いタイプか、あんた。よく起きられたな」

「……叩たたき……起こされた……」

「母ちゃんにか？」

「いや……」

　まだ睡魔と戦っているらしき茫ぼう洋ようとした瞳が、少し離れたところで友達と話している女子生徒を見る。

　朝日に輝く流麗な長い黒髪。伊理戸とは正反対に朝からバシッと決まっている理知的なその姿は、伊理戸結ゆ女めのものに他ならなかった。

「……まさか……」

　オレはさっさっと周囲の視線を確認し、こそこそ声で伊理戸に訊きく。

「（……毎朝、伊理戸さんに起こしてもらってんの……？）」

「……毎朝じゃない」

　伊理戸は不満そうに否定調で答えたが、実のところ、オレの質問をまるきり否定してはいない。

　たまに起こしてもらってんのかよ。

　たまに起こしてもらってんのかよ!!

　オレは口元を押さえた。朝っぱらから強つええのをぶち込んできやがる！　そんなのもうほとんど夫婦だろ!?

「時間になりましたー！　クラスごとにバスに乗り込んでくださーい！」

　オレが胸の奥から込み上げたものをどうにかこうにか飲み下しているうちに、引率の教師が叫んだ。

　京都のホテルは年がら年中いっぱいだから、勉強合宿はバスで他県に移動して行われる。滋賀にある、琵び琶わ湖こが見えるホテルらしい。琵琶湖といえば京都の子供が遠足で行く場所ナンバー２だから（ナンバー１は比ひ叡えい山ざん）、今更珍しくも何ともないが──

　出発前からこれだぜ。

　これから二泊三日、果たしてどれほどのエピソードがオレを襲うことになるのか……。

　伊理戸と並んでバスに乗り込みながら、オレは改めて心に決めた。

　この合宿、必ずどこかのタイミングで、伊理戸きょうだいを二人きりにしてやる。

　身み悶もだえるほど焦じれったいこの二人を、いやらしい雰囲気にしてやるのだ！







　勉強合宿はホテルで講義を受けるだけの真面目なものだと言ったが、しかし実のところ、一年生のそれはまださほど厳しくないらしい。

　拘束は緩めで、自由時間も多い。二年生以上になると最終日にテストがあるらしいが、一年にそれはない。合宿の空気に慣れることを第一義にしているんだろう。

　不便な点といえば、スマートフォンを回収されることくらいだ。持ち込み禁止ではなく、持ってきた上で回収である。こっそり持ち込む奴やつが後を絶たないことと、緊急の連絡等があった場合に備えての方策のようだ。

　昼頃にホテルに着いたオレたちは、早速、振り分けられた客室に向かい、荷物を置いた。レイクビューと言うのか、窓からは水平線まで続く琵琶湖が一望できた。相変わらずでけー水みず溜たまりだな。けど、夜の湖畔ってのはいいロケーションだよな……。

「この後はどうするんだ？」

　ルームメイト──バスの中でぐっすり眠って顔色が良くなった伊理戸が、ごそごそと鞄かばんから本を取り出しながら訊きいてきた。こういうとき、スマホやゲーム以外に暇潰しの方法を持ってる奴は得だよな。

「食堂で昼飯食って、その後オリエンテーションだろ。とりあえず本はまだ仕し舞まっとけ」

「ええー……」

　こいつ、放ほうっておいたら自由時間ずっと読書で潰しちまうな。こっちから積極的に外に連れ出していかねーと、二人きりにするどころじゃねえ。

　不満そうな伊理戸から本を奪って鞄の中に戻し、客室を出る。食堂──というかレストランは、確か一階にあったはずだ。

　オレは足音ひとつしない絨じゆう毯たんを見下ろし、煌きらびやかな天井の照明を見上げながら、

「さすが学費高いだけあるよな。どんだけカネ持ってんだ、ウチの学校」

「僕は特待生だから一銭も払ってないけどな」

「そのマウント、ウチの場合マジで効くからやめとけよ」

　エレベーターに乗って一階に辿たどり着いた、その直後だった。

「いたぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　水斗君[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　情けない声を上げながら走ってきた一人の女が、がばっと伊理戸に抱きついたのだ。

　伊理戸は「うおっ」とよろめきながらも、優しい手つきでその女の身体からだを抱き留める。

「東頭ひがしら？　どうした、半ベソ搔かいて」

「うっ、うっ……！　バスもお部屋も知らない人ばっかりで、心細かったんですよう……」

「どっちも同じクラスだろうが」

「だったら水斗君は、同じクラスの人の顔と名前、覚えてるんですか？」

「……………………」

「ほらぁ!!」

　伊理戸にベタベタしたままぐすぐすうるせー東頭いさなに、オレは敵意を込めた視線を向けた。

「……チッ……」

「うわー、チャラ男が怖い目でわたしを見てますー。水斗君たすけてー」

　すると、東頭は棒読みでそう言いながら、伊理戸の背中に隠れた。

　この女、完全に味を占めてやがる……！　いつか絶対、伊理戸から引き剝はがしてやるからな！

　オレのにらみつける攻撃をふいっと目を逸そらして躱かわすと、東頭は何事もなかったかのように、伊理戸にあざとい上目遣いで視線を送った。

「水斗君、水斗君。見ました？　このホテル、地下にゲームコーナーがありますよ。夜になったら行きましょうよ」

「ゲーム？　あんまりしたことないんだけどな……」

「お願いしますよお……。お部屋にいると針のむしろなんです……」

「家族とうまくいってない父親か、君は」

　ゲームコーナーか……。もちろんその存在はオレも先んじてリサーチ済みだ。ホテルのゲームコーナーにしては設備が豊富で、ＵＦＯキャッチャーやレースゲーム、音ゲー、ダンスゲームなど、メジャー所は一通り揃そろっていたはず──

「──悪くねーな」

「はい？　あなたには言ってないんですけど」

「どうせなら大勢で行けっつー話だよ。伊理戸さんも呼べばどうだ？　ゲームとかあんまやったことなさそうだし、てめーが勝てる数少ない分野かもしれねーぜ」

「嫌いや味みです！　……でも、一考の余地はあります」

　むむう、と唸うなる東頭。へっ、チョロいな。

「でもでも、結女さんたちは他のお友達と忙しいんじゃあ……？」

「誘うだけ誘ってみればいいよ」

　と、意外にも伊理戸から援護射撃が来た。

「あの女もあれで案外、君には甘いからな」

「……それ、あんたが言うか？」

「ん？」

　伊理戸は不思議そうに首を傾かしげた。東頭に一番甘いのはあんたなんだが、自覚がないのか、こいつ……。







　講義が終わって飯を食い、部屋の風呂でさっぱりすると、伊理戸の姿が消えていた。

　これからゲームコーナーに行く予定だってのに、どこ行ったんだ、あいつ？

　寝間着代わりのジャージに着替えて廊下に出る。この階には男子の部屋が集められているはずなんだが、一部の扉の向こうからはかすかに女子の声が聞こえていた。浮ついてるねえ、結構結構。

　もちろん、その手の集団に伊理戸が混ざっているわけもない。

　ざっと廊下を見渡してみたが、伊理戸の姿は見受けられなかった──ってことは、先に地下に行ったのか、一階の談話スペースか、あるいは……。

　もしや、と思ったオレはいてもたってもいられず、エレベーターに乗って上の階に向かった。目的地は何を隠そう、女子の部屋がある階だ。

　開いたエレベーターの扉から顔を出し、教師の見回りがいないかさっと確認して、音もなくエレベーターホールに出る。

　客室の扉ひとつひとつに耳を当てて中の様子を探る──などといった変質者的行動に手を染める必要はなかった。

　廊下の奥から、伊理戸の声が聞こえたのだ。

　ここまでは予想通り。だが、鬼が出るか蛇が出るか──オレはそろりそろりと足音を殺しながら、伊理戸の声が聞こえるほうに接近した。

　なんとなれば、この階には伊理戸さんのみならず、東頭いさなも存在しているのだ。伊理戸がわざわざオレの入浴中に会いに行った相手……それは果たして──

「──────るの？」

　澄んだ響きの声が聞こえるにつけ、オレは息を止めた。この声は……！

　逸はやる心を抑えながら、廊下の角の向こう側を覗のぞき込む。

　すると、椅子が二つ、向かい合って置かれただけの談話スペースに、見慣れた二人の姿があった。

　伊理戸水斗と──伊理戸結女だった。

　オレは無言でぐっと拳を握る。よく空気を読んだな東頭ぁ！

「────任せろ」

「わかっ────」

　二人の声は密ひそやかで、オレには何を話しているのかわからない。それがむしろ想像を搔かき立てた。

　夜のホテルの、こんな人ひと気けのないところで密会なんて、どんな煙を立てられても文句の言えない火だぜ、お二人さんよ……！　デートの打ち合わせでもしてんのか？　スマホがねーからな！　こっそり会うしかねーよなぁ！

　話が終わったのか、二人は程なくして立ち上がり、お互いに背を向けた。伊理戸がこっちに歩いてきたので、オレは慌ててその場を離れ、大急ぎで自分の部屋に駆け戻る。

　乱れた息が落ち着いた頃に、伊理戸も部屋に戻ってきた。

「──よう。どこ行ってたんだ？」

　自分でも恐ろしいくらい自然に、オレはそう尋ねた。……我ながら、表面を取り繕うのは得意だよな、本当に。

「ちょっと喉が渇いたんだ」

　伊理戸も伊理戸で顔色ひとつ変えず、右手に持った缶コーヒーを軽く振る。

　そんなの、さっきは持ってなかったじゃねーか。帰りに買ってきたんだろ？　伊理戸さんに会いに行ったのを誤ご魔ま化かすために。くっくっく！

　もちろん、オレはあえて突っ込まない。隠してくれているほうが楽しいからだ。

　枕元のデジタル時計を見やりつつ、

「そろそろ東頭と約束の時間じゃねーか？　風呂は入らなくていいのかよ？」

「いや、後でいい。また入りたくなるかもしれないしな」

「ん？」

　どういう意味だ？

「早めに行こう。東頭も早めに行ってるだろうしな。どうせ君もついてくるんだろう？」







　伊理戸と連れ立って地下に降りる。と、そこにはホテルの設備とは思えないくらい立派なゲームセンターがあり、洛らく楼ろうの生徒で賑にぎわっていた。

「──あっ！　水斗君～っ！」

　階段を出るなり、赤いジャージの女が、どたどたと大型犬みたいに走ってくる。

　東頭いさなが、またしても伊理戸に抱きつこうとしているのだ。

　そうはさせるか。オレがボディガードのごとく伊理戸の前に立ち塞がると、東頭は急ブレーキをかけてオレを睨にらみつけた。

「……邪魔なんですけど！」

「邪魔してるんですけど」

「んむむ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　変な唸うなり声を上げながら突破を図る東頭を、オレは腕を広げて阻み続けた。ディーフェンス！　ディーフェンス！

「やめろアホっ！」

「ぐおおッ!!」

　突如として、オレのケツが真横から蹴っ飛ばされる。

　足の小ささに比して強烈なこの蹴りは、間違いない──オレはダメージを受けた部分を押さえながら、そのチビ女を睨みつけた。

「南みなみコラァ！　何すんだてめッコラァ!!」

「ヤンキーになんないでよ。あんたが東頭さんをいじめるから悪いんでしょ？」

　だぶだぶのジャージ姿の南暁あか月つきが、ポニーテールをふいっと振った。

　この女のジャージがなぜだぶだぶなのか、オレは知っている。まだ背が伸びるんじゃないかと淡い希望を持っているからだ。オレはよっぽどそれを暴露してやろうかと思ったが、その前に黒髪の美少女がやってきた。伊理戸さんだ。同じくジャージ姿である。

「いきなり蹴ったらダメよ、暁月さん」

「こいつはいいんだよ結女ちゃんっ！　蹴っても大丈夫なタイプの人間なの！」

「せめて足を踏むとか」

「こいつの足はとっくに踏まれ慣れちゃってるの！」

　慣れてねーよ。っつーか伊理戸さんも、暴力行為そのものを廃絶する方向で窘たしなめてほしいんだが？

　伊理戸の背中に隠れた東頭が舌を出す。

「ざまあみろです。世界はわたしの味方です」

「たとえ世界を敵に回そうとも、オレはお前を認めねえ……！」

「人を間に挟んで壮大な戦いを始めるのはやめてくれ」

　要するにこの五人が、今回のメンバーというわけらしい。

　暁月の奴やつはお呼びじゃあなかったが、伊理戸さんあるところにこの女が顔を出さないはずもない。この程度は計算の内だ。

「……………………」

「……………………」

　ゲームコーナーに向かって移動しながら、束つかの間ま、暁月と視線を交錯させる。……あっちも何か企たくらんでやがるな。

　オレは暁月の怪しい視線に気付かなかったふりをして、伊理戸きょうだいに水を向けた。

「伊理戸って、こういうゲームセンターって来たことあんの？」

「いや……あんまり」

「伊理戸さんは？」

「……私もあんまり」

　きょうだいは揃って、『初めてだ』とは言わなかった。

　こいつら、隠し事下手じゃねーか？　よくもまあ両親に隠し通せてるもんだぜ。

　暁月がぴょんっとゲームコーナーの中に入る。

「ねえねえ、何やるー？　東頭さんはゲーム得意そうだよね」

「今、暗にオタクっぽいって言いませんでした？」

「暗にというか、明らかに言ったね」

「わたしは対戦ゲームは苦手で下手くそなので……一人でできる、音ゲーとかはちょっとやったりしますけど」

「ほほー、いいねいいね。んじゃ、あれやらない？」

　そう言って暁月が指差したのはダンスゲームだ。足元のコントローラーを音楽に合わせて踏んでいくやつ。

　なるほど。指先を細かく使うゲーム──格ゲーとかだとゲーム経験豊富な人間が有利だが、あれならある程度平等だな。不思議なことに、運動神経微妙だったり音痴だったりする奴でも音ゲーは得意だったりするし──ちょうどいいかもしれねえ。

「じゃあよ」

　オレはすかさず腹案を明かした。

「ただ順番にやるのも何だし、罰ゲームつけようぜ」

「罰ゲームぅ？」

　暁月が真っ先に不審そうな声を上げたが、オレは元幼おさな馴な染じみならではの感覚で察する。

　今のはちょっとわざとらしい──表面的に反対しているだけだ。内心ではこの方向で行けとオレに言っている。利害が一致しているのだ。

「罰ゲームっつっても、別にやましいことはねーよ。そうだな……」

　何がいいかな。拒否られない程度に緩くて、それでいて伊理戸きょうだいの仲を近付けられるような……。

「……愛称、とか？」

　答えをもたらしてくれたのは、意外にも伊理戸さんだった。

　視線を集めた伊理戸さんは、慌てて取り繕うように、

「あ、その、ほら……このメンバー、よく集まる割には、愛称で呼んでる人がいないなーって、そう思って！」

　……まあ確かに、今となっちゃあ、この元幼馴染みとも苗みよう字じ呼びだが。

　伊理戸が顔をしかめた。

「なんだその合コンみたいな罰ゲーム」

「な……何よ！　ご、合コンなんか行ったことないでしょ！」

「わたしはいいと思いますよ？」

　東頭が緩く首を傾かしげて言う。

「わたしは『水斗君』なのに水斗君はいつまで経たっても苗字でしか呼んでくれないの、実は地味に気にしてましたからね。この機会に『いーちゃん』って呼んでもらいます！」

「それ、罰ゲームじゃなくてご褒美だろ……。とにかく、呼び方を変えるっていうのは、この場限りの罰ゲームの範囲を超えてる」

「それじゃあ期間を区切ろう！」

　今が好機とばかりに、暁月が口を挟んだ。

「負けた二人が、この合宿の間だけ愛称で呼び合う！　だったら、どう？　これなら実害もないし、ちょうどいいよねっ」

　伊理戸はしばらく黙り込み、他のメンバーの顔色を順番に窺うかがうと、

「……わかった。それでいいよ」

「よーしよし！」

　舌した舐なめずりをした暁月と同様に、オレも内心ガッツポーズする。面白いくらいに上手うまくことが運んだ。あとは伊理戸きょうだいに罰ゲームをさせるだけ……！

　実は、オレはこのゲームの経験がある。暁月も同様だ。つまりこの二人は上位確定。となると、ゲームが得意そうじゃない伊理戸きょうだいが罰ゲームになる可能性はかなり高い。残る懸念は、暁月の奴がどう動いてくるかだが……。

「それじゃ、最初は東頭さんからねー」

「えっ、わたしだけですか？　二台あるのに……」

　ダンスゲームの筐きよう体たいは二台並んでいる。他に待っている奴もいねーし、二人ずつプレイできる計算だ。

「デモンストレーションだよっ。一番慣れてそうだし、あたしたちはまず人のを見て勉強したいからさ」

「そういうことなら……」

　言葉巧みに東頭一人を筐体の上に導く暁月。どういうつもりだ？　邪魔するべきか──

　逡しゆん巡じゆんしているうちに、音楽がスタートしてしまった。

「よっ！　ほっ！」

　前のモニターから流れてくるマークを、東頭がぴょんぴょん跳ねて踏んでいく。

　どたどたとした、鈍臭さが伝わってくるような動きだったが、やっぱりゲームとなると体育とは違うのか、ミスは数えるほどしかなかった。この実力なら、丸っきり初心者の伊理戸きょうだいよりは上位になりそうだな──

「東頭さーん」

　いつの間にか暁月が、踊る東頭の前に回っていた。

「おっぱいめっちゃ揺れてるよー」

「んうぇえっ!?」

「なにいッ!?」

　オレは咄とつ嗟さに伊理戸に駆け寄り、手で目を塞ぐ。背中側にいたから気付かなかったが、まさかこのような罠わなが……！　守護まもらねば。伊理戸の網膜を守護らねば！

　オレが左ひだり眼めを塞いだとき、すでに右眼も塞がれていた。そっちにあるのはオレの手じゃない。伊理戸さんの手だった。

「……おい。見えないんだが」

「見なくていいの！」「見なくていいんだよ！」

　なんていじらしいんだ、伊理戸さん。他の女を見てほしくないんだな。ならばここはオレの出る幕ではあるまい！

　オレが左眼から手を離すと、伊理戸さんが慌ててもう片方の手で封じ直した。まさしくそれは『だーれだ？』のポーズ。うむ……。ここにオレはいなくてもいい。

「ゆっさゆっさ。ふよーんふよーん」

「効果音つけないでくださいい[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　っと、しまった。オレがそんなことをしている間に、言葉責めを喰くらった東頭がミスを連発していた。

　くっ……そういうことか。暁月は伊理戸と東頭を罰ゲームにするつもりなんだな！　それでこんな妨害を……！　くうッ！　オレが伊理戸きょうだいの『だーれだ？』状態に気を取られていなければ！

　東頭はどうにか曲を最後まで終えたものの、両腕で胸を押さえながら真っ赤な顔で筐体を降りてきた。

「ううっ……もうこのゲームできません……」

「そんなん言ったら何も運動できないじゃん。そうだ！　そのおっぱい潰そっか！」

「にこやかに怖いこと言わないでくださいっ！」

　てこてこと伊理戸の背中に隠れて震え始める東頭。伊理戸はその頭を撫なでて慰めながら、

「やめてやれ、南さん。こいつの唯一の取り柄を奪ってやるな」

「水斗君……わたし、巨乳しか取り柄のない女なんですか……？」

「いつも自分でそう言ってるだろ」

「そうでした」

　そうなのかよ。そりゃ潰そうとされても文句言えねーよ。

　冗談じゃーん、とけらけら笑う暁月を、伊理戸さんがじろりと見る。

「それじゃあ、次は暁月さんと川かわ波なみくんね」

「えっ？　なんで？」

「私も効果音つけられそうだから、先に疲れさせておこうと思って」

「あたし、あらゆる乳揺れに効果音をつける妖怪とかじゃないんだけど！」

「……すとーん、すとーん」

「コラ聞こえてるぞ東頭ぁーっ！」

　東頭に襲いかかろうとした猛獣（低身長貧乳）を取っ捕まえて、筐体の上に連行した。

　東頭があの成績になった以上、オレたちにとっての勝負は、伊理戸きょうだいが東頭を超えられるかどうかで決まる。だったらその前に、前座を務めておくのも悪くない。

「（……ミスんないでよね）」

「（お前こそな）」

　二台の筐体の上に二人並んで、小さな声で囁ささやき合う。

　まあ、心配しなくても、東頭の惨さん憺たんたるスコアを超えられないなんてことは、突然失神でもしない限り有り得ないけどな。

　曲が始まった。

　オレたちは互いに慣れた動きで、ミスなくマークを踏んでいく。

「おー。上手いですねー」

　東頭の吞のん気きな声を背中に聞いた。当然だ。オレたちは昔から、よく二人でゲーセンに行ってはこの類のゲームをやり込んで──ん？

　伊理戸きょうだいの声がない。

　声だけじゃない。後ろにいたはずなのに、気配自体が消えている。どこに行った──？

　疑問の答えは、自ら視界の中に入ってきた。

　モニターの向こう、ダンスゲーム筐体の前に、水斗が伊理戸さんの腕を引っ張って回り込んできたのだ。

「ちょっと！　一体なに──」

「任せろ、って言っただろ」

　ゲームから二人に意識が向いた、まさにその瞬間──
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「んにゃっ!?」「ああっ!?」「んぶぉっ!!」

　伊理戸さんが驚き、暁月が悲嘆し、オレは噴き出す。

　な……な……いきなり……肩を……抱きっ……な、な、なななななななななななななななななななななななななななななななななななななな────────────────

　──────────あれ？

　オレ、何してた？

　気付いたとき、目の前のモニターにはでかでかと『リタイア』の文字が躍っていた。

　伊理戸きょうだいは、伊理戸さんのほうが赤面してこそいたが、今は一メートルほども距離を取っている。

　時間が飛んだかのようだった。

　オレは、あまりの感動に、茫ぼう然ぜん自じ失しつになっていたのか。

「……あ……」

　小さな声に横を向くと、隣のモニターにも『リタイア』と表示されていた。

　オレも、暁月も、リタイア？

　つまり……東頭より、下……？

「…………ふふふ」

　不気味な笑い声に後ろを振り向くと、東頭が怪しげに笑っていた。

「ふっ……」「ふふふふふっ！」

　また別の笑い声を見ると、伊理戸きょうだいが口の端を吊つり上げている。

　なん、だ……？　何が起こってる？

「下位二人が、罰ゲーム──」

「──合宿の間、愛称で呼び合う、だったわよね？」

　言い含めるように確認しながら、伊理戸きょうだいがオレたちと入れ替わりに、筐きよう体たいの上に立った。

　そして始まった二人のプレイは、決してうまくはなかったが──曲の最後まで、辿たどり着くことはできた。

　ここに、罰ゲームの対象は決定する。

　オレと暁月を、伊理戸さんがにやにや笑いながら見据えた。

「あなたたちが言い出したことだもの──もちろん、文句なんてないわよね？」







[image: 幼馴染みはやめておけ〈後〉]











◆　伊い理り戸ど水みず斗と　◆






　川かわ波なみと南みなみさんを首尾良く陥れてから、一晩が経たった。

　合宿の朝食はバイキング形式だ。パンやフルーツ、ハム、ウインナーといった軽食がレストランにずらりと並んでいる。

　僕が欠伸あくびを嚙かみ殺しながらクロワッサンをトレイに載せていると、ウインナーをもりもり回収していた川波小こ暮ぐれが、唐突にピキリと固まった。

　視線の先を追う。

　そこには、結ゆ女めの奴やつと連れ立ってやってきた、南暁あか月つきがいた。

　南さんもまた、川波を見てピキリと硬直する。

　しかし──さすが頭の回転が速いというか、二人ともすぐに硬直から脱して、それとなく違う方向に行こうとした。

　もちろん、逃がすわけがないんだが。

「どこに──」「──行くの？」

　僕が川波の、結女が南さんの腕を捕まえる。

　川波は懇願するような目で僕を振り返ったが、当然ながら、手を放すわけがない。そのままずりずりとテーブルのほうに引っ張った。結女もまた南さんを引っ張って、同じテーブルを目指していた。

　そこにはすでに東頭ひがしらが座っていたので、少し離れた位置に川波を座らせた後、僕は東頭の隣の席に着く。

　結女も南さんを川波の対面に座らせると、東頭の前に座った。

　結女は満足そうに笑う。

「あとは若い二人に任せましょう」

「任せましょー」

　と言いながら、東頭はもっきゅもっきゅとウインナーを頰ほお張ばった。

　僕もクロワッサンを千切って口に運びながら、横目で幼おさな馴な染じみたちの様子を窺うかがう。

　二人の間には一切の会話がなく、どころか視線さえ合わせようとしない。朝食を摂とる手は素早く、早いところこの場を乗り切ってしまおうという心積もりがありありと窺えた。

　そうは問屋が卸さない。

「挨拶はどうした？」

　僕が声を放ると、川波と南さんはひくりと口の端を震わせて、ちらりと互いを一いち瞥べつした。

「……おはよう」

「……おはよ」

「誰の誰への挨拶？」

　と畳みかけたのは結女のほうだ。その口元には好奇心も露あらわな笑みが浮かんでいる。

　川波と南さんは、共に苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を見せたが──数秒の後、人が変わったかのようににこやかな笑顔を見せて、明るい声でこう言ったのだった。

「──おはよう、あーちゃん！」

「──おはよっ、こーくん♪」

「ぶっふーっ！」

　隣で東頭が噴き出して、背中を丸めながらぷるぷる震える。

　結女も両手で口元を押さえて、笑い出すのを堪こらえていた。

　幼馴染み二人は、しばらくにこやかな笑みを維持していたが、やがて南さんの顔がぴくぴくと引き攣つって──がばっとテーブルに突っ伏した。

「もー勘弁して!!　ホント勘弁してっ!!　何なの!?　復ふく讐しゆうなの!?　このまえ好き勝手口出しした仕返しなのっ!?」

　結女と東頭がけらけらと笑い転げた。

　もちろん、復讐なんかではない──純粋一〇〇パーセントの善意である。まあ、ある人にとっての善意が、別の人には悪意と感じられるなんてことはよくある話だが。

　僕は事の始まりを思い出す。

　それは、夏休みが始まって間もない頃のこと──世にも珍しいことに、結女からある相談を受けたのだ。







「暁月さんと川波くんって……どうだと思う？」

「……は？」

　真っ昼間のリビングでそう切り出してきた結女に、僕は思いっきり眉根を寄せた。

　どうだと言われても、頭のおかしい女と頭のおかしい男だとしか答えようがないが、たぶんこの女が求めているのはそういう答えではないだろう。

　僕は少し考えて、こう答えた。

「頭のおかしい女と頭のおかしい男だな」

「そうじゃなくて！　っていうかどこが!?」

　少し考えてみてもそれしか思いつかなかったのだから仕方がない──一体どういう答えを求めていたんだ、こいつは？

「だから……幼馴染みなんでしょ、あの二人？」

「そうらしいな」

「表面的には仲悪そうだけど、それが逆に仲良さげに見えるというか……だから、実際のところ……どうなのかな、みたいな」

「……要するに、男女の仲になりうるんじゃないか、って話か」

「そうそう！」

　知らないというのは幸せなことだな。僕も別にはっきりと聞いたわけじゃないが、あの二人はたぶん、僕たちと同じだろう？　それを知っていれば、こんな風に無邪気に恋バナのタネになんかできないだろうに──

　……いや。完全に事情がわかっているくせに、普通に煽あおってくる奴がいたな、一人。

「君がこんな、恋バナめいた話を僕に振ってくるとはな。さては君、友達いないのか？」

「あなたにだけは言われたくないんだけど！　……それに、別に恋バナなんかじゃないわ。ただ……暁月さん、ああ見えて寂さみしがり屋だから、せめて幼馴染みと仲直りできたらいいのに、って、そう思っただけ……」

　寂しがり屋、ねえ──僕の認識じゃあ、そんな可愛かわいいもんじゃないんだが。

　あの二人の問題はあの二人のものだ。僕たちが安易に口を出すべきじゃない──と、四角四面なモラルで言えば、そういうことになるが……。

　これは、チャンスじゃないか？

　恋愛ＲＯＭ専を自称し、あれこれと僕に口と手を出してくる川波小暮。僕たちのことをゲームのキャラか何かだと思っているんじゃないかという疑惑のあるあの男に、ＲＯＭられる側を体験させる、いい機会なんじゃないか？

　……そうだな。川波もたまには、見られる側に回ってみるべきだろう。

　お前が深しん淵えんを覗のぞくとき、深淵もまたお前を覗いているのだと思い知らせるのだ。







　行動に移るその前に、僕はリサーチを敢行した。

　適当な理由をつけて川波の家に行き、ヤツ自身から南さんとのエピソードを聞き出したのだ。

　結果、出てきたのは身も凍るような犯罪譚たんの数々だったわけだが、それはそれとして、やはりかつてのあの二人が、かなり親密にしていたことは間違いないようだった──それこそ、きょうだいのように。

　だから僕は、目的を『二人に昔の関係を思い出させること』に設定した。

　きっと黒歴史に苦しめられることになるだろうから一石二鳥だ。

　しかし、問題は手段だった。二人に何をやらせれば、昔のことを思い出すのか──

　こういうときは、専門家に話を聞くのが常道である。

「というわけで、力を貸してくれないか、東頭」

「わたし、別に幼馴染み専門家じゃないんですけど……」

　東頭いさなは僕のベッドの上で、胡坐あぐらを搔かいた僕の膝を枕にして寝転びながら、ぺらりと本のページをめくった。

「え？　というか、幼馴染みだったんですか？　南さんとあのチャラ男」

「実はそうだったんだ。今は馴染んでないと言い張っているが」

「はああー……。実在したんですね、幼馴染みって」

「君は誰のどんな関係を聞いても伝説上の存在みたいに言うな」

「まあ、人から伝え聞いたことしかないという意味では、どれも伝説ですよね」

「で？　幼馴染みといえば、どんな特徴があると思う？」

「うーん。そんな動物の生態を聞くみたいにされても、これリアルなので。まあ、結婚の約束をしてるとか？」

「してるとしても覚えてなくないか、小さい頃のことなんて」

「夢のないこと言わないでくださいよ！」

　東頭がばたばたと足を暴れさせたので、ぽんぽんと頭を軽く叩たたいて宥なだめてやる。

「……あとはまあ、リアルでもありそうなのは……愛称ですよね」

「愛称？」

「今、あのお二方、苗みよう字じで呼び合っているみたいですけど、家族ぐるみの付き合いならそれって有り得なくないですか？　親御さんとごっちゃになっちゃいます」

　鋭い指摘だ。実際、僕と結女も、家では下の名前で呼んでいるわけだし。

「それも小さい頃からの付き合いとなると、可愛らしいニックネームで呼び合ってそうじゃないですか。少なくとも、今読んでるこのラノベの主人公とヒロインはそうですよ」

「ふむ……それを何とか復活させるってわけか」

　正直ダメ元だったんだが、意外にもいい知見が出てきた。

　なるほど、呼び方か──それなら何とかなるかもしれない。

「ありがとう、東頭。また協力を頼むかもしれないが……」

「いいですよ。あのチャラ男が南さんとくっついてくれたら、水斗君は完全にわたしのものですし！」

「僕の税金は高いぞ」

「税金かかるんですか!?」

　そして、僕は罰ゲームという名目で、あの二人に愛称で呼ばせ合う計画を考えたのだ。

　東頭にそれとなく川波の前でゲームコーナーの話をしてもらい、誘導し、計画の実行前には秘密裏に結女と会って打ち合わせをした。

「でも、それって暁月さんと川波くんを負けさせなきゃいけないのよね？　どうするの？」

「そこは考えがある。僕に任せろ」

「わかったけど……」

　かくして、すべては僕の計画通り。

　川波小暮と南暁月は、この合宿の間だけ、幼馴染みに戻る。







「思った以上に上手うまくいったわね」

　くくく、と忍び笑いを漏らしながら結女が言う。

　朝食後、講義が始まるまでの隙間時間だった。散々いじられた川波と南さんは、二人ともシンプルに走って逃げた。世渡り上手なあの二人が、ああも物理的手段に訴える辺り、僕が考える以上に効いているらしい。

　ホテルの豪華なロビーの隅で、僕たちはこれからの方策を打ち合わせるつもりだった。

「……それにしても、あれはなんだったわけ？」

　つもりだったが、いきなり結女のほうが脱線した。

「あれって？」

「それは、ほら……」

　結女は自分の肩を緩く摑つかむ。

　まあ、聞くまでもなくわかっていた──川波と南さんに罰ゲームをさせるため、この女の肩を抱き寄せたことだろう。

「結果を見ての通りだよ」

　僕は淡々と言う。

「得るべきリターンと実現性を加味して、至極論理的に導き出した最適解だ。あれが一番簡単で、そして一番効果的な手段だったってだけだよ」

「……打算で人の肩抱かないでほしいんだけど」

「悪かったな」

　珍しく素直に謝ってやったら、結女はどこか不満げにふいと目を逸そらした。僕が、君の肩を抱いたことを、『悪かった』と表現したことの、何が不満だって言うんだ？　ええ？

「ともあれ、これで君の望みは叶かなったぞ。まだ何かするのか？」

　些さ細さいな引っかかりは思考の脇に追いやり、話を本題に進めると、結女のほうも不満そうな表情を引っ込めた。

「そうね……。しばらくは様子を見ましょう。あんな感じの暁月さん、初めて見たし」

　ぷくく、とまた笑いを嚙み殺す結女。東頭もそうだが、なんだか急にみんな川波みたいになったな。

「その後は……どうにかして、二人きりにさせられないかしら。いま二人きりにしても黙っちゃうだけだろうし、まずはできるだけ二人に喋しやべらせてほぐしてから……」

　結女は緩く握った拳を唇に当てて、ぶつぶつと考え始める。

　僕としては、もう我関せずを決め込んだって構わないんだが、この女は南さんの危険性を知らないからな──そうそう目を離すわけにはいかない。

　ったく……案外難しいじゃないか、恋愛ＲＯＭ。

　僕たちのどこに、これほどの苦労をする価値があるんだよ、川波。





◆　南暁月　◆






　これは天罰なんだろうか。

　伊理戸くんと結婚しようとしたり、東頭さんを宛あてがおうとしたり、人の色恋を駒みたいに扱おうとしたことの。

「……こ、こーくん、次の講義なんだっけ？」

「確か世界史だったっけな……あ、あーちゃん」

　この程度、慣れきっているはずなのだ。今更緊張するようなことじゃ、ないはずなのだ。

　そう。昔はいつもこの呼び方だったんだから──何も、何も、恥ずかしがることなんてありはしない。

　なのに。

「南ちゃん、さっき川波のこと『こーくん』て呼んでへんかった？」

「ふぐっ」

　ボブカットの奈な須す華かちゃんが講義の終わりにいきなりぶっ込んできたので、あたしはお腹なかを踏まれたような声を漏らしてしまった。

　近くにいたショートカットの麻ま希きちゃんが、瞳をキラリと輝かせて詰め寄ってくる。

「聞いた聞いた！　聞き間違いじゃなかったんだ！　え？　何？　付き合ってんの？」

「付き合ってないよっ！　これは、ちょっと、罰ゲームで……」

「罰ゲームで愛称呼び？　合コンでもしとったん？」

「あー。ゆうべ、どっか行ったと思ったらー」

「合宿中に合コンなんてするかっ！」

　麻希ちゃんはひひひと怪しく笑い、奈須華ちゃんはことりと不思議そうに首を傾かしげる。

「罰ゲームってゆう割には、なんや親しみがあった気ぃするけどなあ」

「そーそー。呼び方以外にも、雰囲気がいつもより柔らかいっていうかさぁ」

「ああーもぉーっ！　こういうのがヤだから声小さくしてたのに！　この地獄耳！」

「ウチはお似合いやと思うよ？」

「右に同じー。川波は軽そうだけど、あっきーなら尻に敷けそう」

「意外と二人っきりやと甘えたかもしれんよ？」

「あー、ありそー！　めっちゃ萌もえる！」

　きゃっきゃと楽しそうに妄想を語る二人の前で、あたしは自分の耳を塞ぐ。

　雰囲気が柔らかい？　甘えたがり？

　そんなはずない。そのあたしは死んだはずなのだ。

　呼び方を戻したくらいで、死人が生き返るなんてこと……あってたまるものか。





◆　川波小暮　◆






「……疲れた」

　午前の講義が終わった時点で、エネルギーが尽き果てていた。

　っくそ、他の連中には聞かれないよう気を付けてたのに、どいつもこいつもこういうときだけ地獄耳になりやがる。人が愛称で呼び合ってるのがそんなに嬉うれしいか！

　昼飯はぜってー一人で食う。伊理戸きょうだいの様子を見られないのは口惜しいが、朝みたいに無理やりあいつと同席させられるのだけは避けたい。今の状況で仲良く昼飯なんか食ってるのを見られたら……！

　自由なバイキング形式だった朝食とは違って、昼食は出席番号順に座って食う形だった。オレは『か』であいつは『み』。普通にしていれば、離れた位置に座ることになるはずだ──普通にしていれば。

「…………なんでいるんだよ」

「……………………」

　オレの席の向かい側に座ったチビ女を、オレはじろりと睨ねめつけた。

　暁月はふいっと不機嫌そうに顔を逸らして、むっつりと黙り込む。……どうも、本意ではなさそうだな。

　本来、この女が座るべき席に目をやると、出席番号順でオレのひとつ前に当たる女子が座ってにやにやしていた。

　……なるほど。思った以上に広まってるってわけだ。

　オレは椅子に座りながら、コツコツと軽くテーブルを叩いて、暁月の注意を引いた。

「（おい。これマズいぜ。下手すると合宿の後まで引きずる可能性がある）」

「（あたしもあんたも、こういういじられ役に回ること、あんまなかったからね。その反動か……）」

「（夏休みの間にみんな忘れてくれることに賭けるのもアリだが……）」

「（男子は忘れるかもだけど、女子は覚えてるね、絶対）」

「（んじゃあ、今のうちに使い尽くすしかねーな）」

「（あーもー、やってくれたよ、本当に……！）」

　すう、と深めに息を吸って、暁月は覚悟を決めた顔をした。

　オレも腹を決め、自分の身体からだに言い聞かせる。

　──これから始まるのはただのネタだ。勘違いするんじゃねーぞ。

　そして昼食が始まると、早々に想定した状況が始まった。

「あれー？　南さん、こーくんに『あ～ん』してあげないのー？」

　ある女子が発したその声には、確かに冗談の響きが混じっている。きっと悪意は少しもない。いわゆる悪ノリってやつだ。ここでもし暁月が恥ずかしがったりしようもんなら、みんなはますます面白がって、このノリを続けるだろう。あるいはそれは『鉄板ネタ』として、二学期以降も定着してしまうかもしれない。

　それだけはごめんだ。

　今日、この場限りのネタとして終わってもらう。

　そのためなら──少々の犠牲は払おうじゃねーか。

　旅の恥は搔かき捨てってな！




「──はい、こーくんっ。あ～ん♥」

「あ～ん」




　暁月が少しの躊躇ためらいもなくスプーンを差し出し、オレも何の躊躇いもなくそれを咥くわえた。

　お互い笑顔で、甘ったるい声音で──思い出したくもない記憶を、最大限に再現して。

　それを見るなり周りの連中が、「おおーっ！」「ひゅーひゅーっ！」とわざとらしいリアクションをした。よしよし。いい感じだぜ。

「どう、こーくん？　おいしい～？」

「んー。お前の料理のほうが美味うまいな！」

「やだも～。食べたことないでしょっ!!」

「んぐッ!?」

　テーブルの下でオレの足が鋭く踏み潰されると、周囲から笑い声が巻き起こる。痛ってえな今の本気だったろこの女！

　もじもじ恥ずかしがったり、馬鹿正直に気まずくなったりするのは逆効果だ。

　ならば、あえて乗る。

　変にガチ感を出さず、完全にネタとして消費しちまうことで、この場限りのノリとして使い捨てさせるのだ！

[image: ]

「ほら、あーちゃん。これ食べろよ。あ～ん」

「え～？　それはちょっとキツいかな～♪」

「なんでだよ！」

「こーくんはちょっと匂いがね～♪」

「どさくさ紛れに罵ってんじゃねーよお前!!」

　オレたちは昼食の間、バカップルネタでオーディエンスを沸きに沸かせた。

　そのおかげだろう。

　お互いが口に含んだスプーンを、普通に嫌がることなく、自然とそのまま使って飯を食べていることには、気付かれずに済んだ。







「お見それしたよ」

　昼食後、トイレに行こうとしたら、伊理戸が無表情でそう言ってきた。

「まさかあんな風に躱かわすとはな。君のことを初めてすごいと思った」

「……へっ。だから、前にも言ったろうが。オレらは揃そろってコミュ力強者なんだぜ？」

「『大して仲の良くない奴やつとも仲良さげにできる能力のことを、俗にコミュニケーション能力と言う』──だったか」

　よく覚えてるな。確か、お泊まり会のときに言ったことだ。

「まさかこんなに話が広まるとは、僕たちも思わなかったからな──どうなることかと思ったんだが、杞き憂ゆうだったか」

「おう。オレたちはどっかの誰かさんたちみたいにもじもじじれじれやれるほど、純粋じゃあねーんでな。残念でした」

　そう言うとなぜか、伊理戸はふっと口の端を上げた。

「確かに、冗談とはいえ、あんな風に公衆の面前でイチャついて平然としていられるのは、君たちくらいかもな」

「まったくだぜ」

　オレはさりげなく両腕を背中に回す。

「悪い。そろそろいいか？　実は今、膀ぼう胱こうが破裂しそうでよ」

「ああ。悪かったな、いろんな意味で」

　オレは伊理戸と別れ、足早に男子トイレに駆け込んだ。

　他に誰もいないのを確認すると、壁際に並んだ小便器のほうへ──は行かず。

　洗面台の蛇口を捻ひねり、両手に水を掬すくって、ばしゃばしゃと自分の顔に叩たたきつけた。

「……っくそ。ただのネタだろうが……」

　ただのネタ。冗談。フィクション。真っ赤な噓うそ。感情なんて──どこにもない。

　なのに。

　両腕に浮いたこの蕁じん麻ま疹しんは、一体全体どういうことだよ、川波小暮──？

　……人間ってのは、どうしてこうも不自由なんだろうな。頭ではわかっているのに、はっきり何度も言い聞かせているのに、形だけ昔を再現しただけで、当時の自分がひとりでに浮上してくる。

　ケリをつけたはずの過去だ。とっくに用済みの思い出だ。そう思ってるのに、オレの中からは消えようとしない──対して、あいつの平気そうな顔と言ったら。

　男は別名保存、女は上書き保存……だっけ？

　オレのデータは、もうどこにも残ってねーってわけだ。……羨ましい話じゃねーか。





◆　南暁月　◆






「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい!!

　誰もいない客室に駆け戻って、ベッドの上でごろごろ転がるあたし。

　みんなの前で、あんなっ……！　あ～んとか、甘えた声とか、うううあああ!!　やめてやめてやめてっ、ああいうのはもう卒業したのぉ!!　思い出したくないよぉぉぉ!!

　もう殺して……。あとさっきのをなかったことにして……。ああぁあ、せっかく高校では比較的うまくやれてたのにぃぃ……。

　大体、あたしはこんなに悶もん絶ぜつしてるのに、どうしてあいつは平気な顔をしてたわけ？　ずるくない？　蕁麻疹だって出てなかったし！　あたしとはどんなにイチャついても、もう何にも感じないってわけ!?　……最初はいちいち顔赤くしてたくせにっ……！

　苛いら立だち紛れに枕をがじがじ嚙かんでいると、ガチャリと客室のドアが開いた。

「暁月さん……？　よかった、いた……」

「あっ……ゆ、結女ちゃんっ？」

　ふわりと長い黒髪が揺れるのを見るなり、あたしは慌てて起き上がって、嚙みまくった枕を背中に隠した。

　結女ちゃんは申し訳なさそうな顔をして、目を下に逸そらす。

「あの……ごめんなさい。まさか、こんなに大事になるとは思わなくて……」

「えっ？　あ、あー……大丈夫大丈夫！　このくらい普通だよ、普通！」

「そう……？」

　朝みたいに笑ったっていいのに、結女ちゃんはいい子だなあ。はー、好き。一生一緒にいたい。こーくんへのイライラが、結女ちゃんの可愛かわいさで浄化されていくー……。

「まーね、今更やめても逆に変だろうし、合宿中はこのまま行くよ。キャラを演じるのは慣れてるしねっ。ま、こーくん的にも役得なんじゃない？　あはは！」

「……こーくん？」

「え？　なに？」

「いえ……本人がいないのにそう呼ぶんだと思って」

「…………あ」

　ミスった。

「……………………」

「ちょ、ちょっとニヤニヤしないで結女ちゃん！　今のは咄とつ嗟さに、うっかりっ……！」

「そうよね──ふふっ。咄嗟にうっかり出ちゃったのよね──ふふふふ！　や、やっぱり昔はそう呼んでたんだ……！　ふくくくく！」

「えっ……!?」

　な、なんでこの呼び方が、昔の呼び方だって……。

　結女ちゃんは拳を口に当てて笑いをこらえながら、

「だって、『愛称で呼び合え』って言われた瞬間、当たり前みたいに『こーくん』『あーちゃん』って言い始めたんだもの──私たちは何も指定してないのに！　あははは！」

　…………一生の不覚っ…………!!

　あたしが枕に顔を押しつけると、結女ちゃんがベッドに近寄ってくる気配があった。

「いいんじゃない？　この機会にその呼び方に戻しても。幼おさな馴な染じみらしくて」

「幼馴染みじゃないもん!!」

「そんな寂しいこと言わないで……」

「……あのね、結女ちゃん」

　枕に顔を押しつけたまま、あたしは少しトーンを下げた。

「たとえ小さい頃に仲が良かったんだとしても、それがずっと続くとは限らないんだよ？　うまくいかないこともあるし、縁が切れることだって、あるの」

「でも、暁月さんと川波くんは、まだ話し合える場所にいるじゃない。縁はまだ、切れてないでしょう？」

「……………………そう、だけど」

「だったら、意地を張って拒絶するのは、もったいないと思うけど……」

　……本当は、とっくに縁を切られていてもおかしくなかった。

　ただ、隣同士に住んでいるから。自分の意思で引っ越したりできない子供だから。進学先を変えられなかったから。幼馴染みだったから──まだ、たまたま、顔を合わせる機会があるだけで。

　……まだ、遅くないのかなあ……？

　幼馴染みのようでいられる今なら。恋人のようでいられる今なら。

　…………まだ、間に合うことが、あるのかな…………？





◆　伊理戸結女　◆






「結女さんっ、聞いてくださいっ！」

　自習時間中、東頭さんが勢い込んで私のところにやってきた。

　自習時間と言っても、実質自由時間のようなそれとは違って、質問を受け付ける教師が講義室に常駐している。だけど今は、ちょうど質問の生徒がごった返しているタイミングで、私たちが私語をしていても見み咎とがめられそうになかった。

　聞いてくれ、というのはもちろん、講義の質問ではないだろう。

「どうしたの、東頭さん？　……なんだか、ずいぶんと嬉うれしそうな顔だけど」

「えへ。えへへへ。そんなことないですよ？　えへへへへ！」

　顔が緩みきっている。受験に受かったときくらいの──あるいは、告白に成功したときくらいの緩みっぷりだった。

　まさかね、と思った私に、東頭さんは嬉しそうに話し始める。

「実は、さっきですね、訊きかれちゃったんですよー、クラスの人に！」

「え？　何を？」

「『七組の伊理戸くんと付き合ってるの？』って！」

　私は思わず息を詰まらせた。

　それをよそに、東頭さんはにまにまと緩んだ頰ほおを、むにっと両手で押さえる。

「えへ、えへへ。わたしたち、そんなに恋人同士に見えますかねー？　困っちゃいますねー！　えへへ！　全然そんなんじゃないんですけど！　えへへへ！」

　すごい浮かれ方だった。あまりに嬉しそうなので、何だかこっちまで嬉しくなってくる。それが胸の内にふと浮かんだもやもやと混ざり合って、複雑なマーブル模様を描いた。

「……まあ、そりゃあ、あれだけ四六時中一緒にいれば、そういう噂うわさも立つ……わよね。二人とも目立つほうじゃないから、そういう噂の対象になるの、ちょっと意外だけど……」

「それがですねー。水斗君、意外と人気あるみたいなんですよ」

「えっ？」

　今なんて言った？

「中間テストで一位獲とってたからなんですかねー？　『めちゃくちゃ頭いい上に、よく見ると顔もカワイイ』って、付き合ってるのって訊いてきた方たちが話してました！　『伊理戸くんと仲良さそうなの羨ましい～』って言われて……うぇへへへ！」

　優越感に頭をやられた笑い方をする東頭さん。

　そ、そうなんだ……。そうよね……。私自身、入試一位の実績のおかげで今の立場があるんだから、中間一位を獲ったあの男が女子から人気になっても何にもおかしくない……。

　え？　モテるの？　あの男？

　ちょっと現実を受け止められない。あいつを狙ってる子がいっぱいいる？　いや、あの男のことだから告白されたってフるんだろうけど。いやいや、っていうか、東頭さんが彼女だと思われてるなら告白なんて──

「そ……それで？　東頭さん……なんて答えたの……？」

　出所の知れない焦りに衝つき動かされてそう訊くと、東頭さんはによっと笑った。

「もちろん、ちゃんと言いましたよ。『付き合ってないです』って」

「そ、そうよね」

「『付き合ってないです。いいお友達です』って」

「熱愛報道された芸能人!!」

　完全に意味深！　一〇〇パーセント言葉通りに受け取られない！

　東頭さんはにへっと緩んだ笑みを浮かべて、

「いやあ……ちょっと、その……気持ち良くなっちゃいまして」

「見事に調子に乗ったわね！　騙だましちゃダメでしょ！」

「噓は言ってないじゃないですか。ほんのちょっと、後に結婚を発表しそうな言い方をしただけで……。何か問題ありました？」

「問題はっ…………ない、けど」

　東頭さんが彼女だと思わせておけば女避よけになって、あの男も手間が省けるだろうし……むしろ、いいことしかないくらいだけど。

「なかなか強力ですねー、周りにそういう関係だと思われるのって」

　によによ幸せそうに笑ったまま、東頭さんはノートの端に落書きをし始めた。

「わたし、水斗君のことが好きじゃなかったとしても、周りにあんな風に言われたら彼女面のひとつもしてしまうかもしれません。あのお二人は、きっとずっとこんな環境で育ってこられたんですよね。ちょっと想像できない世界です」

「あのお二人？」

「南さんとあのチャラ男ですよ。男女の幼馴染みですよ？　たぶん、子供の頃から、ずーっとからかわれてきたんじゃないかって思うんですよね」

「……まあ、まさに私がそう期待して、こんな計画を立てたわけだしね……」

「幼馴染みを持たない身だと、やっぱりみんな期待しちゃいますよね、こういうのを」

　できた、と言って、東頭さんはシャーペンを置いた。ノートの端に描かれたのは、窓越しに笑顔で何かを話している少年と少女──漫画などでよく見る、『家が隣同士の幼馴染み』の光景だ。めちゃくちゃ上手うまい……。

「妹のいない人が憧れる妹みたいなものです。妹に比べると、異性の幼馴染みは相当のレアキャラでしょうからね──会う人すべてからこういう関係なんだって思われてきたんでしょうね、あのお二人は。そうなると、本人たちとしても、期待に応えなきゃいけないような気分になってきそうなものですよね」

「まあ、ね。でも、それで本当に漫画みたいな幼馴染みになるかって言うと……。だって、それってただのキャラじゃない？　さっきのバカップルジョークみたいに、それっぽく振る舞ってるだけで……」

「だとしたら、今わたしたちがやらせている愛称呼びも、それっぽく振る舞っているだけなんですかね？」

　私は黙り込んだ。……私たちは、二人が愛称呼びを恥ずかしがって、互いに意識し合うのを期待している。それを二人が、意識的にせよ無意識的にせよ、うまく汲くみ取ってくれているだけだとしたら……？

「まあ、ひとつだけ言えるとしたら──」

　考え込む私をよそに、東頭さんはコツコツと自分が描いた絵を指で叩たたく。

「──現実の幼馴染みは、きっとこんな風じゃないんでしょうね。夢がないです」





◆　南暁月　◆






　幼馴染み、という関係性に、夢を見なかったと言えば噓うそになる。

　漫画やアニメで何度も見た。隣の家に住んでいて、きょうだい同然に育って、幼い頃にたくさんの思い出があって、成長してから惹ひかれ合って──そういう、理想の塊みたいな、願望の塊みたいな、幼馴染みという名の煌きらびやかな夢。

　あたしとこーくんは、これなのだ。

　多くの人間が『あったらいいなあ』と夢想する願望、それを幸運にも現実に手に入れた特別な存在──もし異性の幼馴染みがいて、そう思わない人間がいるというのなら教えてほしい。そいつの噓っぱちを、絶対に暴いてやるから。

　現実なんか、半分くらいフィクションみたいなものだ。

　みんながみんな、ポジションを探ってさ。リーダーキャラとかいじられキャラとかガキ大将キャラとか委員長キャラとか、どっかで見たような人間を演じてさ。自分もまた、相手が作り上げたキャラクター越しにその人を認識してさ。テレビの芸人や動画サイトの配信者の焼き直しみたいなやり取りで盛り上がってさ……。

　それと同じように、あたしはこーくんを『幼馴染み』というキャラとして見ていたのだ。

　現実と虚構に区別をつけず、あたしたちは漫画やアニメで見たようなロマンチックな関係なんだって、心の奥のほうでは信じきっていたのだ。

　だから──あんなことができた。

　あたしたちは幼馴染みだから。運命に選ばれた二人だから。だから、こーくんはあたしが何をしても受け入れてくれるって……理解してくれるって……勘違いした。

　わかってる。わかってる。あたしが馬鹿だったんだって。でも。でもさあ……。

　あたしは……本当に、こーくんを幸せにしたかっただけなの。

　それだけだったの。

　だから……ねえ、信じてよ。

　…………信じてよぉ…………。




　──ざっけんじゃねえよ。信じられるかよッ!!　てめえがオレに何をしたのかわかってんのかッ!?　どの口で言うんだクソがッ、頭沸いてんじゃねーのかッ!?　ああ沸いてたんだったなぶっくぶくにッ!!　じゃねーとオレの前に箸を用意しなかったり、コンビニ行くのも許してくれなかったり、日直で女子と二人になるだけでキレ散らかしたりしねーよなぁ!?　ああオレが悪かったよオレが悪かった!!　お前みたいなヤバい女に、幼馴染みだからって絆ほだされたオレが悪かったんだよッ!!　ぁあ!?　何泣いてんだよ、泣きてえのはこっちだよ！　返せよッ、この数ヶ月!!　お前に奪われた時間、全部返せよおッッッ!!





◆　川波小暮　◆






　オレは、物心ついたときから、友達には困らないタイプだったと思う。

　人と話すことが、仲良くなろうとすることが、意識するまでもなく自然にできた。物もの怖おじを知らず、人見知りの意味すらわからず、誰であろうとどこであろうと、呼吸するかのように自分という存在を溶け込ませていた。どこであろうとやっていける自信が、努力するまでもなく、最初から身についていた。

　それは、今にして思うと、ある種の生存戦略だったのかもしれないと思う。

　ぼんやりと覚えている。たぶん、それは赤ん坊の頃。オレを笑顔であやしていた母親が、オレが眠りに落ちるその寸前、疲れたような溜ため息をついたのだ。

　あまりにおぼろげな記憶で、夢でしかなかったんじゃないかとも思う。でも、その光景が、オレの魂にひとつの目的を設定したのだ。

　一人でも、生きていけるようにならなければ。

　オレのために溜め息をつく人間が、ただの一人も生まれないようにしなければ。

　強迫観念というにはあまりに自然すぎた。それは魂の形成段階でオレの根底に居座って、オレを規定していた。

　そんな感じだから、知らない場所に行っても寂しくなることはなかったし、一人でいたらむしろ誇らしかった。オレは、孤独とは無縁だった。

　なのに、あーちゃんといるときは、どこか安心するような心地がしたのだ。

　不安になることなんてないのにおかしな話だが、あーちゃんといる間は、収まるべきところに収まっているような気がしたのだ。

　──あーちゃんは、オレが仲良くなろうとしなくても、そこにいてくれる。

　──あーちゃんは、オレが何も頑張らなくても、そこにいてくれる。

　──あーちゃんは、オレが何も言わなくても、わかってくれる。

　そう思うと、まるでゲームでセーブポイントに辿たどり着いたときみたいに、心が安らぐ自分がいたのだ。

　そんなもん、ただの傲慢に決まっているのに。







「お」

「……あ……」

　午後の講義の休憩時間、ちょっとトイレに席を立つと、廊下で暁月の奴やつと出くわした。

　オレはなんとなく、そいつの顔から目を逸そらす。

　周りに他の生徒はいない。あのふざけたバカップルジョークをする必要はない。もちろん、『あーちゃん』なんて古びた呼び方をする必要も。

　ああ、だってのに──なんだよ、この気まずさは。

　首の後ろがざわざわして、居いた堪たまれなくなってくる。今すぐ逃げ出したいのに、同時に、それを躊ちゆう躇ちよしてもいる。

　伊理戸たちのせいだ。呼び方を戻したせいで、せっかく調整した対暁月の距離感がバグっちまった。

　ひでえ別れ方をして。一〇年近くも積み上げてきた絆きずなをぐちゃぐちゃにして。それでもオレは、他の誰にも心配をかけたくなかったから、親にさえ暁月とのことは話さなかった。胃に穴が空いた理由は、受験のストレスだってことにした。

　本来は二度と顔を合わせるはずもない暁月とも、対外的には何事もなかったかのように振る舞った──幸か不幸か、オレにはそれができる能力があったんだ。

　大して仲良くもない相手と仲良さげにする技術を、俗にコミュニケーション能力と言う。

　オレにもこの女にも、それが充分に備わっていた──だから今日、この日まで、外面を取り繕うことができたんだ。

　それがまさか……こんな簡単なことで、綻びるなんて。

　丹念に作り上げた体裁が、呼び名ひとつで崩れかけて。もうオレは、どういう顔をしてこいつと話せばいいのかわからない。

　昔みたいに？　できやしない。

　昨日までみたいに？　できやしない。

　今のオレには、こいつと対面するための、キャラの持ち合わせがない。

　第一声すら見つからなかった。ざわざわする首筋を擦こすって、目を泳がせることしかできなかった。そんな自分にイライラした。

　そんなオレに、遠慮がちなか細い声が放られる。

「……何……キョドってん、の？」

　じろりと、半眼で、挑むように──だが、その声を、迷うように震わせて。

　暁月が見せたそれは、この数ヶ月で作り上げた、対オレ用のキャラクターの残骸。

　あちこちが綻びて、見るも無残な状態だ。それでも暁月は、そのまま突っかかってくる。

「あんなの、ただのジョーク、でしょ？　……あんまり、照れるとか、ちょっと……」

「ち……ちげーって。ただ、なんつーか、他に誰もいないとこでまで、あーちゃんと──」

「あーちゃん？」

「あ、いや！　今のはちがっ……単に咄とつ嗟さに切り替えられなかっただけで──」

「いやまあ、別に。いいけどね。罰ゲームだし？　うん」

　言葉にはキレがない。惑いがある。躊躇がある。こいつもこいつで、わからなくなっているのだ。オレとどういう顔をして話せばいいのか。堅けん牢ろうに作り上げた体裁が綻んで、覗のぞいた本心で誤ご魔ま化かすしかなくなっている。オレと同じように。心が通じ合っているかのように。昔の、付き合う前の、あの頃のように──

　──なのに、なんで。

「なんていうか、……そう、もしその呼び方が癖になっちゃったら、さ。他のクラスの子にも聞かれるかもだし……さすがに、これ以上広まっちゃうのはさあ……」

　お前も意識してるんだろ？　気まずいんだろ？　その様子は、そういうことだろ？

　なのに──なんでオレは平気なんだ？

　蕁じん麻ま疹しんも、吐き気もしないんだ？

　いつもは過剰に反応するオレの自意識が、どうしてうんともすんとも言わないんだ？

　どうして──お前の言葉が、こんなにも薄っぺらく聞こえるんだ？

「ほら、あんたも困るでしょ？　その、結女ちゃん的にも、大事になるのはさ──」




　ああー…………しょうもな。




「だよな。これ以上大事になるとめんどくせーよな。気を付けるわ」

「……えっ？」

「伊理戸さんに負い目を感じさせるのも忍びねーしな。お前も気を付けろよ」

　くだらねえ。しょうもねえ。何ノッてきてんだよ。なんだよ、今のごっこ遊びは。

　オレたちが、伊理戸水斗と伊理戸結女みたいになれるとでも思ったのか？

　違うんだよ。あんな甘酸っぱいものじゃない。あんな尊いものじゃない。オレたちはもっと、愚劣で愚昧で愚鈍な、どうしようもない残骸だろうが。

　感化されてんじゃねーよ。

　やり直せるようなことは、もう何も、ねーんだよ。

「じゃあな。オレ、トイレ行くところでさ」

　オレは軽く手を振って、暁月の隣を通り抜ける。

　あまりにも簡単なことだった。迷いも躊躇も少しもなかった。ざわざわすることもイライラすることもなかった。本当に……楽で、簡単なことだった。

「ちょっ……まっ……！」

「どうした？」

　立ち止まって、振り返る。だって呼ばれたからな。当たり前だろ？

　喧けん嘩かをしてるわけでも、あるまいし。

　暁月が口を開けて、何か言おうとして、でも結局、息のひとつも出てこなくて。

　にへら、と薄っぺらな笑みを顔面に貼りつける。

「なーんでもないっ♪　ちょっと呼んでみただけー♪」

「うわっ、きっつ」

「はあー!?」

　うははと笑って、オレたちは至極和やかに、背を向け合った。

「……はあ」

　聞こえた気がした溜め息は、果たしてどっちのものだったか。

　本当に……しょうもねえ。





◆　南暁月　◆






　信じてよ。

　そんな風に言う資格なんて、あたしにはないってわかってた。

　まだ間に合う？　あたしはいつまで甘ったれなんだろう。

　上っ面だけ昔に戻ってみせたところで、あの頃と今のあたしたちは、もうすっかり、別の生き物だっていうのに。

「……はあ」

　楽しかったなあ。

　小学生の頃は──彼女になろうなんて、思いもしなかった頃は。

　あの頃は…………本当に、楽しかったなあ…………。





◆　川波小暮　◆






　二泊三日の勉強合宿、最後の夜が来た。

　この時間、オレたちには自由時間がある。なんと外出が許されるのだ。そして同じ時間、まるで狙い澄ましたかのように、ホテルの近くにある神社で祭りが催される。

　要するに、わざわざ学校側でレクリエーションは用意してやらんから地元の祭りにでも勝手に行っとけ、ただし問題が起こっても自己責任だからな、というわけだ。

　ま、オレたちとしちゃあ、貴重な夏休みに講義尽くしで終わるよりはずっといい──むしろ、狙っている男子や女子を誘って夏祭りデートに持ち込む大チャンスだ。

　見逃すはずがない。

　オレは最初から、伊理戸きょうだいをその祭りに送り込むつもりなのだった。

　何でも件くだんの祭りは、クソでけえ手筒花火が有名らしい。手筒花火ってのは、職人が直接手に抱えた筒から、火のシャワーみたいなのがぷしゃーっと空に噴き出すやつだ。ものによっては高さ一〇メートルにもなるって言うんだから、迫力はなかなかのもんだろう。せっかくだから見に行こうぜと誘っても何の不自然もない。

　当然あのきょうだいは二人で行けっつって行くわけがねーから、そこは常じよう套とう手しゆ段だんに頼る。

　ゲームのときのメンバー五人を誘って、集団で行けばいいんだ。

　人混みに連れ込んじまえばこっちのもん。はぐれたふりをして二人きりにすればいいだけだ。折良くスマホも没収されてっから、再合流も難しいしな。

　というわけで、オレたちはホテルを出て、見慣れない夜の街を歩いていた。

「おほっほー♪」

「生憎あいにくとバウリンガルの持ち合わせがないんだが、それはどういう意味の鳴き声だ、東頭」

「『夜に友達とお外を歩くなんて初めてだぜ。テンション上がるなぁ～』の意味です！」

「……一応訊きくが、方向感覚に自信はあるか？」

「馬鹿にしないでくださいよ。山が見えないほうが南でしょう？」

「それは京都市でだけ通用する方法だ。ここは滋賀だ。君、絶対はぐれるなよ？」

　事は意外にもスムーズに進んだ。

　伊理戸辺りがオレの意図に気付いて難色を示すかとも思ったんだが、あにはからんや、二つ返事だった──もしかすると、元から伊理戸さんと行きたいと思ってたのかもな？　実は誘ってもらうのを待ってたとか？

　オレは口元を手で覆う。普段は表情なんざいくらでもコントロールできるのに、楽しく妄想するときだけは制御が利かねーんだよな。

　夜道には他にも洛らく楼ろうの生徒がちらほらと見受けられたが、全員私服姿だ。噂うわさによれば、去年は浴衣を合宿に持ち込んだ剛の者もいたって話だが、今年はいないらしい。

「あー、結女ちゃんの浴衣姿見たかったなー。京都帰ったらみんなでお祭り行かない？」

「そうね。祇ぎ園おん祭まつりは終わっちゃったけど、機会は他にもたくさんありそう」

　前を歩く暁月と伊理戸さんが和やかに話している。伊理戸たちも、どうやら予想以上に大事になって反省したらしい──朝のように無理やりオレたちを絡ませるようなことはしようとしてこなかった。

　まったくもって、助かる限りだ。今、二人で歩いてるところなんて見られたら、ネタじゃなくてガチで冷やかされることになる。……そうなったら、平静でいられる自信がない。

「そのときは東頭さんも来る？　お祭りー」

「えっ？　あ、はい、いいんですか……？」

「浴衣着てくれたらね！　知ってる？　浴衣って下着つけたらダメなんだよ」

「そ、それはデマでは……？」

「デマっていうのがデマなんだよな～」

「暁月さん、下心ダダ漏れにするのやめてあげて。東頭さんが変な覚悟決めようとしてる」

「や、やっぱりおっぱいが目的ですか！　身体からだだけの関係だったんですね！」

　東頭がぷんぷん怒って小走りに暁月に詰め寄っていく。

　オレと伊理戸、野郎だけがその場に残されて、束つかの間ま、静寂が漂った──

「──川波。南さんと何かあったか？」

　空いた隙間に置くような質問に、何か思う前に返答した。

「別に？　なんでだ？」

「わからん。なんとなくだ」

「なんだそりゃ」

　ははっ、とオレは軽く笑ってみせるが、伊理戸は表情を変えない。

「君がいいんなら、別にいいけどな。今日の僕はＲＯＭ専だ。口は出さないよ」

　そう言って伊理戸は足を速めて、暁月たちのほうへ近付いていく。

　……充分、口、出してんじゃねーかよ。

　何に文句があるってんだ。いいんだよ、オレはこれで。だって、間違いだったんだ。勘違いだったんだろうが。オレの、勝手な……妄想だったんだろ？

　オレはオレにルールを課して生きてきた。手のかからない、誰にも迷惑をかけない人間になる。それが、オレというキャラクターの根幹設定。

　でも……それにも、一人だけ、例外がいると思っていた。

　自分で自分に定めたキャラで対する必要のない──オレが、オレ自身になれる──本心で、自然体で接することのできる──そういう例外が。

　みっともない感傷だ。

　そんな風に思っていたのは、オレだけだったんだから──

「っつーかもっと薄着しろーっ！　せっかくの乳が泣いてるぞーっ！」

「ひゃあーっ!?　ちょっ、お触り禁止！　お触り禁止ですっ！」

「そういえば今日は控えめだな。僕ん家ちに来るときはパーカーの下にタンクトップなのに」

「えっ!?　ちょっと待って、あのパーカーの下そんな薄着なの!?」

「うわっ、出ーたよ。男の前でだけ露出度上がる女」

「風評被害です！　こっ、これでも一応、部屋着と外出着を使い分けてるんですっ！」

「いや、東頭さん、男子の部屋に部屋着で行っちゃダメだから」

　伊理戸たちに混じって、暁月がけらけら笑っている。

　その笑顔だって、どうせキャラなんだろ？　この場に合わせて作り上げた、仮初かりそめの性格、仮初の笑顔でしかないんだろ。オレはずっと、お前だけが本心で接することができる相手だと思っていたのに、お前はずっとそうやって、対人用の人格で誤魔化していたんだ。そうだ、だからオレは、お前の本性を見抜けなかった──

　──だとしても。

　オレの中で、もう一人の誰かが反はん駁ばくした。

　だとしても、だとしてもだ。

　そこにある笑顔を見ろ。そこに響く笑い声を聞け。それは、少なくとも──

　病室で泣き崩れさせたあのときより。

　暗に失望して見限ったさっきより。

　──ずっとずっと、楽しそうじゃねーか。

「……………………………………………………………………………………………………」

　夜空を見上げる。

　まるで夢のようにきれいな月に、強く目が眩くらんだ。





◆　伊理戸結女　◆






　夏のお祭りに来ると、否いや応おうなく人生初デートのことを思い出してしまう。

　私がはぐれて、迷って、泣き言を言って……そして、あの男に見つけ出してもらった。

　そう、見つけてもらった──私はそれまで、世界の誰にも見てもらえないと思っていた。そんな価値は自分にはないと思っていた。だから、あのとき、私は、本当の意味で、見つけてもらったと感じたのだ。

　だから、たぶん、あのときから、私は、自分を取り繕うのをやめた。より良い何かを演じようとするのをやめた。綾あや井い結女と伊理戸水斗という、他の何でもない二人になった。

　だけどそれも、付き合っているというステータスが続けば続くほど、『恋人』という名前に固執して、『普通の恋人』になろうとして──自然体ではいられなくなって。

　──ああ、それを思うと。

　何年も、家族のような、自然な関係でい続けるなんて、どんなに難しいことだろう。

　幼おさな馴な染じみなんて──ただそれだけで、奇跡みたいな存在じゃない？

「あ！　始まるよ、結女ちゃんっ！」

　暁月さんが前を指差す。コンクリートの桟橋の上に法はつ被ぴを着た男の人が立っていて、その足元に、琵び琶わ湖この湖面に向けて横倒しになった大きな筒があった。

　シュウウッ！　と音を立てて、眩まばゆく輝く無数の火花が、湖面に向かって溢あふれ出る。法被の人が筒を持ち上げると、火花が噴水みたいに夜空へと立ち上った。

「おおー」

　感嘆の声を上げる暁月さんを、横目でちらりと覗のぞき見る。

　暁月さんは大切な友達で、高校を卒業した後も仲良くしたいと思う。私はそれを難しいことだとは思わないし、暁月さんもきっとそうだろう。

　だからこそ、私では代わりが利かないと思う。

　私にとってのあの男のように、東頭さんにとってのあの男のように──暁月さんにとっての『それ』は、とっくの昔に、決まっているんだと思う。

　だって──暁月さんが悪口言うの、彼だけなんだもの。

　バンッ！　と大きな爆発音を弾はじけさせて、立ち上る花火は夜闇に散った。

　光が消えて闇が戻り、束の間、自分以外のものがわからなくなった。

　──そのとき、誰かがくいっとシャツの裾を引く。

　どうしてだろう。振り向くまでもなく誰なのかわかった。たぶん、そいつほど私を見つけることに長たけた奴やつが、遺憾ながら他にはいないからかな。

「────、────────」

　声が囁ささやく。

　私は笑った。

　暁月さんのことが、少しだけ羨ましくなったのだ。





◆　南暁月　◆






　二つ目の手筒花火に火が点つけられ、再び夜空に高く光が舞った。

　炎のシャワーがパチパチと鳴るのを聞きながら、あたしはちらりと隣の結女ちゃんを窺うかがう。整った顔が花火に照らされ、くっきりとした陰影を刻んでいた。

　どうしてこんなに結女ちゃんが好きなのか、自分でもよくわからない。

　可愛かわいいからかもしれないし、優しいからかもしれない。ただひとつ確かなのは、彼女のそばに立つ自分を確認するたびに、少しだけ救われたような気持ちになることだ。

　あたしは、反省できている。

　今度は自己中になっていない。相手のことを慮おもんぱかってあげられている。何のフィルターも通さず、何の願望も交えず、結女ちゃんという人間そのものを見ることができている。まあ、四月に一回やらかしちゃったけど、それもちょっと妄想に耽ふけっただけで、別に結女ちゃんに実害を与えたわけじゃないからセーフだ。

　大丈夫。今度こそ、大丈夫──あたしは、やればできるんだ。

　楽しかった日々を、今度こそ……台無しにしないために。

「って……あれ？　伊理戸くん？」

　不意に気付いた。影に隠れて気付かなかった。伊理戸くんが、結女ちゃんのそばに立っていたのだ。あいつと一緒に別のところにいるんだと思っていたんだけど。

　二人の肩が、少し触れ合っているのが見えた。瞬間、胸の中にめらっと嫉妬の炎が燃え上がったので、慌てて抑え込む。自重自重。やりすぎないやりすぎない。

「なに～？　女子に混ざりたくなったの？　ムッツリだな～」

　冗談めかして言いながら、あたしは結女ちゃんの腕を抱き寄せた。その程度に留とどめた。

　これなら、きっと、そんなに重くは感じられない──はずだ。

　結女ちゃんも、このくらいなら、拒絶したりはしない──はずだ。

　──はずなのに。

「暁月さん、ごめんなさい」

　結女ちゃんの腕が、するりとあたしの腕の中から抜けて。

　そうっと、優しく、あたしの肩を押す。

「えっ……？　結女ちゃん……？」

「愚痴があったら、また今度、好きなだけ聞いてあげるから」

　はっきりと、あたしとの距離を離しながら──なのに結女ちゃんは、元気づけるように優しく笑っていた。

「今は一人で、頑張ってきて」

　後ろから、誰かに手を摑つかまれて、ぐいっと引っ張られる。

　誰なのかわからなかった。

　それよりも、結女ちゃんの姿が、人波の中に消えていくのが悲しくて──

　立ち上る花火が見える。

　眩い光が、深い影を落としている。

　真っ黒な闇の中に、あたしは吞のみ込まれた。





◆　伊理戸水斗　◆






「ありがとう」

　と僕が言うと、結女はいつものように刺とげ々とげしく答える。

「なんであなたがお礼を言うの？　川波くんの頼み事なんでしょ？」

「……なんとなくな」

　バンッ！　と手筒花火が弾けるのを見やりながら、僕はさっき囁ささやいた言葉を思い出した。

　──南さんに、川波から話がある

「……よくもまあ、あれだけの情報で察せたもんだな」

「まあ、なんとなくね」

「なんとなくか……」

　人間の本心というのは、一体どこにあるんだろう。

　キャラとかペルソナとか仮面とか、まるで本来の人格があるかのように言うけれど、そんなもの一体いつ使うんだ？　一人で考え事をするときか。それは『一人で考え事をするときのキャラ』とは違うのか？

　本心。素顔。人としての芯のようなもの。誰かに理解しておいてほしいと一番に欲求するもの。だけど自分では決して見つけられないもの……。

　もしそんなものがあるとしたら、その在処ありかは──

「──自分の中じゃあ、ないのかもな」

「え？　どういうこと？」

「何でもない。ちょっとした哲学だ」

　月明かりに照らされた顔で、結女は小馬鹿にするようにかすかに笑った。

「あなたって、ちょっとあれよね。東頭さんが言ってた……中二病？」

「中学生の頃、デイヴィッド・ボウイを着信音にしてた君に言われたくないんだが」

「あっ……あれは、あなたが薦めた映画の主題歌でしょうが！」

　まあ、何はともあれ、あとは本人たち次第だ。

　リード・オンリー・メンバー。

　ただ黙って、成り行きを見守るのみ。

　──あれ？

　今、僕ら……普通に中学の頃の話してなかったか？

　僕が後ろを振り向くと、そこには見知らぬ顔の群衆があるばかりだった。

「……なあ。東頭はどこ行った？」

「え？」

　結女も後ろを振り返り、そして硬直した。

　……なるほど。なるほど、なるほど。

「どうやら僕は、夏祭りで人探しをしなければならない星の下に生まれたらしいな……」

「ああもうごめんなさいっ！　これでいい!?」





◆　川波小暮　◆






　オレたちは、ずっと、夢を見ていたんだ。

　誰よりも理解し合って、魅力的で、献身的で、互いに何を言っても笑い合って──

　──そんな都合のいい人間、現実にいるはずがないのに。

　あいつと何年、友達をやってたっつーんだよ。始まりは覚えてないけど一〇年近く、幼馴染みなんて呼ばれるほどになってまで、一体何を見てたんだよ。

　可愛い？　献身的？　笑ってくれる？　そんなの全部外面に過ぎない。オレにとって都合のいい表面部分に過ぎない！　オレは……あいつの中から、自分の願望に適かなう部分だけを取り出して、夢を見ていたに過ぎない。

　気付いたときには遅かった。

　可愛く笑って、献身的に束縛する。オレの知る幼馴染みと、大筋では何一つ変わらないまま、あいつはオレの知らない何かに変わっていった。

　いや、変わったわけじゃない。

　仮面の下の素顔を見せて、豹ひよう変へんしたわけじゃ決してない。

　あいつは最初から、ああいう人間だったのだ。ただ、オレが無知だっただけなのだ。

　都合のいい夢から目を覚まして、現実を目の当たりにしただけだったんだ。

　……ああ、だけど。だっていうのに。

　夜の街が、闇に混じる灯あかりが、目の前を過よぎっていく。

　あの夜の冒険が、見上げた夜空が、美しく輝く月が、光になって目前を横切る。

　失敗した。

　心の底から失敗した。

　未練は本当にどこにもない。あの夜に芽生えたはずの熱情は、今となっては寂しいくらいどこかに消えた。代わりにあるのは、途方もないほどの後悔だ。

　だから言おう、何度でも。

　幼馴染みはやめておけ。いざとなっても逃げ場がない。

　幼馴染みはやめておけ。隠し事ができなさすぎる。

　幼馴染みだけは、絶対にやめておけ。

　夢のようには、忘れられない。





◆　南暁月　◆






　人混みから引っ張り出されて、ようやくあたしの手を摑つかんだ人間の顔が見えた。

　川波小暮が、いつもの軽薄そうな薄笑みを浮かべて、深い闇の中に立っている。

　三〇センチほど上にあるその顔から、あたしは目を逸そらさなければならなかった。どうしてだろう。わかんない。たぶん、資格がないと思うからだろう。

　摑まれた手を振りほどこうとした。あたしに比べて、ずっと大きい手。外から包み込むようなその感触は、懐かしいけれど、今のあたしが思い出してはならない。

　だけど川波は、摑んだ手を放そうとはしなかった。

　むしろ、いっそう強く握り締めて──しかし軽い口調で、こう言うのだ。

「ちょっと歩かねーか？」

　あたしの手をぐいっと引っ張って、川波は歩き始める。あたしはわけもわからないまま、それについていくしかなかった。

　この辺りは民家が多くて、夜道を照らす灯りは生活感のあるそればかり。まるきり違う風景なのに、頭上の夜空が、遠ざかる喧けん騒そうが、否いや応おうなしにあの夜のことを思い出させる。

　家族旅行の夜。二人で旅館を抜け出した、あの夜のこと。

　そして……どうせ守るはずもない、子供じみた約束。

　人のいる場所を避さけるようにして歩き続けた末に、琵び琶わ湖この湖岸に辿たどり着いた。

　コンクリートの地面にベンチがいくつか置かれただけの、うら寂しい場所。湖だから、波が打ち寄せる音さえ聞こえない。真っ黒に凪ないだ湖面の彼方かなたには、対岸の街の光が薄うっすらと輝いていた。

　川波はあたしの手を放すとポケットに手を突っ込み、海のように広い湖を遠く望む。

「八月に入ったら、もっとでかい花火大会があるらしいぜ。まあ、京都から日帰りで来るには、ちょっと帰りが遅くなりすぎるだろうけどな」

「……どういうつもり？　川波」

　こんな人ひと気けのないところにまで連れてきて世間話？

　あたしが疑念の目を向けると、川波はおどけるように肩を竦すくめた。

「別に、どういうつもりでもねーよ、あーちゃん」

　……この期に及んで、まだ罰ゲームを続けるつもりなの？　そんな呼び方をしたって、もう結局、ただのおためごかしにしかならないんだって……わかったくせに。

「ただよぉ。……ちょっと、楽しそうだと思ってよ」

「……は？」

「このタイミングなら、こっちのほうにゃ誰も来ねーだろ？　無人の夜の琵琶湖。ちょっとわくわくするじゃねーか。ついでに伊理戸きょうだいを二人きりにもできたみてーだし──東頭のことだから、空気を読んだわけじゃなく、普通にはぐれたんだろうけどよ」

　わかんない……。子供の頃からずっと一緒で、知らないことなんか何もないはずなのに……今は、こいつが何を考えているのか、全然わからない。

　昼間、あたしの下手な誤ご魔ま化かしが見破られたときのことを思い出す。無言で立ち去る背中を思い出す。

　あのとき、見限ったんじゃないの？

　あたしはもう、『彼女より面白い』南暁月じゃなくなったんだって、気付いたんじゃないの……？

「……その不安そうな顔は、本心か？　それともキャラか？」

　不意に冷たい声がして、あたしはびくりと顔を上げた。

　そこにあったのは、さっきまでの親しげなそれとは違う……完全な、無表情。

「子供の頃からオレが見ていたお前は、『南暁月』か？　それとも『幼おさな馴な染じみ』か？」

　わかんない。

　そんなの、あたしにだってわかんないよ……。

　最初は、絶対に、違ったはずなのだ。だって、物心がついたかどうかもあやふやな子供に、幼馴染みなんて肩書きはつけられない。そんなもの抜きにして、あたしとあんたは一緒にいた。……そのはずなのに。

　いつから、そんな風になってしまったんだろう。

　彼女よりあたしのほうが面白いって、あんたは言った。だからあたしは、彼女なんかより面白いものになりたくて。漫画やアニメで見るような、運命が出会わせたようなものになりたくて。それだけで。たったそれだけで。……なのに……。

　川波の無表情が、ブラックホールのような闇に変わってしまったように思えた。

　虚飾だらけの自分が、薄っぺらな素顔の上に何重も被かぶった仮面が、ひとつひとつ、それに吸い込まれて……最後には、何にもなくなったあたし自身も……────

「──ま、わかんねーよな」

　川波の顔が、ふっと自嘲するような笑みに変わった。

「どこまでが本心で、どこからがキャラなのか。そんなもんわかりっこねーし、どっちだっていいんだよな。だったら楽しくなるようにするべきだ。そうだろ？」

　あたしは踏みとどまって。

　そいつの顔が、今度は太陽みたいに眩まぶしく見えて。

「お互い、つまんねーことはやめようぜ。さっきは悪かったな、細けーことで怒っちまってよ。ちょっと虫の居所が悪かったんだ──お前に非はねーから気にすんな」

　やめてよ。

　優しくしないでよ。

「ま、なかなか楽しかったんじゃねーか？　恋人ごっこってのもよ──ＲＯＭられる側の気持ちが少しわかったぜ。高校生にもなって『あーちゃん』は、やっぱこっ恥ずかしいけどよ──」

　溶ける。心が溶ける。甘えそうになる。また、また……中学の頃に、戻りそうになる。

　こーくんのそんなところが好きだった。

　あたしの気持ちを繊細に汲くみ取ってくれて。喧けん嘩かしても仲直りしようと頑張ってくれて。他にも友達がたくさんいるくせに大事なときはあたしを最優先に考えてくれて。気配り屋で、ムードメーカーで、もやもやした気持ちをそこにいるだけで吹き飛ばしてくれて──そんなあなたのことが、どうにかなるくらい大好きで。

　だけど。

　だから。

「────謝るなあッッッ!!」





◆　川波小暮　◆






　暁月の絶叫が、夜の琵琶湖の静寂を鋭く切り裂いた。

「謝らないでよっ……！　非を認めないでよっ！　悪いのはあたしじゃん！　あたしが頭おかしかったからじゃんっ!!　あたしがっ、あんたが本当に望んでること、何にも考えてなかったからじゃんっ……!!　なのに、なのに、なんであんたが謝るんだよぉぉっ……!!　あんな仕打ちを受けて、胃に穴空けたあんたがさあっ！　謝ったらダメじゃん！　そしたら、あたしは、どうすればいいのおおぉっ……!!」

　涙をボロボロと零こぼしながら、暁月は血を吐くように叫び続ける。

「人ができすぎなんだよおっ!!　なんで掃除とかしに来るんだよおおっ!!　絶交でいいじゃんかさあっ……!!　同じクラスでも、家が隣同士でも、お母さんに頼まれたのでも！　無視するくらいのこと、していいじゃんかああっ!!　何うまく取り繕ってんだよおっ!!　何事もなかったようにしてるんだよおっ!!　家族にくらい言えよおおおっ……!!　あたしと付き合ってたせいで入院したんだってチクれよおおおっ!!　あんたが何も言わないせいでっ、あたし、まだあんたのおじさんとおばさんに、仲のいいただの幼馴染みだと思われてるじゃぁんっ……!!　あたしのっ、あたしのせいなのに……受験の大切な時期に入院させて、迷惑かけまくったの、あたしのせいなのにさあっ……!!　どういう顔して話せばいいのっ!!　もうわかんないよ!!　わかんないから昔と同じ風にしかできないよおっ!!　結女ちゃんに迷惑かけそうになったときもさあっ……！　なんか尻拭いしようとしてるしさあ！　関わり合いになりたくないって思えよっ!!　あたしがメンヘラの地雷女だって、一番わかってるでしょうがあっ!!　巻き添えになりたくないって思えよおおおおおおっ!!!!」

　胃の底から、胸の奥から、自らを絞り尽くすように。

　喉を枯らした暁月は、肩で息をしながら、ぐすぐすと手のひらで涙を拭って。

「だけど……でも……」

　小さく、か細く……あたかも、助けを求めるように。

「……他人みたいに話されるのは、いやだよぉ……っ」

　囁ささやいた最後のそれが……結局、一番言いたかったことなんだって、すぐにわかった。

　それが、そう──暁月の心の深奥から零こぼれ落ちた、本心ってやつなんだろう。

　わかるのだ、なんとなく。

　だって──幼馴染みだったから。

「もう、終わりか？」

　静かに問うと、答えは返ってこなかった。

　だったら。

「今度は、オレのターンだな」





◆　南暁月　◆






「────お前こそ謝ってんじゃねーよッ!!!!」

　落雷のような怒鳴り声に、あたしは涙でぐちゃぐちゃになった顔を上げた。

「お前をよ、ありえねーくらい怒鳴ってよ、泣かせまくったのはオレじゃねーかよ!!　一〇年近くも一緒に過ごしててよ、お前のことをひとっつも信用できなかったのはオレのほうじゃねーかッ!!　そりゃお前はヤバかったよ！　メンヘラの地雷女だよ！　二度と付き合おうとは思わねーよ!!　だけど、オレもやべえだろうがッ!!　一〇年だぜ!?　一〇年も一緒にいて、お前のヤバさに少しも気付けなかった!!　ちょっと可愛かわいくて、ちょっとオレに都合良くしてくれるって、そのくらいのことしかわかってなかった!!　この鈍感クソ野郎のほうが一億倍やべえだろうがッ、ぁあ!?」

　彼の本気の怒鳴り声を聞いたのは、たぶん、あの病室でのこと以来。

　だけど……その内容は、あのときとは正反対で。

「ずっと謝りたかったんだよ!!　ひでーこと言っちまったって気に病んでたんだよッ!!　なのに全部自分が悪わりぃみたいに言いやがって！　ムカつくんだよボケッ!!　女に謝らせてばっかじゃ気分悪りぃわッ!!　オレにも少しくらい謝らせろやッ!!」

「ぅぅ、……ぅうぅぅううっ!!」

　何それ。何それ。何それっ……！

「ふっ、ふざけんなぁああっ!!　原因はあたしじゃんっ！　悪いのはあたしでしょうがあっ！　なんであんたが悪いことになるのぉっ……!!」

「本を正せばオレにも責任があるって言ってんだよアホが!!」

「アホじゃないもん!!　昔っから、勉強はあたしが教える側だったもんっ……!!」

「勉強でしか頭の出来を量れねーからアホなんだよアホ!!」

「うるさいバカぁっ!!　そっちこそバカでしょお人ひと好よしっ!!　鈍感クソ野郎って何っ!?　いくら幼馴染みでも何もかもわかるわけないじゃんっ!!　あんたは完全に被害者なの！　そんなこともわかんないのっ!?」

「わかってねーのはお前だアホ!!　アホだからわかんねーんだよアホっ!!」

「バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカ!!」

「アホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホアホ!!」

　めちゃくちゃしょうもなかった。

　小学生以下だった。

　幼稚で稚拙で、バカでアホでガキだった。

　だけど──止めることは、できなかった。

　堰せきを切ったように心のどこかから言葉が溢あふれてきて、目の前の男にぶつけずにはいられなかった。それ以外のことなんて、頭から吹っ飛んでいた。体裁を取り繕う余裕も、キャラを演じる余裕もなかった。

　ああ──なんて、懐かしいんだろう。

　こんな喧嘩、いつぶりのこと？　あんたがあたしの見てたアニメを馬鹿にして以来だっけ。あたしが大泣きしたら、あんたもおばさんに[image: ]られて、結局二人とも大泣きしたよね。

　それとも、あたしがゲームで初めてあんたに勝ったとき以来だっけ？　あんたはあたしに負けるなんて少しも思ってなくて、だから油断して、だからたまたま勝てて、あたしが空気読まずに超喜んでたらあんたが負け惜しみを言い始めて、喧嘩になって──

　なんでだろう。なんでだろう。

　あたし、彼女だったんだよ？　あたしたち、恋人だったんだよ？　少しの間だったけど、それらしいこともしたじゃない。普通に、幸せにさあ、楽しく恋人やってたじゃん。甘酸っぱい思い出だって、一応、いくつかあったじゃん。

　なのに……どうして、こんなしょうもないことばっかり、思い出すんだろう……。

　涙も鼻水も垂れ流しで、罵倒の言葉も垂れ流しで、しかもパターン少なすぎで、結女ちゃんみたいに本読んどけばよかったって後悔して──そんな風にしているうちに、息が続かなくなった。

「……はあっ……はあっ……！」

「はあ……はあっ……はあ……っ！」

　肩で息をして、据わった目で睨にらみ合って、それでもまだ、声を絞り出そうとして──

　突然、こーくんががばりと勢いよく、あたしに覆い被さってきた。

「えっ……!?　こっ、こーくん……!?」

　い、いくら人がいないからって、こんな見晴らしのいいとこでっ──って、重っ……!?

　こーくんの身体からだから力が抜けていることに気付いた。

　あたしは慌てて踏ん張って、伸のし掛かってくる体重を支える。こーくんの身体は細身の割にゴツゴツしていて、燃えるように熱くて──熱くて？

　顔を見てみると、こめかみから汗が垂れていた。顔色はその熱さに反して蒼そう白はくだった。まさかと思って腕を見てみれば、予想通りそこに見つける──ブツブツの蕁じん麻ま疹しんを。

「こ……こーくんっ……!?　これ、もしかして、ずっと我慢して──」

「悪い……。ちょっと、今、『こーくん』は、やばい……」

　あたしは慌てて口を噤つぐむ。

　こいつの変なアレルギー──というかＰＴＳＤは、別に人の心を読み取って恋愛感情を検知するわけじゃない。だけど……あんなにはっきり叫べば、わかるに決まっているんだ。あたしの中に、まだ、あの頃の気持ちが、ちゃんと残ってるってことくらい……。

　男は別名保存、女は上書き保存──誰が言ったの、そんなデマ？

　上書き保存なんて、できるわけ、ないじゃん。

　思い出がたくさんありすぎる。他の、地球上にいる誰よりもたくさんの思い出が。その全部を上書きするのに、いったい何年かかると思ってるの？

　人間は年齢を重ねるごとに、時間の感覚が速くなっていくらしい。その体感時間を基準に計算すれば、人生の折り返し時点は一〇代に来るんだって。だったら、子供の頃の一〇年を全部上書きするには、残りの人生を全部使ったって足りやしないじゃん。

　忘れられっこ、ないんだ。

　あたしたちは……最後こそ、悲惨に終わったんだとしても……幼おさな馴な染じみだったんだから。

「……お前との恋人生活は、地獄だったけど、さぁ……」

　息も絶え絶えに、しかしこーくんは耳元で言う。

「でも……ガキの頃、夏休みの宿題で、ピタゴラ装置作ったろ……？」

「……うん」

「スマホの位置情報ゲーでさ、山ん中まで歩いていって……」

「うん……」

「そんで……家族旅行で、こっそり旅館、抜け出してさ……」

「……うん……」

「…………楽しかったよな…………」

「…………うん…………」

　それはまだ、あたしとこいつが、男と女になる前の話。

　まだ、幼馴染みでも恋人でもなかった頃の話。
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「思い出がさ、いっぱいあんだよ……。マジで、うぜえくらいあるんだよ……。なのにさ……その全部がさ……彼氏彼女で、うまくいかなかったからってよ……全部、地獄だったってことになんのかよ……？　そう考えたらさあ……」

　ずず、と鼻をすする音が聞こえて、あたしは耳を疑った。

「…………寂しいなあ、って……思っちまったんだよなあ…………」

　震えを帯びた、涙混じりの、聞いたことのないほど、弱々しい声。

　こーくんが泣くなんて……本当に、本当に、いつぶりのことだろう。

「……なあ、あーちゃん……」

「なに……？」

「……あの約束……まだ、覚え、て……────」

　声が潰ついえると同時に、こーくんの身体から完全に力が抜ける。

　あたしはそれを、しっかりと足を突っ張って、正面からぎゅっと抱きしめた。

　あの頃、同じ高さにあった目は、三〇センチも上にあり。

　あの頃、一緒に走り回った身体は、抱えきれないくらい大きくて。

　でも、夜空を見上げれば、あの頃と同じ輝きがある。

「……覚えてるよ、こーくん」

　当たり前じゃん。

　忘れてあげるとでも思った？
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◆　川波小暮　◆






「やっと起きた」

　呆あきれ気ぎ味みな声に意識を掬すくい上げられて、オレはゆっくりと瞼まぶたを上げていく。

　きらきらと輝く星空をバックに、あーちゃんがオレの顔を覗のぞき込んでいた。

　背中には硬い木の感触。後頭部をむにりと受け止めるのは、たぶん太ふと腿ももか。どうやらオレは、湖岸に設置されたベンチの上で、膝枕をされているらしい。

「……オレ、どのくらい寝てた？」

「三〇分くらいかな、たぶん。スマホないからわかんない」

「おお……道理で寒いはずだ……」

　オレはぶるりと身震いする。夏とはいえ、夜に外で三〇分も寝ていたら凍えもする。しかし、意識を失う前に全身を支配していた熱や吐き気は、だいぶん引いてくれていた。

「……大丈夫そうなら、とりあえず起きてくんない？　足痺しびれてきたんだけど」

「そうすっか。寝心地あんま良くねーしな──痛いって！」

　枕にしていた太腿をむにっと軽く触ったら、頭の支えが不意に消えて、後頭部をベンチの座面に強打した。

　痛みに悶もん絶ぜつしながら、内心、少し驚く。

　太腿、前よりむちっとしてた気がする。指が吸いつくような感じで──筋肉が付いたのか、あるいは胸に行く分がそっちに行ったのか。……今更オレの好みに近付きやがって。

　手に残った感触を吹き飛ばすためにも、オレは身を起こして抗議する。

「病人には優しくしろよ！」

「知らな～い。彼女でも作って優しくしてもらえば？　モテるんでしょ？」

「嫌いや味みか、てめえ！　この体質じゃなかったらとっくに──」

　暁月はちらりとオレの顔を窺うかがったかと思うと、どこか尖とがった声で言った。

「ごめん」

「……なんか不服そうじゃねーか？」

「べつに？　ウハウハハーレム高校生活を邪魔してごめんなさいって思っただけ」

　ハーレムって。そこまでモテねーよ。オレをなんだと思ってんだ──

　──……他人みたいに話されるのは、いやだよぉ……っ

　今更のように、泣きじゃくる暁月がフラッシュバックする。暁月の喚わめき声を聞いている間、アレルギー症状は留とどまるところを知らなかった。……つまり、こいつはまだ、そういうことで。ということは、今の、この、まるでやきもちを焼いたような反応は──

「──おっ……まえ、さあ……！」

　ぶつぶつと、腕に蕁麻疹が浮かび上がるのを感じた。

「病み上がりに……ちょっと、自重しろや……」

　加えて、頭まで熱くなってくる。……あれ？　今まで、身体が熱く感じることはあっても、頭や顔が熱くなることなんてなかったような。いや、きっと知らなかっただけだ。これもアレルギー症状なのだ。そうに違いな──

「──ぷすっ！」

　不意に暁月が噴き出して、「くくくっ！」と肩を震わせ始める。

　あ……？　な、なんだ？　状況についていけないでいるうちに、暁月はくるりとオレに振り返る。

　その顔には、いたずらっぽい笑みがあった。

「今のは、キャラだよ」

「…………は？」

「あれあれ～？　なんだかお顔が赤い気がするな～？　ちょぉっとやきもちを焼いたふりをしただけなのにぃ～。自意識過剰なんじゃないかなっ？　こーくん♪」

「お…………おぉおおぉぉ…………!!」

　は……ハメられた……!!　このタイミングですることか……!?　タチ悪りいぃぃ……!!

「もう一回膝枕してあげよっか、こーくん？　ほら、おいでおいで？」

「やめろおぉぉぉ…………!!」

　改めて、心の底から後悔する。

　どうしてオレは、こいつを彼女にしちまったんだ。

　これほどの失敗は、これから先の人生、きっとただのひとつだってないだろう。

　だからオレは、何度でも何度でも主張する。

　──幼馴染みを彼女にするのだけは、絶対にやめておけ、と。




「──…………あのぉ～、ちょおっとよろしいでしょうかぁ～…………」




「「!?」」

　暗がりから聞き覚えのある声がして、オレたちはびくりと振り返った。

　月明かりに薄く照らされて立っているのは、見み紛まがうはずもない──東頭いさな。

　いつもは表情に乏しいその顔が、ひどく気まずげなものになっていた。

「おイチャつきのところ非っ常ぉ[image: ][image: ][image: ]に恐縮なんですが……お祭りの神社はどちらに行けばいいのか、教えていただけると助かります……」

「ひ、東頭さん……？　ど、どこから見てたの……？」

「『もう一回膝枕してあげよっか、こーくん？』のところからですけど──だっ、大丈夫です！　わたし、言い触らせるお友達いませんから！　どっちかと言えば口は軽いほうですけど！」

「それ伊理戸くんや結女ちゃんには漏れるってことじゃん！　ちょっ、ちょっと待って！　冗談！　さっきのは冗談だからあっ───!!」





◆　伊理戸水斗　◆






　勉強合宿の全日程が終了した。

　三日目の昼。ホテルを出た僕たちは、クラスごとにバスに分乗する。東頭が恐ろしく心細そうな顔をしていたが、クラスが違うんだから仕方がない。返却されたスマホで相手をしてやるから我慢しろ。

　南さんが後ろの席へ、川波が通路脇の席へ向かうのを見て、ある女子が高い声で言った。

「あれっ、南さ～ん！　川波くんと一緒に座んなくていいの～？」

　まだ引きずってるのか、そのネタ。昨日で終わったと思ってたけど。合宿終わってからも続いてしまったら、さすがにちょっと申し訳ないな……。

　僕が心配した直後、南さんがけろっとこう答えた。

「あ、別れましたー」

「はっや！　あはは！」「理由は？　理由は？」

「んー、方向性の違いかな？」

「バンドかよ！」「あっはははははは!!」「へい川波！　フラれた感想は？」

「普通の男の子に戻りまーす」

「アイドルかよ！」「ぶはははははは!!」

　……うまいもんだなあ。今ので完全にオチがついた。これで夏休み明けまでこのネタを引きずられることはなくなるわけだ。

　窓枠に肘を突いて感心していると、ポロンとスマホが通知音を発した。結女からだ。

〈南さんと川波くん、うまくいったみたいね〉

〈どうやらそうみたいだな〉

〈東頭さんに聞いたけど、人ひと気けのないところでイチャついてたんだって。もしかして付き合ってるのかしら？〉

〈かもしれないな〉

〈興味なさすぎない？〉

〈まったくないな〉

　今回ではっきりわかった。僕には恋愛ＲＯＭの趣味はない。

「よう、親友」

　軽々しく言いながら、僕の隣に座ってくる男がいた。言わずもがな、川波小暮である。

「勝手に親友を名乗るな。君は僕がイジメられたら助けようとするタイプだろう」

「意味がよくわかんねーけど、とりあえずオレは、助けるんじゃなくて未然に防ぐタイプだと言っておくぜ。……昨夜はサンキューな。協力してもらってよ」

「自分で蒔まいた種を、自分で処理しただけだよ」

　実のところ、川波と南さんの間で何が起こっていたのか、僕は何も知らない。ただ、その仲が良くない方向に行こうとしているとなんとなく感じて、でも、この器用な男なら何とかできるんだろうと焚たきつけてみたまでだ。

　それがどうやらいいように作用したらしいのは、このコミュ力の塊──いいや、コミュ力じゃないか。とにかく川波小暮の力の為なせる業だろう。

「じゃあ蒔いた種の処理ついでに、ひとつ訊きかせてもらってもいいか？」

「なんだ？」

「ゆうべ、あんたと伊理戸さん、どこ行ってたんだ？」

「……………………」

　僕は身体からだの硬直を気付かれないよう努める。車窓を見ると、川波の気色悪いニヤニヤ笑いが反射して映り込んでいた。

「あんたら、いつの間にか二人だけでホテルに帰ってたよな。てっきり迷子になった東頭を探してるんだと思ってたんだが、なんで先に帰ったんだ？」

「……東頭も帰ってるかもと思ったんだよ」

「じゃあ、もうひとつ質問だ。あんたも伊理戸さんも、なんであのとき、ジャージに着替えてたわけ？」

「…………風呂に入ったんだよ」

「東頭が迷子になってるってのに？　妙に東頭に過保護なあんたが？」

「……………………」

「とすると、だ。あんたたちはきっと、何においても風呂に入らなきゃいけねーような状態にあったってことだよな。例えば……濡ぬれ鼠ねずみになったとか」

　僕はそっと溜ため息いきをついた。

　どうしてそれほどの観察力があって、南さんと喧けん嘩かになったりするんだよ。

「これはオレの勝手な妄想だから聞き流してくれていいんだけどよ。ゆうべ、雨は降らなかったよな？　ってことは、あんたたちは揃そろって自分から水の中に突っ込んだんじゃねーか？　例えば、そうだ、湖とかにな。琵び琶わ湖この湖岸は街灯が少なくて薄暗かったよな。その辺りで東頭を探していたあんたたちは、ずるりと足を滑らせて──」

　滑らせたのは結女のほうだ。僕はそれを助けようとしただけだ。その結果として、僕が道連れにされたんだ。それだけの話だ。

「ゆうべ、伊理戸さんは白系の服だったよな。知ってるか？　白系って、濡れるとめちゃくちゃ透けるんだぜ」

　──濡れた服がぴったりと肌に貼りついて、本来、隠しているべき色を透けさせていた。月明かりに照らされるのは肌色と青色。あからさまに普段使い用の、装飾の少ないシンプルなデザイン。しとどに濡れた髪を頰ほおに貼りつけた結女が、僕の視線を追って自分の胸元を見て、瞬間、夜闇の中でもわかるほどに赤くなって、自分の手で胸元を

「その状態で人目のあるホテルに帰るわけにゃいかねーわな。ってなると、どこかで服を脱いで絞る必要が──」

「うるさい」

「うごっ!?」

　僕は隣に座る男の脇腹を肘鉄で穿うがった。もうＲＯＭ専じゃないだろそれは。見てないところの話までしてるじゃないか。

　──……こっち、絶対見ないでよ……

　腹の立つ話だ。これじゃあまるで、僕たち自身より川波のほうが、僕たちのことを知っているみたいだ。

　見る側と見られる側。見る側が自分の願望を押しつけることもある一方で、見られる側が都合よく自分を騙だましていることもある。理想の自分と現実の自分には常に齟そ齬ごがあり、だからこそ、自分だけでは自分の本当のところはわからない。

　人間に目が二つあるのは、一つでは物の形を正しく捉えられないからである。

　ならば、心の形を正しく捉えたいときも、目が二つ必要なのかもしれない。価値観、偏見、願望──一人に一つきりしかない心の視力が、二つも。

　だけどもし、それで見つけた自分自身が、自分の願うものに適かなっていなかった場合──僕は、変わりたいと思うんだろうか？

　…………下手の考え休むに似たり。

　そのときは、楽しそうなほうを選ぶとしようか。







　　　あとがき──リアル・キャラクター・クリエイト




　これは私が中学の頃の実話なんですが、クラスにひょうきんな男の子がいたんですね。目立つグループの中で、リーダーシップを取るわけじゃないけど笑いを取る、いわゆるいじられキャラってやつでしょうか。その頃すでにラノベオタクと化していた私に比べれば、よほど学校という環境に適応しているように見えました。

　ですが、その子はある日突然、学校に来られなくなりました。

　担任教師が説明するところによると、その理由は『キャラを演じるのが苦痛になったから』──今にして思うと、不登校の理由を赤裸々にクラスメイト全員の前で説明するデリカシーのなさには絶句するものがありますが、それはそれとして、私の印象に残っているのは、その説明に対するクラスの反応です。

　ぽかーん、です。

　彼を中心に笑っていた生徒たちは、しかし彼の心情を一ミリたりとも理解できなかったのです。多かれ少なかれ、誰もがキャラを演じているものですけど、彼らにはそれに対する苦痛も自覚もなかったんでしょうね。そんな中で、彼一人だけが無理をして合わせていた。なぜって、周囲にそういうキャラクターを求められたからでしょう。

　かように、人間というやつは、周囲の環境や期待に応じてキャラクターを演じる生き物です。それを苦痛と思う者もいれば意識もしない者もいるし、それを成長と捉える者もいれば屈服と捉える者もいますけれど、いずれにせよ、他者の視線による観察者効果から逃れることはできません。

　恋愛ＲＯＭ専を自称する川かわ波なみ小こ暮ぐれをフィーチャーするに当たり、このことを語らずにいるのは不可能だと思いました。そもそもこいつ、めちゃくちゃ口出してくるし、ＲＯＭ専じゃねえんだけど……というのはさておき、誰にどう見られているのかが本人の振る舞いに強力に作用することを踏まえておかなければ、水みず斗とと結ゆ女めの状況を正確に把握できないと思ったのです。

　家族にはきょうだいとして認識され、一方では互いを元恋人として捉える二人が、果たして自分のキャラをどういう風に作り上げていくのか。次回からは初心に帰り、水斗と結女の関係にフォーカスしていくつもりです。

　担当様、イラストのたかやＫｉ先生、この本に関わっていただいたすべての方、そして本作を応援してくださるあなたに感謝を申し上げます。

　そんなわけで、紙かみ城しろ境きよう介すけより『継まま母ははの連つれ子ごが元もとカノだった３　幼おさな馴な染じみはやめておけ』でした。私は大体、言いたいこととは逆のことを目立つところに書くんですよ。
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